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戦闘城塞マスラヲ




Vol.4 戦場にかかる橋
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ＢＡＴＴＬＥ　11　露天の錬金術師たち

ＢＡＴＴＬＥ　12　戦場にかかる橋

ＢＡＴＴＬＥ　13　夢の終宴

Game is over, to the……







あとがき
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　　　　①




　草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき。

「喰くらってーっ！」

　ドカアアアアァンッ!!

　爆ばく音おん、振しん動どう。ヒデオは布団ふとんから飛び起き、ウィル子は揺ゆれるモニターから飛び出してきた。

「な、ななっ、何なのですかーっ!?」

「……。一体」

　二人で窓際ぎわへ行きカーテンを開けると、すぐ近くの道路に爆発跡あとと思われる大穴が開き、向こう三軒げんの家が吹ふき飛び、メラメラ、炎ほのおと黒こく煙えんが立ち昇のぼっていた。

「勝負あり！　勝者、アカネ・ブランケンペア！」

　審しん判ぱんの声だろう。

「なっ……何とはた迷めい惑わくな……。ここはどこの中東ですか!?　派手な勝負は明るいうちにやるのですよーっ!!」

「乗りましたーっ!!」

　ただのヤジに妙みような言葉が返ってきたことを不思議に思い、ヒデオはウィル子と顔を見合わせた。再び視線を下ろすと道路に、何やらファンタジックな格好をした少女が元気に手を振ふっている。

「その勝負乗りましたよー！　乗りましたからねー!!」

　その傍かたわらには西洋風の甲かつ冑ちゆうが、さらに傍らには審判……霧きり島しまレナの姿が。

「やー、さっすがヒデオくんにウィル子ちゃん！　ばっちり受理したよー！　明るいときに派手な勝負、ボクも楽しみにしてるよー！」

　で、去っていく。今しがた負けたらしい黒こげのペアだけが、路ろ傍ぼうでピクピクと瀕ひん死しを訴うつたえていた。

　って、ちょっと待て。

「ま、まぁすた～……」

「……。」

　図らずもヒデオたちは、今大会初めて。

　自分たちから勝負を申し込んでしまったのである。




　　　　◆




　翌朝、電話連れん絡らくを受けた二人が訪おとずれたのは、レミーナ・グッジョブペアと歌合戦をやったあの酒場であった。クエストの依い頼らいを受けている酒場だけあって、朝から参加者、非参加者問わずまばらに人ひと影かげがあった。そんな中、モーニングコーヒーなどすすりつつ作戦会議。

「しかしマスター。派手な勝負って……」

「……それは。まあ」

　ここからの展開次し第だいだろう。勝負の合意はあったが、ジャッジはまだその開始を告げていない。言わば小大会のように、開始期日が指定されただけの話。ならばこれからの話合いで、有利な勝負方法に持っていけばいい。日中はともかく、派手な勝負、ならばいくらか解かい釈しやくのしようもあるはずだ……。

「で、マスターはそれをどのように解釈したのですかー……？」

「……」

　コーヒーを一口。ヒデオはカップをソーサーに置き、告げる。

「いや、別に」

「ばしっ！　ばしっ！　ばしっ！」

　チョップ＆チョップス。

　しかしそもそもこんな余よ裕ゆうのない流れになったのは、あんなヤジを飛ばしたウィル子に責任の全すべてがあるわけで。

「うう……」

　ともあれ、敵を知り己おのれを知れば何とやら。己に何もないのはわかりきっているので、敵を知ることにする。ヒデオがテーブルの上にノートＰＣを開くと、ウィル子が対戦相手であるアカネ・ブランケンペアのデータを表示する。

　こちらが聖せい魔まグランプリのおかげで百勝近くを稼かせいでいるのに対し、向こうはまだ二十勝未満。

「にひひ。ザコなのですよー」

　単純に勝ち星だけで考えればそうなるが……。

　そのとき、たまたま後ろを通りかかった一人が、画面を見て身を強こわばらせた。

「そっ、その名前は……。まさかチャンプ、あんたたちはその娘と勝負するつもりかい……？」

　見れば、あの時しこたまテキーラをおごってくれた、ヒゲのマスターである。

「……。一体」

「……彼女に勝負を挑いどんだ相手は、それがバトル以外でも例外なく病院送りにされているという話だ。しかも必ずどこかしらの建物が吹き飛ぶために、主しゆ催さい者しや側も頭を悩なやませている……文字通りの爆ばく弾だん娘なのさ」

　ヒデオとウィル子は昨夜見た爆心地を思い起こし、どっと冷や汗あせを噴ふき出させた。

「頼たのむから、勝負なら店の外でやってくれよ……くわばらくわばら」

　しかし噂うわさをしたので何とやら。

「おはよーございまぁーっす!!」

　バァン、と威い勢せいよくドアを開けて入ってきたのは昨夜の少女だった。日本のアニメやマンガっぽい、赤い魔導師風衣い装しようと帽ぼう子し、手には金属の杖ロツド。

「「「ばっ、爆弾娘だぁっ!?」」」

　その姿を見るなり、それまでいた客の全部が窓から逃にげ出してしまう。ヒゲのマスターまでよく訓練された兵士のようにカウンターに飛び込み、隠かくれてしまう。

　しかしそんなこと気にする風でもなく、少女はパートナーらしい洋風の甲冑を引き連れてヒデオたちのテーブルへ。

「川かわ村むらヒデオさん！」

「……。はい」

　妙みような迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、丁てい寧ねいに返事してしまう。

「私、錬れん金きん術じゆつ師しのアカネ・インガルス・天あま白しろ・ブランツァールと言います！」

　ヒデオはちらりと。何となくちらりと、彼女に付き従う甲冑を見た。

「……。鋼はがねの」

「いえいえ、こっちが私のバイブルです！」

　彼女がポーチから覗のぞかせたのは、一本のゲームソフト。

「って、アトリエの方ですか……」

「うん。別に武装したりもしないし。それはともかく……川村ヒデオさん！」

「……。はい」

「私に勝ったら結けつ婚こんしてくださいっ!!」




　　　　②




　ははは。

　あはははははは。

　やれやれ全く、今どきの若い子は突とつ然ぜん何を言い出すかと思えば。見ればまだまだ十代半ば、たかが取れ取れピチピチ女子高生ではないか。

「分かっ」




　ゴスッ!!




　ノートＰＣの角で眉み間けんをクリティカルヒットされ、ヒデオはテーブルに突つっ伏ぷした。

「……ウィル子。パソコンは、超ちよう精密機械」

「今のウィル子には自宅サーバーがあるので別べつ荘そうが壊こわれるくらいノープロブレムです。というか一生の問題を一秒で即そつ決けつするなーっ!!」

　ごすっ、ごすっ。

　一度は武器として申しん請せいしたカドだったが、これほどまで痛いものとは思っていなかった。薄うす型がただからなおさらなのだろうか。

「わ、私の未来の花はな婿むこに何をするのよーっ！」

「この男は花婿以前に、ウィル子の奴ど隷れいなのですよーっ！」

　きしゃー！　ふー！

　と、少女二人、猫ねこのケンカみたくなってきた。そこにいつの間にやら、青と黒、それぞれの制服を着た女が二人。

「あー、若いっていいですねー。本官にもあんな時代がありましたよ」

「うんうん。と言ってもヒデオくんなら、あんなお子様相手にしないだろうけどねー」

　と、若いながらも大人の余よ裕ゆうを見せる美み奈な子ことレナ。

「「二は十た歳ち越こえたオバサンはすっ込んでろ!!」」




　ぴしゃーん。




　雨雲一つ無いはずの酒場の中に、雷らい鳴めい轟とどろき稲いな妻ずまが迸ほとばしった……ような気がしたヒデオ。猫のケンカどころか、ハブとマングースとシャモの大乱らん闘とうスマッシュ何とかみたくなってくる。

　命の危険を感じたヒデオは、眉間から血を流しつつそっとテーブルを離はなれ、カウンターへ。

「……。テキーラを」

「ああ、チャンプ……モテる男はつらいねぇ」

　モテているのか？

　そこに鎧よろいの足音。ヒデオの隣となりにかけたのは、アカネのパートナーである甲かつ冑ちゆうだった。

「……。ブランケン氏」

　彼はヒデオを向いて、兜かぶとの面めん頰ぼおをそっと持ち上げる。あろう事か、中にあったのは人間の顔。自分と同年代ながら、それこそ街を歩けば誰だれもが振ふり返りそうな碧へき眼がんの美青年。

「お嬢じよう様さまがご迷めい惑わくをおかけします」

「……。いえ」

　もっとはた迷惑なのもいっぱい知っているから、別に。どの会社とは言わないが。

「あなたは」

「はい。私めはブランツァール家に仕える、アッシュ・ブランケンという者です。この度たびはお嬢様の花婿探しのため、鎧型の自動人形オートマータと身を偽いつわりこの都市にやって参りました」

　まあ一いつ杯ぱい……、とヒデオは彼のグラスにもテキーラを注つぐ。

「これは恐おそれ入ります……。ブランツァール家は古くから続く錬金術師の家系でして、当主となられるお方は代々、その身を守るために自身より強い花はな嫁よめ、花婿を見つけることがしきたりとなっているのです」

　なんかこれもありがちな。

「しかし、問題が一つありまして……お嬢様は世紀に一人と謳うたわれるほどの天才錬金術師。その技法はあの若さで研究に止とどまらず、冒ぼう険けんや戦せん闘とうに即そく応おうさせることが可能なお方で……早い話が、とんでもなくお強いのです」

「……。」

「ああ、ご覧ください。いま丁度」

　小さく振り返ったアッシュ。喧けん々けん囂ごう々ごうの中、アカネのポーチから四次元なんたらのごとくいろんな物が飛び出してきた。

「あれらが素材です」

　とアッシュ。

「調合ーっ!!」

　アカネの一声でそれらが光り輝かがやき、混ざり合わさり。そうしてできた光の玉に、手の平かざしてもう一声。

「錬成ーっ!!」

　光のベールを脱ぬぐと、そこには古いマンガでしか見ないような、導火線の生えた黒いツヤツヤした玉が。

　そしてアカネの手には着火マンが！

「喰くらってーっ!!」

「「「「!?」」」」

　点火。投下。

「ひーっ！」

「きゃーっ！」

「わーっ！」

　美奈子、レナ、ウィル子とトスを繰くり返し。

「……。」

　ヒデオにキラーパス。

「あ、爆ばく発はつしますよ」

　アッシュが面頰を下ろし、盾たてに隠かくれる。正面にいたマスターが調理場へダイブする。

「……。いや。あの」




　ぼんっ!!




　ヒデオは吹ふっ飛んだ。

「ま、ますたぁーっ!?　ウィル子の奴ど隷れいによくも！」

「あなたたちが大人しく持っていれば、私のダーリンは無事だったのよーっ！」

「主しゆ催さい者しや側に盾たて突つこうとはいい度胸じゃない！」

「とりあえず火薬取締法違い反はんで逮たい捕ほっ！」

　そしてまたも大乱闘スマッシュ何とか。アッシュが再び顔を見せた。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、ヒデオさん。あ、ご主人。カウンターの修理代は、こちらのブランツァール家の方にご請せい求きゆうください」

　そ、とメモを差し出すアッシュ。

「とにかくお嬢様は一事が万ばん事じあの調子でして。とりあえず爆ばく弾だんであれば、材料さえあればその場で調合、錬成できてしまうのです」

　なるほど、天才なのだろう。魔ま法ほうは様々見てきた気がするが、それが事象として現れるのは一時的なこと。物を分解、再構成し、なおかつ定着させ、新たな物として作り変える力。まさに。

（……錬金術、か）

　げほんごほんと硝しよう煙えん臭くさい咳せきをしながら、ヒデオはスツールにかけ直した。

「お願いします、ヒデオさん。こうも爆破しまくったのでは、十世紀にわたるブランツァール家の伝統に、爆弾魔の肩かた書がきが加わりかねません。他ほかならぬお嬢様ご自身も、この都市にはもうあなたくらいしかめぼしい人物が残っていないと。つまり今やお嬢様の爆走を食い止められるのは、優勝候補と名高いあなただけなのです。結けつ婚こん云うん々ぬんは、最終的にお館やか様たさまのお眼鏡めがねに適かなえばの話ですから……」
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「……まあ。そういう、ことでしたら」

　どうせ勝負は受理されているのだ。こちらが引こうにもアカネが引かなければ、レナもそれを取り消したりはしないだろうし。進むしかあるまい。

「ありがとうございます」

　そこに、ネコとハブとマングースとシャモがやってきた。どれが誰だれかはさておき、アッシュが慌あわてて兜かぶとの面頰を下ろし素す顔がおを隠す。

「ヒデオさんだってどうせ結婚するなら、私のように若くて家いえ柄がらもいい女の子がいいですよね!?」

「いいえ、真ま面じ目めなヒデオさんは本官のような清せい廉れん潔けつ白ぱくな女性が好みに決まっています！」

「明るくて元気なボクみたいな方が、カップルとしては釣つり合いが取れるはず！」

「電子の神の栄光ある奴隷の身分、捨てられるはずがないのですよーっ！」

（……。）

　とりあえず、奴隷はない。モテるというより、みんな自分が一番だと思いたいだけの意地の張り合いではないか。どうせ自分など、そのためのダシに決まって……。

「大体アカネは、こんな陰いん気きな男の何がいいのですかーっ!?」

「そうだよ！　無口だし、愛想ないし、着てる物もぱっとしないしさ！」

「健全な女の子だったら、こんな殺人常習者のような目付きの男を好きになるのはおかしいです！」

（…………。）

　殺人常習者の目付きが自殺志願者のそれに変へん貌ぼうしていくが、エキサイトしまくっているみんなはそれに気付かない。しかしアカネは負けじ、指を突つきつけ言い放つ。

「男は見た目じゃないわ！　中身よっ!!」

　純真な心の叫さけびに、美奈子とレナが愕がく然ぜんとたじろいだ。

「「こっ……この若さでそれを悟さとっていますかっ……!?」」

「だって見た目がいいだけの男なんて、家うちの晩ばん餐さん会で腐くさるほど寄ってくるもの」

「「う……、なんて羨うらやましい……!?」」

「私は見てくれなんてどうでもいいの……私の花はな婿むこは、身も心も強くて、いざというときに命いのち懸がけで私を助けてくれる人なの……！」

　アカネは少女マンガのヒロインみたく胸の前に手を組み合わせ、瞳ひとみにはお星様キラキラ。

「しかしアカネ、このマスターがそうとは限らないのでは？」

　あくまでヒデオを奴隷としか見ず、色いろ恋こい沙ざ汰たにも何ら興味を持たないウィル子が、冷静に客観的事実を述べる。

「だから、それをこれから勝負で確かめるのよ！　ね、ダーリン☆」

　ヒデオの腕うでに抱だき付いてくる。

　店の前にバイクの止まる音がしたのはそんなとき。ゴーグルを首に下げた青年一人、紙束片手に入ってくる。

「ちわーっす。オヤジさん、これいつもの……って。あれ？　誰もいないのか？」

「あ、ああ翔しよう希きくんか。依い頼らいごとならその辺に置いていってくれよ。今ちょっと立て込んでてね……」

　エリーゼ・ミスリライトのパートナーにして、エリーゼ興業の用心棒……実質この大会最強とも目される元勇者、長は谷せ部べ翔希登場。

（……そう）

　いっそ彼に丸投げするか？　何せ勇者だったのだ。心技体全すべて揃そろって、質実剛ごう健けん美の余すところ無く兼ね備えているのだ。内面も文句なしの彼なら、アカネだって……。

「ああ、誰かと思えばヒデオじゃないか。ひょっとして勝負の最中か？　綺き麗れいどころに囲まれて、羨ましい話だな」

　嫌いや味みのない、屈くつ託たくもない笑え顔がお。

（……。）

　ご……。

　ごごごごごごごっ……。

「……って、ますたー。なぜにフォースの暗黒面を燃やしますか」

　なんというか……そう。

　上からものを言われた気分？

　そりゃ俺もちょっとは女の子に人気があるんだけどさ。へえ、ヒデオも意外とモテるんだ、中々やるじゃん？　まあせいぜい頑がん張ばってくれよな、俺ほどじゃないにしてもさ……とか。

（……思われているに、違ちがいない……）

　みたいな盛せい大だいな被害妄想ヒガミがヒデオの胸きよう裡りで渦うずを巻く。

　……ぜってー負けねえ。

「ますたー。ますたー、相手が違います。翔希と勝負したければ先にアカネたちを片付けないと」

「勝負って……お前たち、アカネちゃんと勝負するのか？」

　馴なれ馴なれしくちゃん付けしやがった。

「いえ、ですからマスター……何を荒すさんでいるのですか。実はですね、翔希……かくかくしかじか」

「あははっ、なるほどな。そうか、ヒデオも結けつ婚こんを申し込まれたのか」

「も……？　って、では翔希も？」

　ウィル子の問いに際し、アカネがてへっと舌を出した。

「一回申し込んだんだけど……ね？　翔希さん」

「ああ。残念ながら、俺にはもう恋こい人びとがいるからさ」

　……。

「勝つ」

「……いえいえ。ますたー。誰だれに」

　この世のありとあらゆる全てに。

　というかまずはアカネに勝って、自分も許嫁いいなずけの一人や二人作れる男であることを証明してやる。証明しなければ気が済まない。それにまあ万が一、仮にほんとにアカネが婚約者になったとしても、それはそれでまあ……いんじゃない？　いいんじゃないでしょうか？

「へー。ヒデオくんはそーいう若い子が趣味なんだー？　へーえ。ほーう。ふぅーん」

「ヒデオさん？　言っておきますが高校生に手を出したら、マジで犯罪になりますからね？」

（……。）

「よくわからんけど……何で勝負するんだ？　見た感じ、まだ始まってないようだけどさ」

「ああ、そうだったよね。派手な勝負って事だけど……結局どうするの？　基本ルール？」

　レナの言葉に、ウィル子がぶんぶんと首を振ふった。ただでさえ爆ばく弾だん娘むすめなのに、バトルなどした日にはそら恐おそろしいことになりかねない。

「だよね。主しゆ催さい者しや側としても、これ以上都市には損害を出して欲しくないし……」

「私はダーリンの強さが確かめられれば、何でもいいのっ！　もちろん、私も手加減しないけどっ！」

　なるほど。自分より強い相手と結婚したいことには偽いつわり無しか。

（……）

　いや？　ということは逆に考えれば……自分が何もしないような勝負。ウィル子だけが目立って活かつ躍やくするような勝負であれば、勝ったとしても何も波風が立たないのでは？　アッシュの望みは叶かなえられるし、結局強さを確かめられなければアカネも諦あきらめるだろうし、やる気を見せなければ美奈子とレナに因いん縁ねんを付けられることもない。

　これはグッドアイデアだ。

「はあ、なるほど……」

　ヒデオの胸の内を読み、ウィル子が相づちする。以前は漠ばく然ぜんとした感情しか読み取れなかったというウィル子だが、最近はこちらが伝えたいと思い、彼女が読もうと思っていれば、半ばテレパシー的。日々の暮らしの中、繫つながりが深まっているのか、彼女が成長しているのか……。

　しかしあからさまにウィル子が独どく壇だん場じようとなる勝負方法では、向こうが納なつ得とくするまい。問題は、そのバランスが取れる勝負方法だ。

「なあ、ちょっと提案なんだが」

「「「？」」」

「なんだったらうちの会社が出した依クエ頼スト、こなしてみないか？」

　翔希が、手にしていた紙面を差し出してきた。

『急きゆう募ぼ！

　スコップの扱あつかいに自信のある方、トロッコとお友達の方、腕うでの良いいツルハシ師、その他破は壊かい力に自信のある方、大だい歓かん迎げい。自然に囲まれて一日を過ごす、楽しいお仕事です。都市の喧けん噪そうから離はなれ、童心に返って土と戯たわむれてみませんか？

　日当１万チケット他ほか、出来高に応じて高額支給。詳くわしくはエリーゼ興業本社受付、または人事課までお気軽にどうぞ』




　　　　◆




　山間にさんさんと降り注ぐ日の光。眩まばゆい青空に、流れる綿雲。

「ったくほんとにどこの馬ば鹿かよ頭に来るわねーっ！」

　パラソルの下もと、デッキチェアにふんぞり返って腕組み。エリーゼ・ミスリライトはイライラと作業の様子を眺ながめていた。

「犯人見つけたらタダじゃ置かないわ！　殺ス！　ギュウギュウ絞しめ殺ス！」

「あのー、社長」

　安全第一メットを被かぶった現場監かん督とくが、汗あせを拭ふき拭ふきやってくる。

「やっぱだめですわ。発破以前に穿せん孔こうもできねえんじゃ、うちらじゃお手上げです」

「わたしの作ってあげたミスリル製のドリルは!?　あれでもだめだったの!?」

「はぁ……それがぁ……そのぉ……」

「きーっ!!」

　逃にげる現場監督の頭をポカスカ叩たたいているところに、一台のバンがやってきた。

「社長。あれ、翔希くんじゃないでしょうか。さっそく求人の効果があったんじゃ？」

「役立たずだったら速そつ攻こう絞め殺ス!!」

「社長ぉ～……」




　　　　◆




　そうしてヒデオたちが連れてこられたのは、自然区の山の中だった。

「なっ……何が落ちたクレーターですかっ!?」

　そんなウィル子を始め、一面に広がる巨きよ大だいな窪くぼ地ちに一同は目を見張っていた。

「何よ。誰だれかと思えば新米の新入り精せい霊れいじゃないの」

「う……、エリーゼ……いたのですか」

「うちの鉱区なんだからわたしがいても当然でしょ。で。何の用？」

「ああ、ヒデオたちの勝負に使おうと思ってな」

　えらく不ふ機き嫌げんなエリーゼを取りなすように、翔希が割って入る。それからアカネを一いち瞥べつ。

「こっちはいつだかの爆弾娘じゃないの」

「ど、どうも……。エリーゼちゃん、雰ふん囲い気き変わった……？」

「気のせいよ。で？　なに？　わたしいま気が立ってるからただの勝負なら殺ス」

　百パーセントの殺やる気モード。

「いや、落ち着けってお前……。ヒデオたちとアカネちゃんたちと、日にち没ぼつまでにどっちが多く掘ほり進めるかって勝負だ。それなら文句ないだろ」

「ふぅん。あんたにしちゃペテンが回った方ね、翔希。一応褒ほめといてあげるわ」

「ぺて……」

　何やら言いたそうな翔希にはそれ以上耳を貸さず、エリーゼはうさんくさそうな目付きのまま。

「ま、勝負になればいいけどー。ノルマは一人頭１トンよ。それ以上掘れなきゃ日当は無し。帰れこの役立たずども」

「ちょ、ちょっと待ってください!?」

　生活費の足しにしようと、一いつ緒しよにくっついてきた美奈子が泡あわを食う。

「そんなこと、このチラシには一言も……自然に囲まれて、童心に返って土を弄いじる楽しいお仕事って……」

「はい見なさい、一面の山と木と藪やぶと雑草。これがどう見ても大自然。弄る土のノルマが１トン。これが道具のスコップとツルハシ。どう、楽しいでしょ？」

　がしゃがしゃと投げ出された泥どろまみれの作業用具に、冷や汗を流す一同。

「あの……本官、あまり楽しくは……」

「当たり前でしょうが。あんたたち社会人にもなって、本気で楽しい仕事があるなんて思ってんの？　そんなのはあんたたちみたいなアホを呼び込むための常じよう套とう句くでしょ。で、あんたたちはその甘い匂においのする街灯に群がってきた蛾がなの。おわかり？」

　あうあうと、美奈子はたじろいでいく。

「わかった？　わかったら今すぐ道具持って血豆潰つぶして血ち反へ吐ど吐はくまで掘レ。わからないアホは帰って死ネこのクズ」

　エリーゼはなぜだかよほど虫の居所が悪いらしく、とりあえずその目が怖こわいこともあり、各おの々おの止やむを得ぬように道具を手にする。

「え……えーと、ボクはジャッジだから」

　参加しないレナが、高々と手を挙げた。

「ヒデオ・ウィル子ペアと、アカネ・ブランケンペア！　勝負開始っ!!」




　　　　③




　いわゆる露ろ天てん掘ぼりというものなのだろう。しかし足場が組んであるだけで、ぐるりを見み渡わたしてもどこかを切り崩くずしたりしている様子はなかった。

　ともあれ、ヒデオはシャベルを突つき立てる。

　キン！

「……」

「ま、ますたー。今の、シャベルでどうにかなる音ではなかった気が……」

　キンカンキン！

　いくらシャベルを突き下ろし、叩たたき付けても一向刃はの立つ気配がない。ツルハシに持ち替かえてみても同様。岩というより、これは金属。色はどう見てもただの土なのだが……手で触ふれると、ガラスのように滑なめらか。まるでこのクレーターができた際に、そのまま熔とけて固まってしまったよう。

　横を見ると同じようにアカネも、美奈子も、翔希も。キン、キンキン！

「勝負になるかしら……ってわたしが言った意味。おわかり？」

　振ふり返ると、エリーゼがふわーっと浮ういて様子見にやってきた。

「なんなのですかこれは……」

「うちが掘るはずだった、オリハルコン鉱脈のなれの果てよ」

「オリハルコン……？　って、ゲームとかに出てくるあのオリハルコンですか？」

　エリーゼが小さく肩かたをすくめた。

「そ。ミスリル銀より硬かたい、現在の地球上で最強の金属。人工的にしか存在しないはずのオリハルコンが、なぜかこの山には鉱脈として眠ねむっていたの」

「山……って、穴の間ま違ちがいでは？」

　びき、とエリーゼのこめかみに怒いかりを思わせるマークが浮かんだ。

「山だったのよ！　でも聖せい魔まグランプリの前夜にどっかの馬ば鹿かが原げん爆ばく級の魔法ぶっ放して山ごと消し飛ばしてくれたわけ！　その結果がこの露天掘りよッ!!」

　忌いま々いましげに頭を抱かかえ、壁かべを睨にらみ付けるエリーゼ。結局不ふ機き嫌げんなのはそのせいだったのだろう。

「で、その馬鹿がアホみたいな熱量と魔力量をぶち込んだせいで、みんな焼結しちゃったわけ。元々山に含ふくまれていた鉄も珪けい素そもカドミウムもウランもミスリルもオリハルコンもごちゃ混ぜの格こう子し配列。しかもそのお目当てのミスリルとオリハルコンのおかげで、電子結合に加えて魔ま導どう力りよく子し結合……一種の魔導皮ひ膜まくが浸しん透とうしちゃってるってわけ」

「格子配列って、それはもう新物質なのでは!?　このクレーター全体が！」

「そうよ。でも調査の結果わかった性質は、セラミックスらしく恐おそろしく硬くてもろいってことだけ」

　……。

「硬いと、もろいでは。矛む盾じゆん」

「あんたね、川村ヒデオ。角砂糖って硬いでしょ。でももろいでしょ。ガラスでもいいけど」

　納なつ得とくの首しゆ肯こう。

「でもいくらもろいって言っても、そこに辿たどり着くまでの硬こう度どがまさにオリハルコン級の天てん井じよう知らず……どうしようもないのよ」

　ていっ、とかけ声。エリーゼが虚こ空くうに現したミスリル銀の槍やりを壁に叩き付けたが、シャベル同様呆あつ気けなく弾はじかれた。

　塑そ性せいや弾だん性せい。製品の形成に必要な、物質としての有用性がまるでない。それは確かに役立たずなわけだ。仮にこの一面がダイヤモンドだったとしても、その価値は掘ほり出し、宝石としてのカットを刻むことで初めて生まれるもの。

「だったらそんなもの切り出せたとしても……」

「それなら問題ないわ。とりあえずうちの溶よう鉱こう炉ろに放ほうり込めば、何とか分解できるから。魔導力子コライダーでがんがんエネルギーをかけていく世界最強の電気炉よ。臨界突とつ破ぱさせればオリハルコンでも溶とけ出すわ」

「シンクロトロンですかっ!?」

「無む駄だに敷しき地ちが広いわけじゃないのようちの本社は」

　げんっ、と最後に一ひと蹴けり。

「わかったら掘レこの新入り」

「いえ……そんな話を聞かされた後では、とても掘る気になれないというか……」

「帰って死ネっ」

　しかし勝負の最さ中なかなので、そんなわけにもいかず、手にしたハンマーでコツコツ壁を叩くウィル子。その一方で、

「「「おおおっ……！　すげえぞねえちゃん！」」」

　辺りで見ていた労働者たちから歓かん声せいが上がった。見るとアカネの前の壁に、小さくだが穴が開いている。

「そんなっ……どうやったっていうの!?」

「調合ーっ!!」

　アカネが唱えると、砂鉄のようなものと、粉のようになった壁がざあっと崩くずれ落ちてくる。

「なるほど……壁の中にある原子で適当なものを調合して、配列のバランスを崩したのね。やるじゃない」

　しかしそうした特とく殊しゆ能力をしても崩すには相当の力を必要とするらしく、アカネはたった二度の調合で既すでにふらふらになっていた。結局開いたのは、直径三十センチほどの小さな穴だけ。

「お嬢じよう様さま。無理は禁物です」

「う、うん……大だい丈じよう夫ぶよブランケン。それよりあなたも掘ってみて。今のでこの辺りの壁はいくらか弱くなっているはずだから」

「はい」

　アッシュがツルハシを振ふり上げ、渾こん身しんの力で振り下ろす。手も足も出なかった岩がん壁ぺきが、それでもカケラの剝はがれる程度にはなっていた。

「「「おおおっ……！　すげえぞ兄ちゃ」」」

「あんたたちに日当なんて無いのよっ！　月末の給料袋ぶくろごと溶鉱炉に放り込まれたくなかったら仕事しろっ!!」

　エリーゼの恫どう喝かつで、野次馬は蜘く蛛もの子を散らすように消えていった。

「ああ、こりゃだめだ……さすがに諦あきらめた」

「本官も無理です……」

　早々と降参した翔希、美奈子が肩かたを落として戻もどってくる。

「婦警はともかく、翔希は魔法が使えるのですから、それでばーっと」

「ちょっと新入り。あんたあの看板見えないの」

　エリーゼが指差した先には、火気厳禁、魔法厳禁の文字。

「……な、なんなのですか。爆ばく発はつでもするのですか」

「違ちがうわよ。ただこの大穴開けた馬鹿、よっぽど綺き麗れいな魔ま力りよくの持ち主だったのね。おかげで奇き跡せき的なバランスでこの壁になっているけど……そこに雑な魔力をぶつけたりしたら、魔導力子の配列が崩れて、今度は劣れつ化かオリハルコンになりかねないの」

「劣化って……ウランみたいにですか？」

「そ。オリハルコンは魔導力を吸収して劣化していく金属なの。その進行を一気に早めかねないってコト。そうなったらもうアウト。劣化を戻すにはアホみたいにコストがかかるから、今度は掘り出せても採算が取れなくなるわ。超ちよう純水って知ってる？　氷点下でも凍こおらないけど、氷点下でショックを与あたえると一気に相転移が始まって氷になるの。そんな感じ」

　ファンタジー世界のルールは難しい、と思いながらヒデオはカチカチ。

（……。苔こけの、一念……）

　ツルハシを突つき立てていた。結局、翔希と美奈子は諦めて切り上げてしまう。アカネは休きゆう憩けい中。しかしその間、アッシュがはつるように、本当に少しずつ壁かべを砕くだいている。

「……エリーゼ、せめてヒントはないのですかー？」

「無いことはないわ。魔力はともかく霊れい力りよくなら」

「霊力……ですか？」

「人間だけが持っているチカラの事。霊長類って言うでしょ。で、わたしたち精霊の源になっているもの」

　ヒデオはドクターの話を思い出した。精霊とは、人の意志によって生み出される存在だと。言わばその意志のチカラが、何らかの形に変へん換かんされたものが霊力……なのだろう。

「ではエリーゼも精霊なのですから、自分で掘れば……」

「見たでしょさっきの。わたしの能力じゃ及およばないの。あんたはどうよ新入り」




　　　　◆




　大自然。小鳥の囀さえずり、白い雲。太陽は既に南中を過ぎようとしていた。みんなはとっくに昼休みに入り、しかし一向進展のないヒデオとウィル子だけが作業場に残っていた。

「こう……。こう？」

　めげずにカチンカキンと徒労を繰くり返すヒデオの横で、ウィル子が手の平を壁に向けたり、逸そらしたり。

「こう……。で、こう……」

　なんだか試行錯さく誤ごでもしている様子だった。

「ウィル子。君は、さっきから」

「！　こう……!?」

　ウィル子が手の平で触ふれた一円が消え去り、穴になる。瞬しゆん間かん、ヒデオにあの時と同じく、軽い負ふ荷かがかかった。

「にひひ。にはは。にほほほほ」

「……今のは。一体」

「食べました」

　……。

「アカネの見よう見まねでしたが、胃い袋ぶくろで消化する要領で、０と１に分解したのですよー」

「で。掘ほった分はどこにやったのよ新入り」

　怒いかりを抑おさえ込んだような顔のエリーゼが、バスケット片手にやってきた。

「あの……ちょっとくらい褒ほめてくれてもいいのでは……？」

「は？　あんたね、あたしは掘れって言ったのよ。無くなっただけならただの泥どろ棒ぼうでしょ。食べたんなら吐はケ。吐き出セ」

「わーっ、そんなコトしなくても大だい丈じよう夫ぶなのですよーっ！」

　首を絞しめようとするエリーゼから逃のがれつつ、ウィル子が再び手をかざす。ヒデオはさっきより強い負荷を感じ、軽くよろめいたが……ウィル子の手の先、光の中からパラパラと、大きさも様々な幾いく種類かのプレートが落ちてくる。

「どーですか！　鉄は鉄、ミスリルはミスリル、ほらオリハルコンもこの通り……」

　小指の爪つめほどもない、白金色のチップを摘つまんだウィル子。しかしエリーゼは喜ぶどころか、その表情を険しくしていた。

「……新入り。あんた、いつもそんなことやってたの？」

「へ？　何がなのですか」

　エリーゼが、いよいよ呆あきれ返ったように声を強くする。

「だから新入りの新参の新米だってのよあんた。わたしたち精霊のチカラというものは本来、人間たちに信じてもらって生み出されるもの。わたしたち個人じゃなくてもいいわ。あんたの場合ならパソコンやってハアハア言ってるような連中、わたしの場合ならミスリル製の武器に命を預けてるような連中」

「うあ……ひどい差がありますが……」

「とにかく。そうして自分の司つかさどるものが人間たちの役に立って、愛されることで、ちょっとずつ集まってくるエネルギーが、わたしたち精霊のチカラなの。信しん仰こうを集めて、それを源に奇き跡せきを起こすからこそ神さまなのよ」

「そんな話なら、もう何度も……」

「いいから黙だまって聞けクズ。あんた今、そんなプロセスをすっ飛ばしてこの男から直接チカラを吸い上げたでしょ」

　負荷は一時的なもの。ヒデオ自身にはもうなにも問題はなかったが、指を差すエリーゼの目は真しん剣けんそのものだった。

「あう……ですが、でもそれは……」

「そりゃあ効率がいいわよ。何でも分解・生成できるほどにね。でもね、あなたはそのために喰くったのよ、この男の精気、魂たましいを！　それは間ま違ちがっても神さまのすることじゃない。邪じや霊れい、悪あく霊りようのすることよ」

　それきりウィル子は肩かたを落とし、押し黙ってしまった。何となくいたたまれず、ヒデオは一度作業の手を休める。

「……まあ。でも、僕は」

「あんたもつくづくお人ひと好よしね川村ヒデオ。死ぬのよ。今は平気でも、こんなこと続けてたらあるはずの寿じゆ命みようもなくなるわよ」

　それでも首を横に。

「……まあ。それで、合意しているので」

「合意って……」

「聖せい魔まグランプリの、ときに」

　それが奇跡の対価であると。

　イラッ、とエリーゼが目付きを鋭するどくした。

「ああそう、じゃあもういいわよ。でもよく考えなさい新入り。あんたはこの男に加護を与あたえる精霊なのか、ただ取り憑ついているだけの悪霊なのか。電子の神なのか、それとも……魂を蝕むしばむだけのウイルスなのかをね」

　こくり、と頷うなずき。ウィル子が素す直なおな表情で顔を上げる。

「エリーゼ……今の話、教えてもらってよかったのですよー。感謝するのです」

「べっ……別に精霊のあんたに感謝されてもわたしには何の得もないわよ！　ただ、チカラを使いたいときはせめてこの男の確かく認にんを取るようにって言ってるの！　自発的に与えてもらうのと勝手に奪うばうのとでは効率が桁けた違ちがいなんだから勝手にしなさいよ全くカスども死ネっ!!」

　最後になぜかバスケットをヒデオにぶつけ、ぷんすか肩をいからせ去っていく。見ると、中にはお弁当らしいおにぎりやら何やらが入っていた。

「口は悪いのですが……きっとウィル子のいい先せん輩ぱいなのですよー」

「……僕も。そう、思う」

　地べたに座り込み、二人でおにぎりを頰ほお張ばる。労働者の食べ物らしく、塩気のたっぷり利きいたおにぎりが、汗あせをかいた身体からだにおいしかった。
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　　　　④




　食休み。あぐらを搔かいたまま、ヒデオはウィル子の開けたバレーボール大の穴を見上げていた。お茶をもらいに行ったウィル子は中々戻もどってこなかったが、達だる磨まのようにじっと穴を見み詰つめていた。そんなとき。

「ダーリンっ！」

　後ろからアカネが抱だき付いてくる。

「作業は順調ですか？　私に勝てそうですかっ？」

「……。見ての、通り」

　ヒデオの視線を追ったアカネから、残念そうな雰ふん囲い気きが伝わってくる。彼女たちが掘ほっていた壁かべには、既すでに人ひとりが潜もぐれそうなほどの穴が開いていた。

「そっか……じゃあヒデオさんも、私の求めている人じゃなかったんですね。初日から優勝候補と呼ばれて、精霊まで連れているあなたなら、あるいは……って。思ったんですけど」

　アカネがそっと離はなれた。

「私、この勝負が終わったら家に帰ります」

「……。大会、は」

「え？　だって私、花はな婿むこを探しに来ただけですから。それに思う存分、自分の力を試ためすこともできたから満足なんです。これでもうお父様から、ありきたりな花婿候補を紹しよう介かいされることもないだろうし……」

　ヒデオは頑がんとして立ち上がった。

「ヒデオさん……？」

「負けない」

「えっ……？」

　ふざけるな。

　花婿探し？　こちらは全生しよう涯がいをこの大会に賭としているのだ。気に入った相手がいないから帰るだと？　だったら、自分とウィル子がこの都市に来て積み上げてきた全すべてはどうなる。それを糧かてに、優勝候補に勝ったという事実を威い光こうに着てでも先へ進んでくれるならまだしも。

「絶対に、負けない」

　言い放って、ヒデオは壁へき面めんに向き直った。豆のできた手に、再びシャベルを握にぎる。

「ダーリン！　実はやっぱりそこまで私のことを!?」

　何を勘かん違ちがいしたか知らないが。

「そうですよね、日にち没ぼつまではまだたっくさん時間があります！　私も、手を抜ぬきませんけどっ！　だからこそ頑がん張ばって勝ってね、ダーリンっ！」

　アカネは自分の作業場に、嬉うれしそうに駆かけていく。遅おくれて甲かつ冑ちゆうの足音、アッシュがヒデオの横を通る。腕うでの中には、一ひと抱かかえはあろうかという巨きよ大だいな爆ばく弾だん。

「……。ちょ。あの」

「これから発破にかかります」

　向こうではアカネが着火マンのトリガーを、待ちかねたようにカッチンカッチンしている。

「ここまで大きい爆弾は、私も初めてです」

「……そう、ですか」

　よく見たら、いつの間にか露ろ天てん掘ぼりの中には誰だれもいない。上を見ると、労働者が白旗を上げている。もう片手には赤旗を持っている。アッシュがアカネの元へ行き、開けた穴に爆弾を設置すると、

「喰くらってー!!」

　何の予告もなくアカネがいきなり点火。

　アッシュと共に元来た道を駆け戻っていく。報しらせの労働者も赤旗を振ふると同時、ヘルメットを深くして避ひ難なんする。さすがにヒデオも、生まれてこの方無いほど猛もうダッシュ。




　カッ!!




　音が聞こえそうな猛もう烈れつな閃せん光こう、代わり振しん動どうにしか感じないほどの轟ごう音おんが一帯に響ひびき渡わたり、森からは野生動物が駆け出し、木々からは鳥たちが飛び立っていく。

「やった!?」

　土ど囊のうから顔を出したエリーゼが、双そう眼がん鏡きようで硝しよう煙えんの向こうを覗のぞいた。しかし同じようにしていた現場監かん督とくが首を振った。

「ありゃ駄だ目めですわ社長、音と光ばっかりで。塡てん塞そくもしなかったもんだからエネルギーがみんな外に逃にげちまってますわ……」

「ああもうもったいない！　勝負じゃなかったらうちの技師に発破させたのにっ!!」

　がーっ、と怒おこるエリーゼ。その横でアカネがしょぼん。

「だって……テルミットが好きなんだもの」

「何でそんな意味のない混ぜものしてんのよ!?　鉱山に焼しよう却きやく材ざいなんていらないの！　Ｃ４でも詰つめときなさい全くっ!!」

　ガンガンとじだんだを踏ふむエリーゼのすぐ近くに、ヒデオはおかしな格好のまま倒たおれていた。アクション映画さながらにギリギリ爆風に背を押され、ここまで吹ふっ飛んできたのである。

「大だい丈じよう夫ぶですか、マスター……」

「……なんとか」

　発破があるとわかったので、戻もどってこなかったらしい。

　確かに、材料さえあれば何でも作り出せる錬れん金きん術じゆつは驚きよう異いだ。だがそれも状じよう況きようを判断し、適切なものを作り出せればの話。やはりアカネとしては今のが切り札だったらしく、落ち込み半分、考え込んでしまった。

「うう～、でもテルミット反応は高熱源だから、きっと少しは変成して……」

「熱冷なんてうちの会社でいの一番に試ためしたわよスカタン！　ったく、天白の血を引く天才だっていうから少しは期待したのに……」

　つまりハニ悪ワルの時のような、熱による一点突とつ破ぱも無理ということだ。確実なのはウィル子の０１分解能力だが、そればっかりではまたエリーゼに心配をかけてしまうだろう。

「大体があの意味不明な魔ま導どう皮ひ膜まくを破れなきゃ、ただの爆弾は意味がないのよ!!」

　でも魔法は駄目、という深いジレンマ。

（皮膜……）

　早い話が、サビのように金属の表面を覆おおうもののことだ。しかしときに、そのものよりも強固で安定しているもの。魔導皮膜がそうとは限らないが、そこに何かヒントはないだろうか。

「これはさすがのヒデオさんも、いよいよだめなんでしょうか……ドロー２」

「何たって相手はオリハルコンだもんね。翔希くんも先に言ってくれればいいのにさぁ。勝負自体も穴あな掘ほりじゃあ、派手どころかかなり地味だし……ドロー２」

「ははっ、実は俺もいいとこ引き分けかと思ってたんだけどな。でもまさかほんとに掘ってしまうなんて、アカネちゃんも大したもんさ……ドロー２リバース」

　あーあー、ジャッジまで揃そろってウノとは吞のん気きなものだ。

「はい、ボクもドロー２と。ふふふ、美奈子さんまだ持ってる？」

「目には目を歯には歯を……ドロー２リバースには、さらにドロー２リバース！」

「うわっ、危なっ……最後のドロー２！」

「なんだとおおおおおっ!?」

　翔希が一いつ緒しよくたにカードを背し負よい込んだらしい。

　まあそれはともかく。

　なるほど、目には目。歯には歯。オリハルコンには、オリハルコン。単純な話だがもうそれしかない。ダイヤを削けずるにはダイヤを使うしかないように……だ。ウィル子にもう一度、チカラを使ってもらおう。

「エリーゼ」

「？　何よ、川村ヒデオ」

「ウィル子が掘り出したオリハルコンを、わけてもらいたい」

「……ま、いいわよ。あの程度なら二束三文だから。で、何するつもり？」




　　　　◆




　別に全部がそうである必要はない。ぶつかるのは互たがいの表面部分。ダイヤモンドカッターだって、全部がダイヤモンドであるわけではなく、ダイヤの微び粒りゆう子しがちりばめられているだけなのだ。

「そこで」

「はぁ、なるほど。つまりオリハルコンを、このツルハシの表面にコーティングするのですか？」

　ヒデオは首しゆ肯こう。

「オリハルコンの、魔導皮膜には。オリハルコンの、皮膜」

　その当てずっぽうが理論的に正しいかはともかく……他ほかに思い付くアイデアがない。プロの意見はどうだろうかと、ヒデオはエリーゼの方を覗うかがった。

　金属に精通するミスリル銀の精せい霊れいは、顎あご先さきに手をやってしばし考える風だったが。

「……アイデアとしては悪くないわ。今まで誰も、その加工技術を持っていなかっただけの話。０と１の分解、生成……ウィル子の錬金術じみた無茶な能力なら、できるかも知れないわね」

　でも、と。エリーゼは念を押す。

「二人とも、わたしの話を忘れたわけじゃないでしょうね？」

「それは……マスターが、それしかないというのなら」

「僕は。ウィル子を、信じているので」

　エリーゼが、呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「あっそ。じゃあ勝手にしなさい。とりあえずアカネたちより掘らないことには、どうにもなんないわけだしね、あんたたち」

　そしてウィル子が準備にかかる。

　結論だけ言えば、そのツルハシを作るのは実に呆あつ気けないことだった。彼女のチカラ、自分たちの勝利を信じたから、だろうか。先ほどより全然軽い負ふ荷かを感じただけで、瞬まばたきした次には、先せん端たんの真っ黒い奇き妙みようなツルハシができあがっていた。

　エリーゼがその出来映ばえを確かめるように、じっと目を凝こらす。それが精霊のなせる技わざ。超ちよう高性能電子顕けん微び鏡きようでなければ見えないはずの原子配列を、エリーゼは肉眼で見て取った。

「へえ……これ、アモルファスになってるわね。どうりで変な色になるはずよ。わたしも初めて見たわ」

「非アモ晶ルフ質アス金属ですか？」

「そ。で、ツルハシの鉄と炭素、空気中の酸素と窒ちつ素そ……そうした不純物がなんか色々混ざって、この壁かべに負けないくらいカオスな被膜になってるけど。とりあえず試してみたら？」

　エリーゼに手て渡わたされ、ヒデオはそれをグッと握にぎり締しめた。祈いのるように手を組むウィル子。

（大だい丈じよう夫ぶ）

　もし自分にも、霊力というものがあるのなら。それすらも全すべて、この先端に乗せる気持ちで。

　振ふりかざし。

「っ……」

　ヒデオは腕うでも痺しびれよと言わんばかり、渾こん身しんの力で振り下ろす。




　ざっくうっ!!




「なっ……!?」

　その壁のことを誰だれより熟知したエリーゼこそが、一番驚おどろいていた。万ばん里りの長城、ベルリンの壁、いやジェリコの壁の如ごとく鉄てつ壁ぺきを誇ほこっていたそれが、まさに角砂糖のようなもろさで崩くずれ落ちてきたのである。

「やっ……やったー！　やったのですよーっ！」

　ざっくざっく。それはもう大判小判を掘ほり出すような気持ちで、ヒデオはどんどん掘り進む。それはたかだか数投目にして、既すでにアカネたちの掘った穴を追い越こすほど。

「わ、わかったわ！　わかったからちょっと待ちなさい川村ヒデオ！」

　しかしずっとカキンカキンやっていただけだったので、ヒデオとしても爽そう快かいで仕方ない。豆の痛さも忘れて、親の敵かたきと言わんばかりにざっくざっくざっくざっく……。




　ビキッ!!




「……。な、なんなのですかエリーゼ。今の不ふ吉きつな音は」

「あーあ……ったく、だから言ったでしょうが。崩れるわよこのクレーター」

　ふわり、浮うき上がって場を離はなれたエリーゼ。　そのときには既に、ごごごごご、と崩ほう壊かいの序曲が始まっていた。そこかしこで、ビキビキと亀き裂れつが入りまくっている。

「……いや。なぜ」

「このクレーターは真球の半分だったの。だから張力が完かん璧ぺきに釣つり合っていて、それがこの壁の頑がん丈じようさにも繫つながっていたけど……あんたが馬ば鹿かみたいに掘り進むから、その均きん衡こうが崩れて割れちゃったのよっ!!」

　強化フラスコという、金かな槌づちで叩たたいても割れない恐おそろしいフラスコがある。しかしそれにも意外な弱点があり、内側から傷を付けるとそこから張力が弾はじけ、粉々に割れてしまう……なんて実験、昔テレビで見たなぁ、とか走馬灯のように脳のう裏りに巡めぐらせるヒデオ。

「ますたー!?」

　エリーゼと同じように浮いていたウィル子が、手を差し伸のべるが……しかしそのとき、一いつ瞬しゆん早くヒデオを庇かばおうとする影かげがあった。

「ダーリン！」

「……アカ」

「危険ですお嬢様っ!!」

　アッシュがアカネの身体からだをかっさらい。

（……。）

　ヒデオは虚こ空くうと握あく手しゆしながら、引力に導かれるまま落下していった。

[image: ]




　　　　◆




　幸い、作業していた場所がクレーターの縁ふち近くだったので生き埋うめになるようなことはなく、ヒデオは砂すな風ぶ呂ろ半身浴くらいで済んだ。

「やっぱりヒデオくんの勝負には何か起きるんだよねー。地味な穴掘りが、ここまで派手な勝負になっちゃうんだもの」

「まぁーすたー！」

「大丈夫ですか、ヒデオさん！」

「ははっ、これはもうさすがに勝負あったな」

　みんなが助けに来てくれた一方。

「お嬢じよう様さま、ご無事で……!?」

　身体を支えるアッシュを、アカネが呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「ブランケン……あなた……？」

「何か……？　はっ!?」

　崩ほう落らくのうやむやで外れてしまったのだろう。彼はあるべき兜かぶとを被かぶっていなかったことに、失態を感じている様子だった。

「こ、これはその……、お嬢様……」

「あなた……人間だったの？　オートマータじゃなかったのね……？」

（つまり）

　彼はこの大会のみその身を偽いつわっただけでなく、護衛すべきアカネにさえ、そうと振ふる舞まっていたのだろう。

「も……申し訳ありません、お嬢様。これには、深い訳が……」

「ふふっ、どうせお父様でしょう？　ブランケンがオートマータだと言って私に預けたのは、お父様だったんですもの」

「はい……その若さで冒ぼう険けんに出ると言って聞かないお嬢様を、心配されてのことだったのです。花はな婿むこ探しの旅に、私めのような異性がお側そばにあったのでは、都合が悪いだろうと……」

「いいえ、いいのよそんなこと。それより私、やっと探し求めていた人に会えたんですもの……！」

　けっ、とか。ちっ、とか派手な舌打ちが背後から聞こえてきたが、どれが誰だれのものかはヒデオは詮せん索さくしないことにした。

　そしていよいよ、腕うでの中にある少女は、己おのれを守りきった騎き士しに告げる。

「私と、結けつ婚こんしてください！」

「いえ……私は国に、将来を誓ちかい合ったフィアンセが……」

　爆ばく沈ちん!!

「いやあっはっはっは。まあまあアカネちゃん、次があるよ次が！　ね!?　うんうん！」

「そうですそうです！　今はつらいかも知れませんが、いつかきっと青春時代のいい思い出になりますよ！」

　ニコニコ頷うなずきながら、急にお姉さんぶるレナと美奈子。一見元気づける風だが、なんかうさんくさい気がするのは気のせいだろうか。

「そ、そうよね！　私負けない！　だって私にはまだ、私に勝っちゃうほど強いダーリンがっ!!」

　ヒデオにダイブしようとしたところを、

「「いい加減にしろこのガキ!!」」

「なによー！　若い二人の恋こい路じをじゃましないでよーっ!!」

　ぎゃーすぎゃーす。




　　　　◆




　その後ヒデオとウィル子は、労働者たちと一いつ緒しよになって日にち没ぼつまで。砕くだけた壁かべをさらに砕いたり、のけたり、運んだりして働いた。

　当然のことながら、勝負はヒデオとウィル子の勝ちである。アカネはまだヒデオを諦あきらめた様子がなかったが、とりあえず敗退者手続きのために先に街へと下りていった。

　そして日暮れ、夜間照明の下もとでその日の業務全すべてが終しゆう了りようする。

「まっ、あーんなお子様、ボクは最初っから相手にしていなかったけどねー」

「本官だって、ヒデオさんにその気がないことくらいとっくにお見通しでしたから」

　したり顔のお姉さん二人。しかしそうして健けん闘とうを讃たたえ合うような裏で、バチバチと青い火花が飛んでいるように見えるのは。

（……気のせい。いい加減。気のせいに、しておこう……）

「っつーわけで」

　エリーゼが『日当』と書かれた封ふう筒とうをヒラヒラ。後、ぴっとヒデオとウィル子へ差し出した。

「お疲つかれ様。実際よくやったわあんたたち」

　周囲の社員たちからも、やあこれで作業がはかどるだの、ようやく社長の機き嫌げんが直っただの、ねぎらいの声と共に温かい拍はく手しゆが送られる。

「エリーゼ、社長」

「ありがとうなのですよー」

　二人で受け取り、ウィル子が中身を取り出す。真新しい赤い紙し幣へい、一万チケットが二枚。一人一枚、二万チケット。

　ヒデオは素す直なおに嬉うれしかった。魔まつ殺さつ商会で勤務したことはあったが、こうして給料をもらうのはその実、生まれて初めてのことだったから。ウィル子にもまた、魔殺商会にいた頃ころのごうつくさはなく、今はこのたった二枚の紙幣に笑えみを浮うかべている。

　翔希と美奈子がそれぞれに苦く笑しよう。

「おいエリーゼ、ほんとに日当分だけなのか？　もうちょっとくれてやってもバチは当たらないんじゃないのか？」

「ですよねー。本官、早めに見切りを付けて良かったと思います。結局は楽しいどころか、いわゆるただのガテン系だったわけですし……この都市での生活も楽じゃありません」

「まったくだ、これじゃワリに合わないよなぁ……」

　そんな二人に、エリーゼが目付きを鋭するどくした。

「何馬ば鹿かなこと言ってるの？　楽に稼かせげる仕事なんてこの世には存在しないし、あったとしても何の価値もないわ。あんたたちも、お金を稼ぎたいなら命いのち懸がけで稼ぎなさい。お金ってもんはね、日ひ雇やといのアルバイトでも、ギャンブルでも、それがたとえ犯罪でも。命懸けで稼ぐから価値があるの」

　そしてエリーゼは懐ふところから出した札束を空へ向け、高々と放ほうり投げた。

「どう。このお金、あげると言ったらあなたたちは嬉しい？」

　美奈子と翔希は、ただ啞あ然ぜん。高額紙幣の雪が舞い降る中、エリーゼはさらに言う。

「……金が命より重いとは言わないけどね、そうして命を削けずって作った金には、命と同じだけの価値はあるのよ。だってそうでしょう？　そう長くない人生の中の、貴重な時間を割さいて働くんだから」

　見なさい、とエリーゼはヒデオたちを示す。

「今日この二人は、今日の一日という短い命を、この二枚の紙幣に換かえたわ。命という漠ばく然ぜんとしたものを、目に見える形で手にしたの。だからお金ってものは溜たまって嬉しいし、使って楽しいのよ。だから一い生つ分しのよ命うをけ懸んけめてい働けって言うの。いい歳とししてそんなことも理解しないあんたたちに、この二人を笑う資格はないわ」

　それは未いまだかつてまともに働いたことのないヒデオにとって、この上なく強きよう烈れつな言葉であった。

（そう……、か）

　それが働くということ。

　生きるために働くという考え方もあるだろう。だが、確かに……生きているからこそ働き、費ついやした命をお金として蓄たくわえることもできるのだ。自分が生きてきた証あかしとして。それはとても素敵な考え方ではないだろうか。

「……すみません、本官が間ま違ちがっていました」

「だからエリーゼの会社は、社員さんたちにもわざわざ現金で給料を支給してるんだな……よし、俺も明日からは心を入れ替か」

「何が明日よクズの常じよう套とう句く。あんたうざいからもうクビでいいわ。貴たか瀬せのとこにでも行ったら？」

「なんでだよっ!?　ちょっと待てよそれだけは勘かん弁べんしてくれよ、なあっ!?」

　慌あわてふためく翔希を、大勢の部下たちと一いつ緒しよにケタケタ笑うエリーゼ。それから気勢を上げる。

「さあみんな、エリーゼ興業第四鉱区始動を祝して飲みに行くわよっ！　ぜぇ～んぶわたしがおごってあげるから、今ばらまいた金かき集めなさい野や郎ろうどもっ!!」

「「「おお～～～っ!!」」」

　一いつ気き呵か成せいにヘルメットや帽ぼう子しを投げ上げる労働者たち。なるほど、これが真のエリーゼ・ミスリライト。魔殺商会と都市を二分する、その一いつ端たん。もう一いつ片ぺんの険もない表情で、エリーゼが振ふり返る。

「さ、ヒデオ、ウィル子。あんたたちも一緒に来るのよ」

「い……いいのですかっ!?」

「何言ってんの、あんたたちが今日の主役でしょうが？」

「では。お言葉に、甘えて」

「ええ、どーんと甘えなさい！　ほらいつまでいじけてんのよ翔希、あんたは酌しやくをする係！　美奈子もレナも、ついでに爆ばく弾だん娘むすめたちも呼んできなさい！　なんたってこっちはこれからオリハルコンを採り放題、これから魔殺商会の直営店に乗り込んで、貴瀬のツラぁ札束でバシバシにはったおしてやるんだからね──っ!!」

　ウィル子は精せい霊れいとしてのあり方を。そしてまたヒデオは、人としての生き方を。それぞれの胸に刻み、また一つ、聖魔杯の夜は更ふけていく。
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　ヒデオとウィル子の暮らすアパートの一室。朝食の時間。

「ヒデオさん、今日は肉じゃがにしてみました」

　いつもの制服の上からエプロン姿の美み奈な子こが、テーブルにてきぱきと料理を並べていく。

「いつも、どうも」

「いえいえ、気にしないでください。聖せい魔まグランプリでお世話になった、ほんのお礼のつもりですので」

　とか言いながら、もう何度目だろうか。悪いのでと断っても、こういうのは花はな嫁よめ修しゆ業ぎようみたいなものだから、とか何とか。よくわからないが、好きでやっているのなら、自分はそのおこぼれを与あずかるのにデメリットなどあるはずもなく。

　家庭料理なんて実家を出て以来。白米に梅干しのみ、ノリタマのみ、よりは味わい豊かで、人並みな感じがする。

「ウィル子は大盛りで頼たのむのですよー」

「はいはい、わかってますって」

　やんちゃな妹を見るように破顔する美奈子。警察対電子世界の極ごく悪あく犯罪者の構図も今や昔。当初こそ美奈子の心変わりに胡う乱ろんげだったウィル子も、今やその料理の腕うで前まえを認め、すっかり気に入っている。

〝やはり食しよく卓たくは、大勢で囲むのが一番でござるな〟

　ほがらかな声でいいことを言っているのに、十じつ手てゆえに食べられない岡おか丸まるが少し悲しい。

　とりあえずみんなで「いただきます」。

「寮りようでも本官の肉じゃが、同どう僚りように評判でしたから」

「ふぅーん。まー女の子ならこれくらいはできて当然だよねー」

　したり顔でヒデオの肉じゃがをつついたのが、タイミングが良いのか悪いのか、今さっきやってきたばかりのレナだった。

「で……ですよねぇ？」

　笑え顔がおながら、やたら迫はく力りよくのあるマークをこめかみに浮うかべている美奈子。岡丸のほがらかな努力も、その一いつ瞬しゆんで台無しになる。

「そういうレナさんは、どんな肉じゃがを作るんでしょうか？」

「え？　ああ、ボクはこういう庶しよ民みん的なものよりは、パスタなんかが得意かなー。今度ボクも、ヒデオくんに本場のペペロンチーノ作ってあげるよ」

「ああ～、茹ゆでてあえるしかできないってことですかぁ」

　びき。と、美奈子と入れ替かわり、レナのこめかみに同じようなマークが浮かんだ。

「知ってますぅ、レナさぁん？　ペペロンチーノってぇ、本場イタリアでは日本でいうタマゴかけご飯くらい簡単で庶民的なお料理だそうですよぉ～？」

　にやにやにやにや。

〝美奈子殿どの……拙せつ者しやそんな意地悪な笑顔、初めて見たでござるよ……〟

「し、し、知ってるけどさっ!?　まあヒデオくんはこんな肉じゃがでも喜んで食べてくれるくらいだし、それくらい家庭的な方が喜んでくれるかな、ってね!!」

「ですよねぇ？　ヒデオさんって思し慮りよ深いですから、その程度のものでも気を遣つかって食べてくれそうですよねぇ？」

（……）

　家庭料理は家庭料理でも、夫ふう婦ふゲンカの絶えないご家庭みたく、なんとも素っ気ない味わいに感じられるのだった。




　　　　◆




　女二人には帰る気配がなく、となるとまさか日々のようにゲームなどできようはずもなく、とりあえず買い物に行くという名目で表に出た。レナが休日なのでついてくると言いだし、美奈子が不純異性交遊の嫌けん疑ぎで監かん視しするとか何とか。歩いて商業区へ向かう。

「それではスーパーに行きましょう、ヒデオさん！　夕飯は、本官がヒデオさんの好きなものを作ってあげます！」

　と美奈子が自信満々に胸を叩たたけば。

「それより、またボクと食べに行こうよ！　イタリアンの美お味いしいお店見付けたからさ！」

　とレナが腕に抱だき付いてくる。

　いや、だから抱き付くとかは困る。免めん疫えきがないのです。ワクチンをください。

「生あい憎にくウィル子はウイルスなので。代わりと言っては何ですが、エ○ゲでもやりますか？」

「「ええっ!?」」

　と、女二人が勢いよく飛び退のいた。あれだけ喧けん々けん囂ごう々ごうだったにもかかわらず、ひそひそ。

　ちょっとちょっと、聞きました奥さん？　お隣となりのヒデオさん、なんとかっていういかがわしいゲームやってるんですって。まぁこわい、すごいらしいのよ最近のやらしいゲームって。マルキ・ド・サド侯こう爵しやくの影えい響きようが多大なのよ。あら奥さんご存じないの、最近はレオポルト・フォン・ザッハ＝マゾッホ男爵の世界観で男の子のいじめられるシチュエーションの方がトレンドなのよ……云うん々ぬん。

「ヒデオくんがいじめて君だったなんて……」

「取調室で本官に拷ごう問もんされたいと願ってたなんて……」

　……。

　前も思ったが取り調べるから取調室なのではなかろうかと。

「いえいえますたー、そうではなく。ここは怒おこってもいいところかと」

　いきなり○ロゲとか言い出すウィル子も悪い。ヒデオは二人を無視するように、てくてく歩みを進める。

「じょ、冗じよう談だんだよ冗談！　ね、美奈子さん！」

「ええ、そうですヒデオさん！　本官たちはヒデオさんのことを信じていますから！」

　とか言いながら、未いまだ警けい戒かい心しんを解かぬように三歩後ろを歩く美奈子とレナ。そうこうするうち、商業区の大通りまでやってきた。ヒデオは誰だれに相談するわけでもなく、行きつけのデパートに足を向ける。

「あれっ？　ここ、って……」

　ビルを見上げたレナが、戸と惑まどうような声を上げた。『物ぶつ産さん店てんマルホランド』。物産店とあるが、要はどこの駅前にでもあるような、四階建てほどの百貨店である。

「どうかしましたか、レナさん？　ここなら本官もよく来てますけど」

「え？　ああ、そうなんだ。うん、実はボクもよく買い物に来てるから……ヒデオくんも常連だったなんてね。てっきり、いつも魔まつ殺さつ商会系のお店に行ってると思ってさ」

　商業区は大半が魔殺商会グループ傘さん下か……しかし引っ込み思じ案あんなヒデオはたかが一週間ばかりでそこを退職した手前、どうもそれらの店てん舗ぽに入りづらい。

「周りはそんなこと気にしていないのですが……」

　ウィル子が困ったようにぽつりと言う。

　確かにグレイとすもーくのときのレンタルビデオ屋しかり。全身タイツもメイドたちも気さくな人たちばかりなので、行けば行ったでよくしてくれる。ただ、それで値引きされたり、オマケされたりというのもまた心苦しい話に思えるのだ。ヒキコモリのちっぽけなハートには。

　だから最近は魔殺商会の息がかかってない中で、唯ゆい一いつ値段が手て頃ごろ、かつ一通りのものが手に入るこのデパートに足を運んでいた。

「マスターは堅かたすぎます。自分で図ずう々ずうしいと思うくらいで、丁度いいと思うのですよー」

　呆あきれ気味に嘆たん息そくするウィル子。

　そうしてガラス張りの入り口の前まで行くと。

「お……おおっ!?　これはこれはヒデオ君じゃないですか！　ウィル子さんにレナさんまで！」

　一応の顔見知り、そのデパートの社長だった。金の長ちよう髪はつ、理知的な眼鏡めがね、仕立てのよいスーツ姿……が、今日はその上からハッピを着て、プラカード片手にハチマキ締しめて、パチンコ屋の呼び込みよろしくの風ふ情ぜい。

「なっ……何をしているのですか、社長自ら……」

「それが聞いてくださいよウィル子さん！」

　彼の名前はバーチェス・マルホランド。魔殺商会牛ぎゆう耳じるこの商業区において、その圧あつ倒とう的支配力に対し真の安心、安全、非暴力をモットーに抵てい抗こうし続ける、聖せい魔ま杯はい参加者の一人だった。

　だが聞けば先日、とうとう向こうの会社とトップ会談、命と引き替かえに場所代と慰い謝しや料りようをせびられ、火の車も燃える間もなく消し炭寸前。アルバイトを雇やとう余よ裕ゆうもないので、寸すん暇かを縫ぬって社長自らの呼び込みだという。

「……それは、ひどい」

「しかしマスター、弱肉強食は自由経済の原則ですよ？」

　ここで美奈子がウィル子へ憤ふん慨がい。

「それはそうかも知れませんが、命を脅おびやかすような真ま似ねをしたのであれば、ただの脅きよう迫はくです！」

〝左様。俠きよう気きを忘れたやくざ者は、ただの外げ道どうでござる〟

　ただヒデオとしては、以前にその片棒を担かついでいたこともあり、多くは言えない。

「そんなわけですから、是ぜ非ひ今後ともごひいきにお願いします！　ここでヒデオ君たちにまで敬遠されたら、私はコレもんのコレもんで！　あなた私に首吊つれと言いますか!?　言いませんよね!?」

　それは、人の首のことまではどうこう言わないけれど。元よりの行きつけでもあるし、何も問題はないわけで。
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「それじゃあ、今日はみんなでここでお買い物しようよ！」

　レナが持ち前の明るさでウインクした。

「見たかった映画もあるし、確かここ、美お味いしいカレー屋さんもあったからお昼はそこで。

　それからブティック回って、ボクがヒデオ君にピッタリのかっこいい服選んであげるからね！　そのあとはぁ～、ヒデオ君にボクにピッタリの下着とか選んでもらおうかなぁ～……？」

「なっ!?　ななななに馬ば鹿かなこと言ってるんですか本官は許しませんよっ!?　レナさんは動機が不純です！　ワイセツです!!」

（……。）

　まあ、女の子同士のジャレ合いだ。女とはそうやって純情な漢おとこ心ごころを弄もてあそび、からかってはその反応を見てほくそ笑えむことを生き甲が斐いとする小悪魔なのだ。

「マスターは無表情なのでそれはないと思いますが……過去に何か嫌いやなことでもありましたか？」

「いえ。別に」

　まあ自分は自分で、カップ麵めんの在庫を切らしていた。幾いくつか買って帰ろう。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　どうぞごゆっくりお買い物をお楽しみください！　四名様ごあんな～い!!」

「どこのポン引きですか、社長……」

　威い勢せいのいい彼の声に、ウィル子がげんなり。しかも案の定、数に数えられなかった岡丸氏が寂さびしそうだったり。

「いやぁ、しかしさすがヒデオ君はモテモテですねぇ。羨うらやましい限りですよ。憎にくいなぁもう」

　肘ひじでつつかれる。つつきながらも本当に繁はん華か街がいの呼び込みみたく、憎めない声でヒソヒソと耳打ちしてくる。

「当店は紳しん士し服婦人服売り場ともに充じゆう実じつしていますからねぇ。どうです、下着とはいかないまでも、ワイシャツなどプレゼントされてみては」

（なるほど）

　確かにそれならプレゼントとして手頃、相手にも気を遣つかわせない値段だろうし、警官に大会役員と、制服でいることが多い二人にはぴったりの贈おくり物かも知れない。

「……さすが、社長」

　客のニーズに応こたえるだけでなく、それを提案していくこともサービス業の大事な要素なのだ。

「でしょ？　でしょう？　ワイシャツを、素す肌はだの上から纏まとってもらって……これがほんとの漢のロマン、ワイセシヤツ行こう為い!!　なんちゃって♪」

　ドス、と誰だれやらが痛つう烈れつな肘ひじ鉄てつを喰くらわせた。

「……オヤジ。あんたそんなだから客に逃にげられるんだろ……」

「やぁ、またお二人かい。優勝候補」

　言ったのはその社長といつも一いつ緒しよにいるパートナー。デニムの黒い上下、胸と腰に四丁もの拳銃をぶら下げた少年だった。そのどこか無気力な瞳、覇気のない声がヒデオに向く。

「それとも今日は、魔殺商会の奴やつらに取り立ての依い頼らいでもされたのかい」

「ちょっ、ザジ君！　お客さま！　お客さまですからね!?　言こと葉ば遣づかいに気を付けてくださいよ！」

　脇わき腹ばら押さえてひいはぁ喘あえぐ社長が、ぐいぐいとザジの頭を押さえ付ける。

「いやあ、すみません、すみませんね、言葉遣いに関してはいつも言ってるんですけどね、ええ。ご気分を害されてませんよね？　お願いですからここまで来て帰るなんてこと……」

「おいおい、また泣き落としかよ。他ほかに能はねえのかてめえらは」

　その物言いはあまりに不ふ遜そんで、声だけでは誰かわからなかった。振ふり返ればそこに、リュータ・サリンジャーが立っていた。

　蔑さげすむような口調、表情とは裏腹に……その目が、凄すさまじい怒ど気きを含ふくんでいる。

「あ、これはリュータ君……ひょっとして、君もお買い物してくれるんですか!?　いやぁ、助かりま」

　だが握あく手しゆを求めようとした彼の手は、音がするほど勢いよく撥はね退のけられた。

「俺のファミリーを殺した手で、触さわるんじゃねえ」

「っ……、リュータ君……」

　悄しよう然ぜんと呟つぶやくバーチェス。そうして明らかな敵意を向け合う、リュータとザジ。お互たがい、いましもホルスターの得物を抜ぬき放ちそうな気配があった。

（……家フア族ミリー、を）

「ああ、悪いなヒデオ。驚おどろかせちまったか？　いつだったかお前に聞いただろ、アルハザンてのを知ってるかって」

　首しゆ肯こうする。

　あれは大会二日目だったか。センタービルの一階ロビーで。その後、聖魔グランプリにおいてはエリーゼの口から。勝利後はドクターの病院でリリーの口から。そして最後にあの酒場では、ラティから……はっきり、「気を付けろ」と。

　リュータが親指で彼を示す。

「コレがそのアルハザンの頭目、アーチェスだ。俺が育った国の内戦で、五千からの兵隊をたった二十人で虐ぎやく殺さつしてのけた。俺のファミリーもそのときにな。それが今さら善人面づらして、バーチェスなんてふざけた偽ぎ名めいまで使って、被ひ害がい者しや気取りの泣き落としだ」

　ヒデオは彼の双そう眸ぼうに宿る煉れん獄ごくのような炎ほのおに気け圧おされるまま。突とつ然ぜん告げられた悲ひ愴そうな話に、言葉を返すことさえ忘れてしまう。断じて噓うそや冗じよう談だんで言っている雰ふん囲い気きではない。いや、そんなもので言える話でもなかった。それを言われた彼……アーチェスは寂さみしげに、半ばの諦てい観かんを声に乗せる。

「……やはり、あの席の話ではわかってもらえませんでしたか」

「届かねえよ。加害者の言葉なんてものは。被害者には、永遠に」

　それが家族を殺された憎しみというものなのか。リュータは恐おそろしい形相で吐はき捨てた。

「言っとくが……そいつらとは関かかわらねえ方が身のためだぜ、ヒデオ。まあお前たちだってコイツにたぶらかされてたエリーゼに、あれだけの目に遭あわされたんだ。わかっているとは思うが、見かけたんで念のためにな。邪じや魔まして悪かったな」

　ぽんとヒデオの肩を叩たたくと、リュータは傲ごう然ぜんとその場を立ち去った。道を空けたレナが息を吞のむように、その後ろ姿を振り返り。

「あの……社長さん。今のお話……」

　おずおずと切り出した美奈子の問いに、アーチェスは弱々しく笑い、頭を搔かく。

「ええ。気にしないでください……って言っても、無理な話ですかね。リュータ君の言う通りです。私はかつて、たくさんの人たちをこの手にかけてきました」

　ヒデオには、この気弱そうな、でも誠実な物もの腰ごしからは、とてもそんな恐ろしい彼を想像できなかった。

　一人冷静を保ったままのウィル子が言った。

「でも……何か訳ありだった様子でしたが？」

「面おも白しろい話ではありませんけどね……もしよろしければ、お聞かせしましょうか？」




　　　　②




　そうしてヒデオたちは飲食店街の一角にある、喫きつ茶さ店てんへと案内されていた。

　そこでアーチェスとザジから聞かされたのは、日本に普ふ段だん暮らしていたのでは聞き馴な染じみもない、カムダニアという小さな王国の物語。武力による政権転てん覆ぷく、それを認めない王権派と軍事政権の対立。

　リュータの育ての親だという海かい賊ぞくたちは、義勇民兵団として王権派に。アーチェス率いるアルハザン一党は、新政権側の傭よう兵へい部隊として。民主化という時代の波に吞み込まれるように、互いはぶつかり合い……結果は、リュータの言葉通り。魔人を二十人から擁ようしたアルハザンの、ワンサイドゲームとも呼ぶべき圧勝だった。

「さっき言ったのはそういうことなんです。我々、魔人であるアルハザンが軍事政権側に荷か担たんしたことが、最善の方法で……最良の結果をもたらした。私はそう信じていると」

　彼は言う。人間ではない自分たちが、王権派の軍事拠きよ点てんと、それが擁する五千人の兵士を叩き伏ふせていなければ。人間同士が、老ろう若にやく男なん女によ全すべてを巻き込み何年にも亘わたって殺し合うことになっていただろうと。

〝仮にそうであったとすれば……まるで戊ぼ辰しん戦争の如ごとくでござろうな。二に本ほん松まつ少年隊、白びやつ虎こ隊は悲劇でござった〟

　岡丸が遠い日々を思い返すように、痛ましげな声を出す。そこにはきっと、良いいも悪いもないからだ。恨うらむべき相手がいないからこその悲痛。それを怒いかりに変えるやり場もなく、ただ悼いたみ、悲しむしかない。

　片や来きたる新時代を夢見て、尊そん皇のう攘じよう夷いを掲かかげた者たち。片や己おのが主君への忠義、二百数十年に及およぶ太平をもたらした、徳とく川がわ幕府を支えんがため。各おの々おのが各々の正義と信じるもののために戦い、そして散っていった。

　カムダニアでも、同じことが起ころうとした。だが魔人の存在と、彼らが行ったワンサイドゲームがそれをさせなかった。

　だが彼らアルハザンもまた米国特秘対魔部隊、エンジェルセイバーの急きゆう襲しゆうによって壊かい滅めつ的打だ撃げきを受ける。かくしてリュータは当時のエンジェルセイバー長官、レッドフィールド大たい佐さの下もとへ。アーチェスたちは新政権側からの報ほう酬しゆうを受ける間もなく、追われる身へ。

「……と、これが私とリュータ君との経けい緯いです。ヤマなしオチなしの、湿しめっぽい話で申し訳ありませんが……」

　遠い国で起きた話、ということもある。ヒデオはそれについて意見を述べることなどできなかった。ウィル子を見ると、

「ええと、表向きにはアムザ将軍の軍事的手しゆ腕わんによるもの、となっていますが……確かにアングラな場所だと、謎なぞの傭兵部隊の活かつ躍やくと、米軍の介かい入にゆうが噂うわさされていますね」

　最近は何のアクションもなく情報を引っ張ってくるウィル子。人間が脳内から記き憶おくを取り出すのと同様、遍あまねく電子の海がそれの如く。

　俯うつむきがちに沈ちん黙もくを守る美奈子やレナに気付き、アーチェスが懸けん命めいに盛り上げようとする。

「で、でもまあ皆みなさんには関係のないことですから！　気を取り直して、楽しくお買い物していってくださいよ！　ね!?　ね!?　いや、気が滅め入いったから帰るなんて言われた日には私、今日の収支計算した後に首を……！」

　すごい人だ、とヒデオは思った。その行いは正しかったのだと彼は言う。

（だが……）

　噓うそだろうな、ともヒデオは思っていた。

　時代の流れだから仕方ないという。だがこれっぽっちも、そんな諦あきらめた風ではなかったのだ。今の話の中、誰だれよりも悲ひ壮そう感を漂ただよわせ、悔くいて悔いて悔いて、ともすればもっと別な方法があったんじゃないかと……今でも模も索さくし続けているかのよう。逆に言えば、だからこそ、自分の行いが唯ゆい一いつ正しかったと信じざるを得ないのではないか。罪だと認めているからこそ、そう言い聞かせなければ、その罪の重さに、押し潰つぶされてしまうのではないか。

　そんな悲ひ哀あいを負ってなお、こんなに前向きに、明るく生きている。ちょっと嫌いやなことがあっただけでいじけてしまうヒデオは、そこが素す直なおにすごいと思えた。憧あこがれとも呼ぶべき心の強さをそこに見る。

「……結局やつは、その過去を引きずったまま大人になれんだけのガキなのだ」

　現れたのは、黒いパイレーツキャップに二の腕うでまで見せる黒い衣い装しようを身に着け、エプロンを纏まとった男。このカレー喫きつ茶さ、『Ｔｈｅ・ナイル』の主人だった。浅黒い肌はだと鋭するどい目付きが、エキゾチックで男前。

「やめなさいガーベス君。すぐ人を卑ひ下げするように言うのは、君の悪い癖くせです」

「しかし……アーチェス様」

　ガーベスと呼ばれた主人の体付き、並ではなかった。察するに彼もまた、アルハザンの一員で……即すなわち、アーチェスと生死を共にした一人なのだろう。

「それよりカレー、早くお持ちして！　ちょっと遅おそいんじゃないですか、君の配はい膳ぜん！」

「……お言葉ですが、カレーはとっくにできていましたよ。アーチェス様が冗じよう長ちようすぎて、出すタイミングがなかっただけで……」

「え……えっ？　そ、そうだったの!?　いえね、中々できてこないから私、なんとかお客さまを退たい屈くつさせないためにって……」

　ガーベスが溜ため息いき一つ。手にしたトレイから、カレーとナンを次々置いていく。気が付けばもうお昼。口にするまでもなくスパイスが香かおり高く、焦こげ目のほどよいナンの香こうばしさも相まって、途と端たんにお腹なかが空いてくる。

　それまで補助席でぼけっとしていたザジが、厨ちゆう房ぼうへ帰ろうとするガーベスへ一言。

「……なあ、おい。オレの分はさ？」

「なんだと？　お前も客だったのか」

「この状じよう況きようでオレだけ指咥くわえて見てるのかよ。空気読めってば」

「あーもうだから君たち、お客さまの前でそういうみっともないことを……ガーベス君、ザジ君の分もお願いします……」

　頭を抱かかえるアーチェス。一方、褐かつ色しよくの肩かたをすくめて厨房へと戻もどっていくガーベス。

「うぅ……なんかインドというより、アサシンを連想してしまうのですが……」

「そりゃそうだ。あいつ元々はそういう生まれらしいもの」

　ウィル子の言葉に、ザジも肩をすくめる。どう見てもガンマンな装備のザジに、暗殺者っぽいガーベス。なるほど、一いつ騎き当とう千せんの傭よう兵へいと思えなくもないのだが……。

「さ、さ、みなさん冷めないうちに食べちゃってくださいよ！　経営者の私が言うのもナンなんですが、このナンなんて中々のものナンですよ！　ナンちゃって♪」

　と、雑ぞう巾きんほどの大きさの本格的なナンを手に、呆あきれ顔のザジに肘ひじ鉄てつを食くらうアーチェス。美奈子とレナは半笑いと苦笑い。やはり彼だけはどうしても、そんな悲劇の傭兵稼か業ぎようをしていたようには見えないのだった。




　　　　③




　そうしてゴチャゴチャと余計な野菜のない、鶏とり肉にくだけの本格派カレーを食べ終える頃ころ……。

「あ～、いたいた。アーチェスさん」

　気さくに店に入ってきたのは、魔殺商会側のドン、リリーだった。

「あれ、ヒデオ君とウィル子ちゃん？」

　笑え顔がおいっぱい、一同のいるボックス席までやってくる。

「こ……これは鈴すず蘭らん様……。あ、あれ、支しは払らい期日って今日でしたっけ!?　違ちがいますよね!?　違いますよね!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、安心して。例のやつ、おおまかなルールを決めたから持ってきてみたの」

　と、リリーがクリアファイルをアーチェスへ。ザジがナンを咥えながら、からかうような視線を向ける。

「……物ぶつ騒そうだな、聖せい魔ま王おうさん。こんなところに、たった一人かい？」

　一転、挑いどむように唇くちびるの端はしを持ち上げたのはリリーの方。

「うん、ここにはね。カッコとクラリカさんは映画館にいるし、みーこさんとリップルラップルは隣となりのお店でご飯食べてるけど……それがどうかした？」

　舌打ち一つ、ザジは横を向く。見れば厨房から覗のぞくガーベスの目も、良いい色をしていない。アーチェスの腰こしは低いが、それを慕したう彼らの態度からは、両組織の対立がまざまざと窺うかがい知れた。

　美奈子が言う。

「せい……まおう？　って、なんですかリリーさん？　鈴蘭が本名なのは、本官も薄うす々うす気付いてましたけど……」

　確かに、とヒデオはウィル子と頷うなずいた。その単語は初耳だったが、ザジが関心もなさそうに説明する。

「簡単な話さ。この人がいま世界を律する権利を持っている聖魔王さん。その後こう継けい者しやを決める大会だから、聖魔杯。要するにこの大会の、主しゆ催さい者しやってことさ」

　ありありと驚おどろきの表情を浮うかべる、美奈子とウィル子。

　もちろんヒデオもウィル子も、それがどれほど大層な身分なのか知らない。そんな肩かた書がきを持つリリーが、実際どれだけ強いのかも知らない。

　ただその片へん鱗りんは見てきている。彼女を主と仰あおぐ魔殺商会。そこに名を連ねる、貴たか瀬せ、みーこ、リップルラップル、ドクター、ヴィゼータ、クラリカ……。一ひと癖くせも二癖もあるような連中ばっかりだが、一ひと筋すじ縄なわでいかない彼ら、彼女らが、リリーの下もとに集まっているという事実。

「めちゃくちゃ怪あやしいメイドとは思っていましたが、そうだったのですかーっ!?」

「しゅ……主催者……って、ひょっとしてレナさんも知ってました!?」

「え？　う、うん……そりゃあね。だってボク、鈴蘭様に言われて大会本部長に選ばれたわけだし」

　なぜかあたふた泡あわを食ったのはリリーの方。

「え、ええ～っ！　なんでばらしちゃうの二人とも！　そういう驚きよう愕がくの真実は、決勝とかでバ～ンって！　ドド～ンって！　なにぃ、そうだったのか、うおおおおお!?　って！　そういう、私のプランは！　今まで正体隠かくし続けてきた私の立場は!!」

　もちろん、一同知ったこっちゃない。ザジが咥くわえたスプーンを上下に。

「……聖魔王さん。あんた、もうちょっと真ま面じ目めにやろうよ。世界がかかった大会なんだしさ？」

「大真面目だってば!?」

　テーブル叩たたいてまで真しん剣けんに言ってしまえるあたりが、その他大勢にとって真面目に見えないのである。

　そこで数枚の紙面をめくっていたアーチェスが顔を上げ、リリーへ告げた。

「……よろしいのではないでしょうか、鈴蘭様。この内容で異存はありません」

「そう、よかった。じゃあこれでセンターに上げてくるからね」

「何のルールなのですかー？　センターということは、やはり勝負の？」

　興きよう味み津しん々しんなウィル子の問いに、ミラーグラスの下には妖あやしい笑い。

「んっふっふ～。気になっちゃった？　そうだよね、気になるよね？　何の話か聞きたいよね!?」

「うぁ……いえ、そう言われると逆に……」

　厄やつ介かいごとに巻き込まれそうな、悪お寒かん。

「実は今度ね、私たちとアーチェスさんたちと、直接対決することにしたんだ。私たちが勝ったら、アーチェスさんの会社は社員丸ごとうちのもの。アーチェスさんが勝ったら、債さい務むの帳消しプラス、グループ傘さん下かの一部企き業ぎようの譲じよう渡と……ってね。これはその小大会のルールなんだ」

　リリーは楽しそうに、それをひらひら。

「はぁ……その一部、というのはどのくらいなのですかー？」

「伊い織おり金融みたいなもともとのグループじゃなくて、この都市で無理矢理買収した企業だから……商業区の五割方、ってところかな？」

　都市でのこれまでの構図が崩くずれ去る規模だ。

「そっ、それはすごいではないですか社長！　立場が魔殺商会に並ぶのですよー!?」

「いやぁ、はっはっは……譲渡なんて言いますが、私にはそこまで大それた商才もありませんし……もし勝てたなら、それらの皆みなさんには自由にしてもらうつもりですよ」

　謙けん虚きよに照れ笑いを浮かべるアーチェス。静かに言ったのはレナだった。

「言わばこれは、魔殺商会からの商業区の解放だよね。ボクの予想なんだけど、きっと、この都市を二分する大きな大会になると思うんだ。鈴蘭様、運営にも草案の報告が来てましたけど、両陣じん営えいとも自由に陣容を整えられるんですよね？」

「うん、もちろん！　きっとその方が大規模になって楽しいからね！」

　そういうこと、とレナが続ける。

「魔殺商会側は、ただでさえお金と力がある。でも参加者の中には……鈴蘭様の前で言うのはなんだけど、その横暴を快く思っていない人たちも多いから」

　そこにアーチェスが立ち上がった。多額の債務を強ごう引いんに負わされたという成り行きはあるが、一つの旗印となった。

（……。なるほど）

　それでわかった。一企業とそんな多くの企業とを天てん秤びんにかけるとは随ずい分ぶんと魔殺商会らしからぬ、割に合わない提案だと思ったが……そうでもない。このアーチェスと物産店マルホランドは、未いまだ魔殺商会に抵てい抗こうする企業らの希望、担かつぐべき御み輿こし。

　だから逆にそのアーチェスさえ軍門に降くだれば、他ほかの企業も抵抗の意志を失う。いよいよ商業区は、魔殺商会グループにより統一されることとなるのだ。

「でもアーチェスさんもやっぱりやり手だね。もう既すでに、こうして優勝候補のヒデオくんたちに声をかけてるんだから」

「え？　いえいえ、とんでもない！　ヒデオ君たちとこうして会食しているのは、ほんの成り行き上のことでして……」

　そう？　と。ミラーグラスの中で、リリーの瞳ひとみがこちらを向く。その気配を感じた瞬しゆん間かん、ヒデオは思考を巡めぐらせていた。

「もちろん、ヒデオ君たちも参加してくれるよね？」

　予測通りのリリーの問い。全すべての視線が、ヒデオへと収しゆう斂れんした。

「……勝負の、方法は」

「サバイバルゲーム！」

　きょとんとしたようなウィル子が、指ゆび鉄でつ砲ぽうを作って聞く。

「サバイバルゲームというと……エアガンやペイントボールを撃うち合う？」

「うん、そう！」

　同時、リリーは手にしたルール表を手て渡わたしてきた。




『サバイバルゲーム　クロスフラッグス』




①ルール概がい要よう

　参加資格・なし。誰だれでも参加可能。

　ただしプレイヤーは魔殺商会チーム、もしくはアルハザンチームのいずれか一方に所属する。プレイヤーは所属チームの陣地を出発し、相手チームの陣地へと辿たどり着いた時点でクリアとなる（ただしクリアしたプレイヤーの、ゲームへの再参加は認めない）。タイムリミットまでに、より多くのプレイヤーを相手陣地へ送り込んだチームの勝利とする。

　ただし、聖せい魔ま杯はい参加者であるプレイヤーが相手陣地に到とう達たつしていなかった場合、そのペアは聖魔杯への参加資格を失うので注意。獲かく得とく勝利ポイントの分配に関しては、各チームで検討のこと。




②装備品

　基本的に問わない。ただし実じつ銃じゆうに関しては、事前に用意されたショック弾だん頭とう付きの弾薬を各自で購こう入にゆうし、装そう塡てんすること。エアーソフトガンに関しては、ショックＢＢ弾が無料で支給される。魔法、それに準ずるアイテム、及および刀とう剣けんや近接格かく闘とうの使用は、対象者を死傷させない範はん囲いで許可される。




③ショック弾頭とショックＢＢ弾

　魔導力を封ふう入にゆうされた非ひ致ち死し性の弾たま。着弾時に炎えん熱ねつ特性のない爆ばく圧あつを発現し、着弾対象に魔導性の衝しよう撃げきを与あたえる。大きさによって威い力りよくが異なるため、６ミリのショックＢＢ弾よりは一いつ般ぱん的な実銃に用いられるショック弾頭の方が、速すみやかに相手を圧あつ倒とうできると思われる……




　実際のサバイバルゲームに、『フラッグアタック』と呼ばれ、広く親しまれているルールがある。相手陣地の旗を取る、もしくはそれを持ち帰る……といったものだが、この小大会の名前は『クロスフラッグス』。即すなわちプレイヤー一人一人が勝利への御旗であり、それをどれだけ多く相手の陣地へ掲かかげられるかが勝敗の条件。なるほど、旗と旗は、フィールド上で交差クロスするのだ。

　その性質上、プレイヤーの身のこなしや射撃の腕うでだけでなく、相当な戦術が求められることは間ま違ちがいなかった。仮に考えなしに全員で突とつ撃げきした場合。空っぽの陣地には、相手方のプレイヤーが雲うん霞かの如ごとくなだれ込むことになる。かといって防ぼう御ぎよばかりでは、肝かん心じんの得点が重ねられない。

　状じよう況きように応じてそのバランスを見み極きわめ、プレイヤーは進まなければならないのだ。何より、そうしてクリアした者が増えるほど戦力が減り、得点を重ねるほどに、フィールド上では劣れつ勢せいになるというゲームバランス。

　ヒデオはリリーに尋たずねた。

「……どのくらい。参加、するのでしょうか」

「うーんと、私たちの方は今のところ四百人くらいかな。アーチェスさんの方は？」

「いやぁ、それがまだまだ、百人にも満たないような有様でして」

「うふふ、いい感じ。四倍の戦力差！　この分ならうちの圧勝だね」

　にぃっ、とリリーが笑えば……。

「さて、それはわかりませんよ鈴蘭様」

　俯うつむき加か減げんに、つい、と眼鏡めがねを押し上げたアーチェス。

「私は過去に、二五〇倍の戦力差をひっくり返したことがあります」

　ヒデオはその影かげに初めて、アーチェスという男の刃やいばを見た。ただしそれはとても静かで、粗そ暴ぼうな抜ぬき身ではなく、あたかも懐ふところ刀がたな。刺さされるその瞬間までは、計りようもない力。しかして冴さえ渡わたる、頭脳という名の白はく刃じん。実績に裏付けられた自負があった。

「どうしますか？　ヒデオ君、ウィル子さん。参加すれば……鈴蘭様じゃありませんけど、楽しいかも知れませんよ？」

「うんうん、プレイヤーはまだまだこれから増えるだろうし。そうなればこんな大規模なサバイバルゲーム、一生にそうはないよ！」

　二人とも、あえて言わない。どちらの陣じん営えいに来いとも。来て欲しいとも。

　ああ、そうか。ならばこれは、既すでにサバイバルゲームを逸いつ脱だつしている。装備や人員に規定はなく、両社を国になぞらえれば、来きたるべき開戦の日に備え、あるだけの軍備を整え、増強しようというまさに戦略の段階。真の意味での戦争ウオーごっこ・ゲーム。
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（だが……、恐おそらく）

　まだルールも固まったばかりの今は同時、そのための外交の段階でもあるのではないか。

「……開かい催さいは。いつ」

「五日後。だから、今すぐ決める必要もないんだけどね」

　言いながら、返答が待ちきれないようなリリーの笑えみ。あっけらかんと正直で、相変わらず憎にくめない人だとヒデオは思った。

「ですけど……まあ、これは考える必要もないのでは？　マスター」

「……ああ」

　この時のヒデオの考え、ウィル子とは齟そ齬ごがあった。考える必要がないのではない。考える時間がない。今は巧こう遅ちより拙せつ速そく。

　そして恐らく……チャンスはこれしかない。

「……社長。アーチェス氏。すみませんが」

「え？　いえいえ、そんな気にしないでください。あなた方がリリーさんたちと仲良しなのは、私もよく知って……」

「僕たちを、社長のチームに加えてください」




　　　　④




　アーチェスだけではない。みんな目を丸め、啞あ然ぜんとなっていた。それは半ば、奇き行こうの如き言葉と聞こえたに違ちがいない。

「……い、いえ……それは……。構いませんけど……。いいんですか、ヒデオ君……？」

　首しゆ肯こう。そうと決まった直後、ヒデオは「急用ができたから」と、チケット紙し幣へいをその場に置き、立ち去ってしまった。ウィル子が慌あわててその後を追って出て行く。

「……おい……本気かよ……」

　呆あつ気けに取られたままのザジが、そうした全員の思いを端たん的てきに代弁した。厨ちゆう房ぼうの奥でも、話を聞いていたガーベスが息を吞のんでいる。

「……では、本官もアーチェスさんの側に付きます」

　美奈子だった。

「私、リリーさん個人とはよいお友達でいたいと思います。でもやはり、魔殺商会の商業区における悪事は行き過ぎていると思います。この小大会は、それを思い知ってもらういい機会だと……ヒデオさんはきっと、そう考えたのではないでしょうか。本官も、それに意を共にします」

「……そう。うん、わかったよ。でも前に約束したよね？　お互たがいに手加減なし！」

「はい、もちろんです！　その約束を果たすときが来ましたね」

　鈴蘭は、自信げな瞳ひとみで笑う美奈子と強く握あく手しゆを交かわす。

「さあ、そうと決まればレナさん！　本官と買い物の続きに戻もどりましょう！」

「……えっ？　な、なんでボクと……？」

「決まってるじゃありませんか。二人でヒデオさんに美お味いしいものを作ってあげて、精を付けてもらうんです！　さあさあ！」

「ああ、美奈子さん待って、ボクまだカレーが……！」

　やる気に満ちた美奈子が、強ごう引いんにレナの腕うでを引いて出て行く。

　そして離り別べつを告げられたリリー……鈴蘭の表情からは余よ裕ゆうが失うせ、代わり冷たい汗あせ。

（負ける……ってこと？　私たちが……）

「……鈴蘭様は、どう思われますか」

　いつの間にか冷静を取り戻したアーチェスの声で、鈴蘭は我に返る。

「私はこの対決、彼は関かかわらないものだと思っていました。ですが……参加すると言います。どう考えても不利な、私たちの陣営に」

「うん……私も驚おどろいたよ。だってあの二人はもう、何もしなくても決勝トーナメントに選ばれるだけのポイントを稼かせいでる。そのときまで、『勝負』なんて危ない橋を渡る必要はないはずなのに」

　決勝トーナメントは残り八組となってから、と運営は発表したが……『勝負はペア同士の合意の上で』という大前提がある。ならばその残り八組になるまで勝負に乗らなければ、あの二人は自然と残るべき存在。彼らを始めとした実力者たちの、最後の戦いを見守るための決勝トーナメントなのだから。それについては誰だれも文句を言いはしまい。

　なのに彼はそんな、戦績九十勝以上という安全圏けんを蹴けってまで勝負に乗ってきた。

「……彼の未来視の魔ま眼がんには、何が映ったのでしょうか。彼の視みる未来は、多くの人たちが変えることのできると信じる運命なのでしょうか。それとも、変わることのない絶対の宿命なのでしょうか」

　それは昨今、参加者たちの間でまことしやかに囁ささやかれている噂うわさであった。

　彼は未来視ゆえに、勝つと見込めた勝負にしか乗らない……あの二人が勝負に乗ったとき。それはすなわち、対戦者の負けるときだと。それは宿命か、運命か。

　だがそんなアーチェスの問いに対し、鈴蘭は……先の懸け念ねんを振ふり返るまでもなく、素す直なおに、小さく微笑ほほえんだ。

「この世に宿命なんてないよ、アーチェスさん。人は誰だって、運命という名前の雪玉を転がしてるだけ。どんどん大きく転がして……その重さに疲つかれたとき。目の前にある坂を、登れないって諦あきらめる時の言い訳が、宿命なんだよ」

　つられるようにアーチェスが、口元をほころばせた。

「……そうですか……さすがですね、鈴蘭様。とてもあなたらしいお言葉だと思います。肝きもに銘めいじますよ。そして、だからこそ私も全力を尽つくします」

「うん」

　そんな二人もまた、笑え顔がおのままで別れる。




　　　　◆




　デパートを出て、脇わき目めも振らず街路を東へ。

「マスター！　ますたぁ～っ!!　ちょっと待つのです！　どう考えてもあの社長の方が不利なのに、なんで……！　それはマスターの性格からして、あの社長が可哀かわい想そうだと思うのは無理もありませんが……！」

　それもある。アーチェスという男が希まれに見る人格者だからこそ、何とかしてやりたいという気持ち。

「ですが人のことより、まず自分たちあっての大会ではないのですかー！　大体ウィル子たちは、両者のいざこざには何の関係もありません！　勝ち星はもう充じゆう分ぶんに稼いであるのです、優勝するだけならいっそ無視したところで何の問題も……！」

「否いな」

　断固としてヒデオは言い切った。ウィル子へ向けられた視線、数あま多た逆境より勝利を見み据すえてきたときのそれ。

「マスター……？」

「だからこそ。優勝を、目指すからこそ」

　あれだけ曲くせ者もの揃ぞろいで大所帯の魔殺商会において、その誰からも全ぜん幅ぷくの信しん頼らいと好意を寄せられるリリー。パートナーは、その誰からも敬意を払はらわれるみーこ。

　優勝を目指すのであれば、あの二人は、いずれぶつからなければいけない相手だと……ヒデオは魔殺商会に身を置く間に、直感していた。そして今日、その直感が確信に変わった。彼女こそ、この大会を主しゆ催さいし、かつ現時点で聖魔王の称しよう号ごうを所有している……言わば、この世界の頂点だという。負けないはずだ。わがままいっぱいなのに、憎にくめないはずだ。ならばそんな相手が、決勝に上がってこないはずがない。彼女に限っては、他ほかの誰かが倒たおしてくれる、なんて甘えた考えが通用するレベルではない。優勝する者こそが倒さなければならぬ相手。

「……優勝、するのは」

「ウィル子たちですっ……！」

　そう。ならば自分たちが打ち倒す。様々な感情があったのは事実だが、論理的に決断に至った理由は一つ。この大会最強、リリーとみーこを討うつ！

「……で、ではマスターは、クロスフラッグスにこそ、その勝機があると……？」

　首しゆ肯こう。

「あのルールは、異例」

　異例なのだ。大勢が参加して、俺が私がと一位を目指して競きそい合う今までの小大会とは違ちがう。異例の団体戦。となれば、参加ペア一組一組の強さは、チームという濃のう度どの中に平均化される。いかな強者が敵にあろうとも、チーム力で上回ることができればいい。魔殺商会という絶大なバックアップを持つリリーに対し、同程度の総合力を整え、挑いどむことができる唯ゆい一いつのチャンスなのだ。

「ですが今の段階では、その肝かん心じんの総合力の点で……！」

「それは。今から、整える」

　否。恐おそらくは。

「勝手に整う」

「は!?」

「それを。より確実なものとするためにも……、この戦争。外交戦略で勝利しておく。そのためにも、急がなくては」

「外交、って……」

　？マークを頭の上いっぱいに浮うかべるウィル子。そうしてヒデオの足の向くまま、行き着いた先には。

「え？　ここって……」

　歩き続けた二人はその目的地……クラリカと共に殴なぐり込みをかけて以来、いま再び、エリーゼ・ミスリライト率いるエリーゼ興業本社の前までやってきていた。

「彼女を」

　否。恐らく、それだけでは足りない。そんな甘い覚かく悟ごでは、聖魔王は倒せない。

「……そう。この工業区全体を、味方につける」




　　　　◆




　魔殺商会グループの総本山。というか屋や敷しきの一室。

「「ヒデオが向こうについただと……!?」」

　鈴蘭から事の経けい緯いを聞いたリュータは、奇くしくも伊織貴瀬と同じ言葉を発していた。無論、リュータは魔殺商会側として参加する者だった。

　対魔組織とはいえ、大たい佐さに叩たたき上げられた元軍人。此この度たびの小大会に際し、銃じゆう器きに関するアドバイザーとしてこの屋敷に招かれていたのである。ついでのエルシアは別室で、みーこと茶飲み話をしているが……。

「あいつ……俺があれだけ言ってやったにもかかわらず……か!?」

　そんな憤いきどおりに対し、鈴蘭は呆あきれ気味に肩かたをすくめるだけ。

「それはあなたとアーチェスさんの話でしょ。ヒデオ君には何の関係もないじゃない」

「そりゃあ……そうだが」

　そのときは、すぐに冷静を取り戻もどしたリュータ。あの場もちょっとヒデオに忠告してやろうと思っただけで……あそこまで言うつもりはなかったのだ。ただ、何かの拍ひよう子しに記き憶おくが蘇よみがえった途と端たん、感情を抑おさえられなくなる。

「それにアーチェスさんにしても、本気でヒデオ君を引き抜ぬこうとしてた様子じゃなかったんだよね。むしろ、私たちの方について当然と思ってたみたいで」

「だが……となればだ、鈴蘭。状じよう況きようは余計によくない」

　顎あご先に手をやった貴瀬が、危機感を募つのらせた声で言った。

「川村ヒデオが自発的に勝負に乗ったということはだ。つまり、向こうにつけば勝てる……という未来が視みえたからではないのか？」

（未来視の魔ま眼がん……か）

　その力を見せつけるような、初戦の快勝。続く初日の三連勝。魔殺商会を介かいしてのエリーゼ興業への殴り込み、聖魔グランプリの優勝……そして、今度はアルハザンだ。ただ強いだけで、ここまで派手に動き回れるものだろうか。あたかも、何者かによって導かれるが如ごとくではないか。

　やはり未来視……もしくはそれに匹ひつ敵てきする何かが、あの男にはあるのだ。

「けど……ま、いいんじゃねえか」

「いいとはなんだ、リュータ・サリンジャー。まるで人ごとではないか。決勝でぶつかるとまで買っている、君の言葉とは思えんが」

「なに、巷ちまたじゃ宿命だ運命だなんて噂うわさがあるが、俺とやり合うときに限っては運命だ」

　リュータは不敵に笑っていた。

「やつがどんな宿命を背負っているかは知らねえが、俺の運命は俺だけのもんだ。誰だれにもどうにもできねえよ。違うか？」

　その言葉に際し、鈴蘭と貴瀬の両者には認めるような気色があった。

「くくく……なるほどな、その通りだ。さすが魔王の娘むすめを、パートナーにしているだけのことはある」

　愉ゆ快かいそうに犬歯を見せ、眼鏡めがねを押し上げる貴瀬。鈴蘭も首肯。

「そうだよね。実は私も、自分の運命を変えることには自信があるんだ」

「だろうな。でなきゃ、聖魔王になんかなれやしねえだろうからな」

　さて、そうと決まれば……貴瀬が言った。

「結局問題は、このクロスフラッグスというゲームでどう勝つかだ。資金と兵員、戦略面では完かん璧ぺきだが、向こうはアーチェスという軍師が指揮官を兼かねている」

「社長の言うとおりだ。いくら戦いくさ慣なれした魔人でも、ただ五千人に突つっ込んでって無傷で勝てるわけがねえ。最低限、その手のゲリラ戦には用心しねえとな」

「でもそんなの、始まってみなくちゃわかんないし。だったら今できること。戦略で、さらに優位に立っておこう」

　ほう、とリュータは貴瀬と一いつ緒しよに鈴蘭を見た。

「なんか、いい策でもあるのか？」

「……うん。少しお金をバラ撒まいてでも、エリーゼちゃんと仲良くしようかなって。エリーゼ興業さえ押さえておけば、戦力で並ばれることは絶対になくなるしね」

　……そういうのは充じゆう分ぶん力ちから尽ずくの類たぐいだと思うが。しかし不愉快そうに貴瀬が鼻を鳴らす。

「ふん。却きやつ下かだ、却下。あんなクソ小生意気な小こ娘むすめに金をくれるくらいなら、ドブ川にでもくれてやった方がマシだ」

「まぁたご主人様ってば意固地になって。別に味方になれってわけじゃなくて、向こうに手を貸さないように……」

「なんだ、そんなことか。簡単じゃねえか」

　リュータが言うと、二人は意外そうな顔をした。

「エリーゼ自身がグランプリの時まで、アルハザンに騙だまされてたんだぜ。聞けば向こうの私兵の隊長クラスも、カムダニアじゃ王権派の傭よう兵へいだったらしいじゃねえか」

　鈴蘭が目を瞬またたかせる。

「えっ？　そうだったの？」

「ああ。つまり、エリーゼがアルハザンに味方する義理はねえ。加えてヒデオたち以上のダントツの勝ち星も持ってるわけだしな、エリーゼと翔しよう希きの二人は。なら参加する意味すらねえだろ？」

「なるほど……そっか。それもそうだね。じゃあ心付け程度に何か送って、ご機き嫌げん伺うかがいだけでもしておけば」

　と、鈴蘭が言いかけた矢先だった。

「たいへんたいへーん！　すっずらーん!!」

　手にしたＦＡＸ用紙をばっさばさ。賑にぎやかに駆かけ込んできたのは、ツインテールにダテ眼鏡した魔人ヴィゼータだった。

「なに。どしたのカッコ、そんなに慌あわてて」

「エリーゼ興業が全社を挙げてアルハザンのことバックアップするって！　わざわざ挑ちよう戦せん状まで送り付けてきたっ!!」

「「「ッ……!?」」」

　三人は一いつ斉せいに総毛立ち、そしてその背筋には冷たい汗あせが流れ落ちる。我に返ったリュータは、急いで鈴蘭に向き直った。

「おい、リリー！　まさか、ヒデオが急いで帰ったってのは……!?」

「あ……。ああっ、そっか……！」

　このため。未いまだどっちつかずなエリーゼ興業がこちらに押さえられる前に、コンタクトするため……！

（だが、どうやってだ……!?）

　それが有り得ないことは、先に自分自身が立証したばかりのはず。そう簡単に翻ひるがえるはずのない条件のはず。なのに、なぜ……!?

　三者顔を見合わせるが、答えなど知りようもない。胸きよう裡りに湧わき上がるのは、未来視という言葉。そんな得体の知れぬ能力への、不気味な不安だけだった。
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　少し時間をさかのぼる。

　エリーゼ興業本社、社長室。デスクの側には主立った重役が、壁かべ際ぎわにはベレー帽ぼう姿の私兵たちが黙だまってヒデオとウィル子の話を聞いていた。そして……魔殺商会とアルハザンの対立を聞き終えたエリーゼは、開口一番。

「ふん、バカじゃないの。有り得ない」

　案の定、冷たかった。ウィル子がこの会社の複合機からプリントアウトしたルール表も、ペラペラと斜ななめ読みに一いち瞥べつしただけ。

「第一に、わたしはアルハザンの連中に騙されて悪あく霊りようになるところだったのよ。第二にここにいるうちの兵隊はね、カムダニアってところでわたしが助けてあげた連中なの。第三に、わたしと翔希はもう決勝まで勝負する気なんてないわけ。おわかり？」

　魔殺商会の借金を肩かた代がわりするという財力勝負で、初戦の一晩で二百勝という有り得ない戦績を残しているエリーゼ・翔希ペア。加えて聖せい魔まグランプリでも上位入賞を果たしている彼女たち。そうして保有する倍以上の勝ち星もまた、『優勝候補』と呼ばれるヒデオたちに対し、『大会最強』と称しようされる一いつ端たんであった。

　だがヒデオは、単刀直入に言う。

「騙されたのは。あなたが悪い」

「う……!?」

　エリーゼが慄おののき、呻うめいた。

「しかも。そんな大切な部下を、殺そうとした相手と……わかっていたのなら。なおさら悪い」

「う……うううっ！　な、何よ！　何よ何よ何よ偉えらそうにっ!!　あんたなんかに何がわかるって言うのよっ!?」

「確かに、わかりませんが。だからこそ。客観的な、事実です」

　ぶんぶん両りよう腕うでを振ふり回し、しかし心ではわかっているのか、一向に声が出てこないエリーゼ。腕組みしながら壁かべにもたれ、話を聞いていた長は谷せ部べ翔希が小さく笑った。

「……そうだな。まあそれについては、俺もヒデオの意見に賛成だ」

「ちょっと翔希、あんたまでっ!!」

「落ち着けよ、エリーゼ。けどヒデオ、それはエリーゼに限った話だろう？　この俺まで含ふくめた場合……聖魔杯はい参加者としては、やっぱりそんな小大会に出る意味がない。今さらそんな団体戦に出たところで、拾える勝ち星も微び々びたるものだろうしな。そして何より」

　翔希の黒い瞳ひとみが、正義への強い意志を見せる。勇者の目が、ヒデオの双そう眼がんを射い抜ぬく。

「実際に仲間を殺されている、この隊長さんたちの気持ちまでは無視できないはずだ。違ちがうか？」

　そればかりはぐうの音も出ない、まさに彼らしい正論だった。

「あの鈴蘭とみーこさんのペアを討うつ絶好の機会だってのはよくわかった。が、それにしたってお前たちの話だ。俺とエリーゼは、真っ向勝負でもあの二人に勝つ自信がある」

　……攻せめる方向を変えてみるか。

「つまり、君は。魔殺商会の、横暴には。目をつむると」

　すると翔希は、苦々しげに首を振った。

「そうは言っていない。それは俺だって、貴瀬たちに苦しめられている人たちを助けたいって気持ちは」

「ない」

　ヒデオは断言する。

「なっ……なんでそんなこと言いきれるんだよ!?」

「大会が始まって、以来。否いな……それ以前から。彼らの暴挙は、勇者だった君にしか。止められなかったはずなのに」

「う……!?」

　エリーゼと同じ呻き方をした。

　やはりそうだ。長谷部翔希の自信の拠より所は、勇者であったということ。それに裏打ちされた、絶対の正義心。だがそのおかげで彼は、常に正しくあらねばならぬ……というプレッシャーにもまた捕とらわれている。

　同じ決勝の舞ぶ台たい、リリーと翔希、どちらが与くみし易やすいかといえば断然この翔希。「悪だから☆」と開き直って何しでかすかわからないリリーよりは、この青年の心の方が全然読みやすい。

　ククッ。ククククククッ……。

「あぁ……ウィル子には見えるのです。ますたーに寄せられる全国一千万ニートからの声、心の叫さけび、即すなわちフォースの暗黒面が……」

　いくらブームだからって、そんなにはいないと思うが。だがヒデオの裡うちに、そうした同どう胞ほうたちの天てん啓けいの如ごとき声が聞こえたのは事実であった。何が勇者かと。強くてハンサムで正義感は強く、さぞや高校時代はモテたことだろう。だからこそ……嗚あ呼あ、声が聞こえる。

　それ、なんてエ○ゲ？

　生きるだけでフラグが立つが如き邪じや悪あくの輩やから。

　我らが聖地、二次元世界を現実世界へ持ち込み、汚けがす不届き者め。

　潰つぶせ。潰すのだ川村ヒデオ。

　……ツブシテシマエ。

「君が、放置した。君さえ、真ま面じ目めに、何とかしようと思っていたならば……悪は。あそこまで、肥大化することはなかった」

「そっ、それは……！」

「言わば……その不徳を。アーチェス氏は、尻しり拭ぬぐいさせられようとしているのに……君は。自分の保身のためだけに、それを助けようともしないという。まるで、高みの見物だ。そのどこに、正義があるのか」

　邪悪の憤ふん怒ぬを宿した目をして、ヒデオは真っ向から翔希に向き合った。

「否。ない。どこにも……、ない」

「けっ、けどな……！　お前に何がわかる!?　俺だって」

「無論。よくわかったとも。僕が馬ば鹿かだったということが」

　そしてヒデオは、諦あきらめるように。すっ、と視線を逸そらした。

「所しよ詮せん、元勇者は、元勇者。今はただ、安あん穏のんと。怠たい惰だをむさぼるだけの。どうしようもない、プー太た郎ろうだということが。元勇者だったという君を信じ、やってきた僕が、馬鹿だった。昔むか馴しな染じみという理由だけでの、悪の組織との、馴れ合い。癒ゆ着ちやく。そして度たび重かさなる談合」

「……。い、いや。ちょ、ちょっと待てよヒデオ、誰も談合なんて……はっ!?」

　と翔希が振ふり返ると。社長室に詰つめている重役たちが、白い目を向けていた。

　ヒデオは勝利を確信すると同時、静かに嘆たん息そくする。

「失望した。口先だけの正義を唱える元勇者に、失望した」

「いや……、ますたー……。そんな、望みを絶たれた教師みたいに言わなくても……」

　エリーゼもまた、いい顔をしてなかった。

「へぇ。なに翔希。癒着って。談合って。連中と妙みように仲良しごっこだと思ったら、あんた随ずい分ぶんお利口なペテン持ってるらしいわね。どれだけ立派か、ちょっと聞かせてもらおうかしら」

「いや、誤解だ！　違う！　信じてくれよ！　本当に誤解なんだって！　俺は一度だってそんなこと……！」

　ぱちん、とエリーゼが指を鳴らすと、哀あわれ元勇者は私兵によって連行されていった。行き先は、ヒデオも知らない。

　ククッ。

　クククククッ……。

　ちょろいもんだ、馬鹿め。正義だなんだと甘いことを言っているから、足をすくわれるのだ。邪じや魔ま者ものはこれで消えた。せいぜい、ひどい目に遭あうがいい。勇者！　勇者めっ！　勇者のクセに生意気だっ！

「あ……あの、ますたー……本当に、彼に何の恨うらみが？」

　さておき。

「ま……アルハザンのことは百歩譲ゆずって、欲に目が眩くらんだわたしが悪かった、ってことにしてあげてもいいわ。あんたたちには、こないだの第四鉱区での借りもあるしね」

　エリーゼがむすっとした顔で言った。

「そういうわけだから、わたし個人としてはもう過ぎたアルハザンのことより、伊織貴瀬をひざまずかせて、靴くつの一つも舐なめさせたいって気持ちもあるわけよ」

「では」

「わたし個人は、って言ったでしょ。あの翔希のバカも言ったけど、うちの兵隊は別なのよ。おわかり？」

　並ぶ兵士たちは姿勢も崩くずさず無言だったが、ヒデオの目には思わぬ障しよう壁へきとして立ちはだかるよう。奇くしくもアーチェスに聞いたカムダニアの話が尾おを引く。リュータはあのとき、加害者の声は被ひ害がい者しやには決して届かないと言ったが……被害者の悲ひ哀あいもまた、その全すべてを汲くみ取ることは他ほかの誰だれにもできはしないのだ。

　ならばこればかりは、ヒデオにも口出しできる問題ではない。

「……今さらですね、社長。我々ならば何の問題もありません」

　当然のように言ったのは、他でもない。私兵の中でも最も貫かん禄ろくと風格を兼かね備えた、四十代半ばの隊長だった。
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「な、何言ってるのよあんたたち……」

「社長がアルハザンと会談したあのとき、我々カムダニアの生き残りの中で、誰か一人でも異を唱えた者はいましたか」

「それは……。いな、かったけど……」

　口ごもるエリーゼに、彼は首しゆ肯こうする。

「言っては何ですが、戦場で仲間が死ぬのはごく当たり前のことです」

　まるで。それがなくして何が戦場なのかと言うが如ごとく。

「そのとき生き残った仲間同士が、次の戦場では敵同士として殺し合うことも。敵だった同士が仲間として戦うことも、何ら珍めずらしいことではありません。そんな中でいちいち怒いかりや憎にくしみにとらわれていたのでは、任務への集中力を切らして死ぬだけですから」

　その彼が、並ぶ兵士たちが、頼たのもしくも笑ってみせる。生きてきた世界が違ちがう。そこで培つちかわれ、あるいは摩ま耗もうした神経からもたらされた精神論は、ヒデオの常識を逸いつ脱だつしていた。

「つまりそうした部分の完全にマヒした異常者が我々……傭よう兵へいというイキモノでしてね。大体がちっぽけな金のために、戦ヒト争ゴロシをしようなんて連中です。それが誰かを殺されたところで相手を恨むのも、おかしな話でしょう」

「あんたたち……」

　そんなエリーゼの表情を見ればわかる。あるいはその背を押すために、大おお袈げ裟さに言ってくれているのかも知れない。だが、まったく噓うそというわけでもないのだろう。きっと彼らが生き延びてきた『戦場』という場所は、それほどまでに異常な世界なのだ。

「我々としてもそこの彼には、我らが女め神がみの正気を取り戻もどしてくれた、という義理がありますので」

　エリーゼはなんだか複雑そうな、むずがゆそうな顔をするばかり。

「まあ、一つだけ欲を言わせてもらえば……ですが」

「……な、なによ……？」

「最近、魔殺商会側の襲しゆう撃げきもなく退たい屈くつしていたところです」

　それを聞いた部下たちが、そうだ、その通りだと一いつ斉せいに笑い出す。

「我々からは以上です。後は社長のご随ずい意いにどうぞ」

　ふぅ、とエリーゼは大袈裟な溜ため息いきをついて。

「はいはい……わかったわよ、もう。そこまで言われちゃ、やらないわけにはいかないでしょ」

「うは～！　やったのですよマスター！」

　やったことと言えば、翔希をいじめて別室送りにしたくらいなのだが。ともあれ、そんな歴戦の傭兵たちの、能力のみならず心までも雇やとえてしまっているあたり。

　何のことはない。グランプリの時のこと、鉱山でのこと、ただヒデオが正しくあろうと前向きに進んだ結果が、ここに結実しただけだったのだが……当の本人だけが、それに気付かず。ただ深々と頭を下げた。

「ありがとう、ございます」

「ふ……、ふん！　ふんだ！　ばーか！　ばーか!!　ばーかっ!!」

　赤い顔でひたすら連呼するエリーゼ。

　どうしたもんだか。

「で、あんたたち！　そこまで言うなら勝算はあるんでしょうね!?」

　ヒデオは首肯。

「魔殺商会の、人たちは。その大半が、スタンドプレイヤーです」

　チーム戦である今回に限り、その濃のう度どは指揮官の能力次し第だいでいくらでも薄うすめさせることができる。そしてエリーゼに味方してもらう最大のメリットこそ、その指揮官の能力を百パーセント発揮するための……指令を忠実に実行し得うる、統とう率そつの取れた部隊の取得。すなわち、彼ら私兵たちに加わってもらうことだったのだから。

「だそうよ。どうなの、ライリー」

　エリーゼがルール表を、先ほどの私兵隊長に手て渡わたす。活字を追う視線の動きは素す速ばやい。二枚目。三枚目……ついでにプリントアウトした、知りうる限りの彼ひ我がの戦力差。

　当たり前の話だが、ヒデオだって実戦経験なんてものはない。士官学校だって出ていない。ただ戦略面でよかれと思い、ここまでやって来たが……戦術面での、現段階でのプロの意見はどうなのか。緊きん張ちようして彼を見守る。

　ライリーは少しして顔を上げた。

「……なるほど、彼が社長を頼たよってきたのがよくわかりました。アルハザン陣じん営えいは、今ようやくまともに戦える位置に立ったに過ぎません。彼が言うスタンドプレイヤー……向こうの幹部クラスが、常じよう軌きを逸いつしています。一人で一個の要よう塞さいとなりうる存在です」

　冷静な判断に、ヒデオは知らず首肯していた。覚かく悟ごはしていたが、やはり厳しいようだ。思い起こせば初めてここへ来たときだって、クラリカによる単たん騎き突とつ入にゆうだったのだから。

「とは言え……あとは社長の意志決定次第でしょう。社を挙げてバックアップしてもらえれば、いくらかの不利は補えるかと」

　そんな腹心の言葉で、エリーゼは大きく息を吸い込んだ。

「わかったわ、やると決めたら中ちゆう途と半はん端ぱはしないんだからねっ！　企き画かく部長！」

「はいっ、社長！」

「このルール表コピーして、これに合う装備を開発しなさい！　設計から増産完かん了りようまで期限は五日!!」

「いっ……!?　たったの五日ですか!?」

「全部のライン好き勝手使わせてあげるからアイデアひねり出せ！　兵隊はアーチェスのとこ行って今日のうちに陣地と防衛拠きよ点てんの場所決め！　土木部門は明日から全鉱区の鉱員を引き上げさせて、塹ざん壕ごうとトーチカの作成に回すわよ！　同じく建築部門は陣地の設計と設営！　レッカー部はどの部門の要よう請せいにも柔じゆう軟なんに応こたえなさい！　はい、質問は!?」

「「「……」」」

「ないなら走れこのクズどもっ!!」

　命じられた全員、転がり出すように駆かけ出していった。入れ替かわり、先ほど翔希を連れて行った私兵の一人が戻ってくる。
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「社長。翔希君がだいぶぐったりしてきました。本当に何も知らないようです」

「どうでもいいわよ。バケツ持たせて廊ろう下かにでも立たせとけ」

　了りよう解かいです、と言ってまた出て行った。

「……と、ともかくマスター！　さすがです！　かなり勝てそうな雰ふん囲い気きになってきたのですよー！」

（……。）

　本当に。労働者のいくらかをプレイヤーとして貸してもらえれば御おんの字、だったのに。ここまでのことになるとは思わなかった。

「あ、そうだわ。ウィル子、あんたもついでに手伝いなさい。精せい霊れいとしての能力を鍛きたえるいい機会よ」

「……は？」
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　二人がエリーゼに連れてこられたのは、本社敷しき地ち内でも最も厳重にセキュリティ管理された、とある倉庫だった。その広大な建屋の中心には、鈍にび色いろに輝かがやくバスタブのようなものがぽつん。周囲の作業台には、それに組み込むらしいパーツが並び、またメカニックのような工員たちが作業している。

「いえいえいえいえ！　エリーゼ、これってひょっとして……！」

「そ。もともとうちの技術モデルとして作ってたんだけど、この際だから実戦投入してみるわ。というわけで川村ヒデオ、ウィル子を借りるわよ」

　……なんとなく、何ができるかの想像も付くので。逆に、そんなもの実用として作ってもいいものか、不安になったり。

「しかし。ウィル子に、何を」

「資料がなくて作れないパーツを、ウィル子の０１能力で作ってもらうワケ」

　当のウィル子は少し不思議そうな顔。

「しかしエリーゼ、前はあれほど反対したのに……」

「だからって何にもしないんじゃ成長しないでしょうが、あんた。要は、この男に負担をかけない範はん囲いなら何やってもいいのよ。というか、それが本来の精霊のあり方なんだしね。あんただって、いつまでもその男の厄やつ介かいになってるわけにいかないでしょ」

　取り憑ついた対象からエネルギーを吸い上げるのではなく、自然と集まってくるエネルギーを使ってのチカラ。その要領を覚えさせようということだ。

「これから始めるのは、言わば補助輪を外すための訓練ってところね。実際の原材料はわたしが分子の状態で用意してあげるから……あんたはうちで作れないパーツに合う資料を探し出して、粘ねん土どみたく形を整えるの。それくらいのチカラ、あんたにはあるんだからね」

「な、なるほど……わかりました！　そういうことなら、頑がん張ばるのですよー!!」

　さて。

「……僕は、どうすれば」

「ヒマなら翔希とでも遊んでれば？　あ、やっぱり喉のど渇かわいたからジュース買ってきて。オレンジジュース。果か汁じゆう三〇パーセントのやつね。あとメロンパン」

「ウィル子はコーラと焼きそばパンをお願いするのですよー……って、初めて奴ど隷れいらしい命令をした気がします！　うはー!!」

　……それは奴隷ではなく、広く一いつ般ぱん世間ではパシリ、もしくはイジメといいます。

　が、エリーゼの心こころ遣づかい。それに応こたえようとするウィル子。そんな二人の心は、ヒデオにしても本意だった。意気投合し、話し込み始めた二人の邪じや魔まをしないよう……ヒデオは買い出しのため、そっとその場を離はなれるのだった。
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　……そして四日後。クロスフラッグスを明日に控ひかえた、魔殺商会の社長室。

　アルハザン陣じん営えいへの参加希望者リストを見た鈴蘭は、驚おどろきを吞のみ込みながら呟つぶやいた。

「……すごいな、ここまでになるなんて」

　川村ヒデオが、勧かん誘ゆうして回ったのではない。

　未来視の魔眼がアーチェスに付いた。ただそれだけで勝ち馬に乗ろうと、聖魔杯はい参加者の半数近くが……敗退者も含ふくめて……アルハザン側に勝手に集まったのだ。元からの商業区の有志、エリーゼの私兵と労働者も加わって、エリーゼ興業・商業区解放同盟の兵力は当初の二十倍、今や二千名に届こうかという勢い。

「結局、ほぼ互ご角かくになっちゃったか」

　向こうのプレイヤーのリストと自軍の兵力を対比、しかし鈴蘭はどこか嬉うれしそうな溜ため息いき一つ。魔殺商会側の総兵力は、社員と半分の参加者を含めて二三〇〇名。もはや互角、どっちが勝ってもおかしくない、ぎりぎりの大勝負。その期待に、知らず笑えみがこぼれるのだ。

　対するように貴瀬は苦く笑しよう。

「やれやれ……結局君の頭には、楽しむことしかないのだな」

「ええ、ご主人様。今回はみーこさんも、カッコも、リップルラップルも参加します。あのエルシアさんまで私たちの味方なんですから」

　始まってしまえば、あとは力と力のぶつかり合い。そして真に絶大な力の前には、策など何の用もなしはしない。鈴蘭には、共に戦ってきた仲間たちへの絶対の信しん頼らいがあった。

「楽しむだけ楽しませてもらいます。そして、勝つのは私たちです……！」
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「うはー。ようやく終わったのですよー……」

　言いながらも。四日間の修しゆ行ぎようを終えてアパートへの帰路につくウィル子の顔は、どこか晴れ晴れとしていた。聞けばやはり、かなりの代用品を使わざるを得なかったそうだが、それでも実用に耐たえうる代しろ物ものに仕上がったという。

「それで。実際のところ、レベルアップは」

「にはは」

　ウィル子が両手をかざすと、そこに……槍やりができあがった。ちゃんと色付き。というかエリーゼの見せる槍にデザインが似ている。

「ミスリルではありませんが、この程度ならいつでも生成・分解可能になりました！　ちなみにこれは電子武装弐に号、ロンギヌスです」

　妙みようにパチものくさい名前だった。

「えー、ウィル子の電子武装は一〇八式まで……って、冗じよう談だんなのですよー」

　しかしそれならば、いつでもその場に応じた武器を用意できるということだ。ヒデオ自身はそんな心得もないが、彼女であれば。レースでプロドライバーの真ま似ねをして見せたように、殺た陣てもまた可能。バトル的要素も含む明日のクロスフラッグスにおいても、その先においても相当な有利。

「マスターもみんなと一いつ緒しよに、あの隊長さんの下もとで射しや撃げき訓練を頑張っていたようですし！　これはいけるのですよー!!」

　気勢を上げるウィル子の言葉で、ヒデオは手の平を見る。

　この都市に入ったばかりの頃ころ、卵の殻からを割るしかできなかった自分の手。ノートＰＣのカドしか武器を持ち得なかった自分たちも、ついにここまで来た。目付きの悪さとそれによるハッタリを見破られる前に、実力というものを手に入れた。画面から出たり入ったりするしかできなかったウィル子も、自在に武器を生み出せるまでに成長した。

　きっと自分たちは、この一ヶ月で……この都市の誰だれよりも成長した。もはや名前ばかりの優勝候補ではない。名実共に、優勝に値あたいする存在となった。ならばあとは、その成長を裏切らぬよう戦うのみ！

「よお、ヒデオ」

　居住区まで帰ってきて、リュータに出会う。

「こないだはカリカリして悪かったな」

　気さくに笑ういつもの彼。傍かたわらにはエルシアも一緒だった。

「どう？　あなたの目に、明日の勝利は視みえているのかしら」

　魔ま眼がんなんてものではない。だが、今のヒデオにはその光景を思い描えがくことは容易だった。明日、勝利するのは自分だと信じていたから。だから言う。もう、沈ちん黙もくではぐらかしたりなどしない。真っ向から言ってのける。

「明日。勝つのは、僕たちだ」

　エルシアが、どこか意外そうに瞬まばたきを二つ。リュータもまた、その迫はく力りよくにややも気け圧おされたようなあと……しかし小さく笑った。

「決勝で会おうぜ、って約束は反ほ故ごになっちまったが……ま、仕方ねえよな。そのセリフ。そっくりそのままお前に返すぜ」

「ああ」

　差し伸のべられた手を、強く握にぎり返し、そして別れる。




　　　　◆




「準備は万ばん端たんです。明日は全すべてのジャッジがクロスフラッグスに回ります」

　中性的な声。少女と見み紛まがうような美しい少年一人。

「うん。ごくろうさま、ライネーズ。今コーヒーいれたところ、一緒にどう？」

　ライネーズと呼ばれた彼は運営側の最高責任者、霧島レナの言わば秘書。本部長室に出入りする数少ない一人にして、彼女の私室にも出入りする唯ゆい一いつの存在だった。

「いえ、せっかくですが」

　そう？　とレナはソーサー片手にコーヒーカップを傾かたむけた。

「しかし……凄すさまじいですね。まさか四千人規模の小大会が行われるなど、この大会の計画当初は誰も予想だにしていませんでした」

「……すごいよね。うん、ほんとにすごい。でも、ヒデオ君がこの小大会……アルハザン側に乗らなかったら、ここまでのことにはならなかったんじゃないかな」

「そうかも知れませんね」

　ライネーズは、美しい顔に翳かげりを寄せる。

「かつて宿命を支配したラプラスの悪魔は、ハイゼンベルグによって討ち倒たおされたといいます。ならば彼の視る未来は……『宿命』なのでしょうか。多くの人々が変えられるはずだと信じる『運命』なのでしょうか」

　レナは人好きのする笑え顔がおで微笑ほほえんだ。

「きっと、そんな細かいことじゃないんだよ。ボクは……ヒデオくんには、聖魔杯はいで優勝する未来が視えてるんだと思うな。過程なんてどうでもいいんだよ、きっと。でなくっちゃ、参加する意味がないもの。それに一から十まで視えて、全部がその通りになったって……つまらないでしょ？」

「そう……ですね。それはもっともな話です」

　顎あご先に手をやり納なつ得とくする一方、考え込むライネーズ。

「……だと、いいのですが」

「なに。今日は随ずい分ぶん絡からむじゃない。まさか運の良さだけで、ここまで勝ち残ってきたとでも言うつもり？」

「……そうですね」

　理解を示すような声こわ音ねの後。

「しかしどちらにせよ、人の心は勝負以上に水物ですよ。あまり彼にご執しゆう心しんされない方が」

「……だっ、だから、ボクとヒデオ君はそういうのじゃないってば!?　そっ、そう、美奈子さんの方！　同じ女として、あんな着たきり雀すずめに負けてらんないっていうか!?　もちろんボクがじゃなくて、向こうが妙みようなライバル意識を燃やしてるだけなんだけど……！」

　あたふたと懸けん命めいに言い訳するレナに対し、これ以上言っても仕方なさそうだ、とライネーズは肩かたをすくめた。

「そうでしたね。そういうことにしておきましょう。大変失礼いたしました」

　慇いん懃ぎんな言葉とお辞じ儀ぎの所作が、むしろ嫌いや味みのように思われたのか、レナは。

「もう。じゃあボク、明日も司会で早いから。シャワー浴びて寝ねるからね」

　ぶつくさ言いながら出て行った。それを見送ってから、ライネーズは踵きびすを返す。カーテンを開ければ、暮れなずむ夕空の下、精せい巧こうなミニチュアのような都市の光景。

　ヒデオ、エリーゼ、美奈子といった有力優勝候補の半分がアルハザン側に。鈴蘭、リュータといった残る半分が魔殺商会側に。優勝候補と呼ばれる者たちが、初めてぶつかり合う。

　わずかに憂うれいを帯びた瞳ひとみで、ライネーズはそれを見下ろす。日が沈しずむ。

　明日の今。半分が勝利し、半分が敗北する。

　否いな。チームの勝敗にかかわらず、陣じん地ち到とう達たつできなかったペアが負けるというこのルール。ただ一組だけクリアするような者が現れれば、そこで優勝者が決することにもなりかねない。

　ならばこれは全ての優勝候補と呼ばれる同士が決戦する、事実上の決勝戦。

「川村ヒデオ……レナ様のためにも、自身のためにも。そのときまで。どうか、ご武運を……」







　クロス＝フラッグス。

　魔殺商会側は当然のように居住区と自然区の境、その屋や敷しきを陣地とした。対するアルハザン陣営は正対する形で、エリーゼ興業本社敷地内をエリアに設定する。

　日の出から日にち没ぼつまでの丸半日、都市の全てを巻き込み四千人規模がぶつかり合う、聖魔都市最大の戦火。

　その火ひ蓋ぶたが、切って落とされる──!!
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　タイムリミットは日没まで。

　日の出と同時に鳴り響ひびいたサイレンが、長い長い一日の始まりを告げる。

　都市の東西に布ふ陣じんした両勢力とも、当然のように三つのルートを想定する。

　一つ目。都市北部に広がる自然区、山さん岳がく・森林地帯の突とつ破ぱ。二つ目、都市南部に広がる商業区、市街地の突破。そして三つ目が、センタービルがそびえる中央区の突破である。

　アルハザン陣営、総指揮官であるアーチェスの。司令室であるエリーゼ興業本社社長室における最初の言葉。

「それではＡ隊、Ｂ隊、Ｃ隊、予定通り行動を開始してください」

　部隊は偏かたよった編制はされておらず、エリーゼ興業の労働者を主体に一隊が二百名、その私兵たちが各隊を率いる形。想定された三つのルートへそれぞれに進しん攻こう開始。

　クロスフラッグスの定める規定により、両勢力とも、参加者は各自の陣からスタート。だから最初は、とにかくスピードが勝負だった。ここでどれだけ有利なポジションを取れるかで、今後の展開は大きく変わってくる。

　アルハザン側は全員が、エリーゼが用意したダンプカーやトラックに分乗し、拠きよ点てん確保へ向かう。

　ヒデオや美み奈な子こを始めとした有力な聖魔杯はい参加者らは、遊ゆう撃げき隊として本部待機。まずは流れを見守る形。

　一方、魔まつ殺さつ商会陣営。鈴すず蘭らんの最初の言葉。

「よし、始めよう！　リュータ、クラリカさん、ご主人様！　お願いします!!」

「おっしゃ！　行くぜ！」

　リュータの助手席にはエルシア。

「ラクな仕事っすよ！」

　クラリカの助手席にはヴィゼータ。

「任せろ鈴蘭！」

　そして貴たか瀬せの隣となりにはみーこ。

　運転技術に優すぐれた三人が、各おの々おのとびっきりのスーパーカーで、アルハザン側と時を同じくして出発。鈍どん重じゆうな大型トラックの倍以上の速度で、やはり三方向へ。

　数百人単位で移動してくるアルハザン側に対し、それはあまりにも心こころ許もとない単たん騎き行動。だが所しよ詮せん、数の上での話。先にエリーゼ興業の私兵隊長ライリーが述べた通り、彼女たちは一人が一個の要よう塞さいに値あたいする存在。進撃ではない。魔殺商会は、それをして要塞を構築しにかかったのだ。
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　センター前広場に差し掛かかった部隊からの一報。

《こちらＢ隊、接敵》

　彼ひ我がの距きよ離りを地図で読み取ったアーチェスが呟つぶやく。

「……随ずい分ぶんと早いですね。数は……」

　設置された幾いくつかのモニターに、私兵隊がヘルメットにマウントしたカメラからの映像。広場の中央に、ぽつんとスポーツカーが止まっている。

《運転手は以前、うちの会社に乗り込んできたエージェントだ。助手席にいるのは……》

《聞こえるかい、オヤジ》

　同行していたザジの声が無線に割り込んでくる。

《ありゃ魔ま人じんのヴィゼータだ。厄やつ介かいなのが出てきたけど、どうする》

《Ｃ隊商業区、接敵した！　なんなんだあの女は!?　こちらの攻撃が通じない！　しかもハンマーのようなもので衝しよう撃げき波はを発生させてくる！　拠点の構築は不可能！》

《こちら自然区Ａ隊、本部応答せよ！　『展望階の君』が現れた！　火力が違ちがいすぎる！　これ以上の進軍は不能、現在位置は第二鉱区セクションＤ２、繰くり返す、これ以上の進軍は不能！》

　ウィル子も、美奈子も、エリーゼも……ヒデオだって、もちろん啞あ然ぜん。

（……これほど、とは）

　ショック弾だんを使うルールなのに、彼女たちにはそれらがまるで通じていない。それなのに彼女らの持つ能力は圧あつ倒とう的に過ぎていた。

　エルシアは魔法で、みーこは無造作なハンマーの一ひと振ふりで、ヴィゼータは常じよう軌きを逸いつした速度で、混乱したところにそれを援えん護ごするリュータ、貴瀬、クラリカが大口径の銃じゆう器きで的確に兵を撃うち倒たおしていく。

　慣れた様子で翔しよう希きが言った。

「ま……常識の外側にいるような存在だ。サバイバルゲームなんて規格に収まるはずがない」

　三つのルートとも潰つぶされ、早くも進撃は絶望的かとも思われたが……妙みように落ち着いたアーチェスと同じく、ヒデオも三つの映像を眺ながめ渡わたしてすぐに気付く。

「しかし。攻せめてくる、気配は……ない」

「さすがヒデオ君、その通りです。彼女たちは開幕の急場を凌しのぐための……言ってみれば、花見の場所取りをしているようなものですからね。今慌あわてて突とつ破ぱする必要はありません」

　ニコリと笑って、アーチェスはマイクのスイッチを入れる。

「わかりました、全隊進軍中止してください。進んでくるようなら徹てつ底てい抗こう戦せんしつつ後退してください」

　すると美奈子が言った。

「で、ですけど下がったりしたらさすがに不利に……本官たちが応おう援えんに行った方がいいんじゃないでしょうか!?」

　十じつ手ての岡おか丸まるも美奈子に賛同。

〝左様、昔から先手必勝と申すでござる。強いからこそ、このまま後ご詰づめが現れてはますます手の付けようがなくなるでござるぞ。多少犠ぎ牲せいを払はらってでも、今は打って出るべきではござらぬか？〟

　彼の言葉には、ヒデオも一理あると思った。が、指揮官アーチェスの意見は真逆。

「いえいえ、私は別に彼女たちを倒そうなんて思ってませんよ。むしろこのまま進んできて『クリア』してくれれば、どんなにかありがたいと思いますけどね」

（……なるほど）

　それも道理。敵てき陣じん地に到とう達たつし、クリアした者のゲームへの再参加は認められていない。一人が何百を相手にできる魔人でも、クリアしてしまえば一本の旗。ただの一得点。四千人規模がぶつかり合うこの戦いでは、誤差と言っても過言ではない値。

　そうこうする間に、各地点には魔殺商会側の勢力がＲＶ車や銃じゆう架か付きのピックアップトラックによって続々と到着。いよいよ各隊とも敗色濃のう厚こう。
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「ああう……いよいよ押され始めたのですよー」

　少し不安そうなウィル子の声。向こうはショックＢＢ弾を使用するエアガンではなく、より高威い力りよくなショック弾頭を装そう塡てんした実じつ銃じゆうを主兵装としている様子。倒れる者も現れ始める。エリーゼが、とうとうイライラを堪こらえられなくなったように。

「ちょっとアーチェス！　さっきから倒されまくってるのはうちの社員なのよ!?　本当に援軍送らなくてもいいの!?」

「お気持ちはわかりますが、ここは堪えてください、エリーゼさん」

　そしてニコリ。

「このゲームの場合はやられると言っても、気絶するだけの話です。午前中に倒される分には、午後からの再起は十分に可能でしょう」

　モニターには猛もう攻こうを続ける覆ふく面めんやメイド、参加者らの姿。そして倒れた仲間を引きずりながらも、私兵隊の洗練された指揮によって善戦しつつ、まるで時間を稼かせぐようにじりじりと後退を続けるエリーゼ興業の労働者たち。

「やはり向こうにはその屍しかばねを拾って拘こう束そくしておこう、という気もないようです」

「じゃ……じゃあ、あんたが負傷者を可能な限り見捨てるなって言ってたのは……？」

　エリーゼの問いに、アーチェスが首しゆ肯こう。

「何も人道的見地からのみ申し上げたわけではありませんよ。仮に今、三百人倒されたとしましょう。二百人を回収できたとします。敵は三百人を相手にした分だけ消しよう耗もうしますが、午後になればこちらの実害は百人です。つまり……」

「なるほど……その分、敵に無む為いな消耗を強しいることができる」

　翔希の言葉へ、アーチェスは笑え顔がおを向ける。

「ええ。ですが午後になれば、その時間も限られてきますからね。ですからそれまでに、どれだけ敵を消耗させられるかが今回の要かなめです。強すぎる力を過信し、長い戦いであることを忘れている今だからこそ……気持ちよく勝たせてあげなければ」

　一見穏おだやかなだけの笑顔、思し慮りよ深い瞳ひとみが刃やいばのような光を見せる。

（……）

　だからわざわざ各部隊に、『回収班』なんて専門のチームまで作らせたのだ。人員輸送に優すぐれる大型のトラックばかりを擁ようしたのもそのためだ。「さすが魔殺商会だ、やっぱり勝ち目のない戦いだ」……という状態を演出し、勢いに乗らせ、疲ひ弊へいさせる。

「まあ、昼過ぎまではのんびりいきましょう。経過は順調ですよ。私たちも少しお茶にしましょうか」

「うはー。吞のん気きな戦争なのですよー」

　笑うウィル子の言葉に、エリーゼが憤ふん慨がいした。

「吞気どころじゃないでしょ!?　あんたほんとに勝つ気あるんでしょうねアーチェスッ!?　あのアウターどもが本気になってきたら……！」

「だ、だだっ、大だい丈じよう夫ぶです！　エリーゼさん、首！　私の首っ、絞しめ……ぐえぇえぇえぇ！」

　はあはあ、げほげほ。

「ふぅ……そもそも、ああいった切り札は本来、弱った敵へのとどめの一いち撃げきとして取って置くものです。それなのに彼女たちは、一人一人がどうしようもないほどのスタンドプレイヤーです。大丈夫、まあ見ていてください……」
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　正午を過ぎ、快進撃を続けた魔殺商会の部隊は、今や三つの部隊ともが工業区までも迫せまろうとしていた。

　が。

「お……おいおい、なんなんだこれは……」

　ある全身タイツが、工業区の境界線より向こうを見て啞あ然ぜんと呟つぶやく。

　工場の窓という窓には銃じゆう眼がんが備えられ、通りという通りは舗ほ装そうがはがされ、塹ざん壕ごうが掘ほられ、鉄てつ条じよう網もうが張り巡めぐらされていた。

「こっ……こいつら……、世界大戦でも始めるつもりなのか……？」

「ええい、怯ひるむな！　我らエリート全身タイツ部隊の力を思い知らせてやれ！」

　わー。

　となだれ込む覆面軍団。刹せつ那な、先頭を走っていた一人が青白い魔ま導どう性せいの爆ばく炎えんと共に天高く吹ふき飛んだ。

「どっ、どこからの攻こう撃げきだ!?」

　かち。

「……全員動くな……!!」

「ど、どうした？」

「いま、嫌いやな感かん触しよくのものを踏ふんだ……」

　わざわざ舗装をはがされ、砂じや利りではなく砂を敷しいてある理由。

「マジかあいつら!?」

「じっ……地じ雷らい原だあああっ!!」

《よし、動きが止まった！　総員、てぇっ!!》

　街頭スピーカーからの号令一下、銃眼から、塹壕から、凄すさまじい数のショックＢＢ弾だんが文字通りの雨あられとなって降り注いでくる。体勢を崩くずし地雷を踏む。逃にげまどい地雷を踏む。吹っ飛ばされた先に地雷がある。

　いかに防ぼう御ぎよ力に優れた全身タイツも、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図。

「リーダー、向こうの通りは無人です！　砂利道なので地雷原もなさそうです！」

「よし、死して屍しかばね拾う者なし！　総員向こうに突とつ撃げきだあっ!!」

　わー。

　と方向を変え、再度突入を敢かん行こうする覆面軍団。

《牙きばを剝むけっ!!》

　号令一下、砂利の下から通りを塞ふさぐようなトーチカが顔を出す。銃じゆう架かに載のっているのは、エアガンであった。ただしスイッチボックスの交こう換かんだけで実銃同様、秒間百発ものＢＢ弾をばら撒まくことが可能という伝説のトイテック製電動バルカン二門である。

「ど……どうしましょう、リーダー……」

「うーん……俺さぁ。工業区の連中って、もうちょっと真ま面じ目めな奴やつらだと思」

《てぇっ!!》

　阿鼻叫（以下略）。
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　で、魔殺商会の司令部。その様子はアルハザン側同様、兵に持たせたカメラを通してモニタリングされていた。随ずい行こうする通信兵代わりのメイドが、しくしくと涙なみだながらに報告してくる。

《総そう帥すい、聞いてください。あいつら本気なんです。もう呆あきれるくらい本気なんです。戦争ごっこじゃなくて、戦争しているつもりなんです》

　見れば工業区全隊が、どこのゲリラキャンプかと思うような有様。普ふ段だんは整然と見えていただけの工場地帯も、今や不ふ吉きつな軍事国家が誇ほこる軍ぐん需じゆ工業地帯にしか見えない。

　鈴蘭は机に拳こぶしを叩たたき付けた。

「努力と根こん性じようで！　あと勇気とか友情とか綺き麗れいなものいろいろ！　ゴー、ゴー、ゴー!!」

《えー、総帥、そんな海兵隊式にいわれてもですね……あ、ご覧ください。それら総帥のおっしゃった云うん々ぬんの結けつ晶しようが、今ああして……》

　屍累々のように積み上げられた全身タイツが、えっちらおっちら担架で運ばれていく。

　神は、時として無情である。

「ぬぅ……」

　歯は嚙がみする鈴蘭の隣となりには、こくこくと頷うなずく小さな影かげ一つ。年の頃ころなら五～六歳かという少女ながら、胸には誇らしげに『作戦参さん謀ぼう』の文字が光り輝かがやく。

「どうやら、ここから先へ通すつもりはないようなの」

「そんなのわかってるよ、リップルラップル……って、そのうちわみたいなの、なに？」

「今日のわたしは、リップルラップルであって、リップルラップルではないの。諸しよ葛かつ亮りよう・リップルラップル・孔こう明めいなの」

　ぱたぱた。

「あ、じゃあ私はエルウィン・名な護ご屋や河がわ鈴蘭・ロンメルね！」

　と、ミラーグラスをおでこに載せる鈴蘭。

「誰だれもそんなことは聞いてはいないの」

「……。」

　さておき。亮、曰いわく。

「言い換かえれば、ここまで後退するのは、敵の作戦のうちだったと見るべきなの」

　はた、と鈴蘭は顔を上げる。

「……はめられた、ってこと？」

「防がれれば、そうなるの」

　でも、と一息。

「守ろうとしている以上、突とつ破ぱすれば想定外の話なの」

　一本でもいい。敵の陣じん地ちまでのルートを構築、確保できれば、敵もそのルートを潰つぶそうと兵を動かすはず。そうなれば、一見鉄てつ壁ぺきに見える防衛ラインも歪ひずみが生じ、また新たな綻ほころびを生じさせるはず。そのためにも、どこかに突破口が欲しい。

「……あれ、使っちゃおっか？」

　リップルラップルは、フルフルと首を横に。

「まだ、時期ではないの」

　ひゅうう。

　その威い風ふう堂々たるやまさに東南の風を待つ、伝説の天才軍師のあるが如ごとく。

「今はまだ、みーこたちがこちらの切り札だと思わせておくべきなの。切り札は……そう」

　こくり。

「弱り切った敵への、とどめの一撃として使うべきなの」

　このとき奇くしくも、両軍の司し令れい塔とうの見解は一いつ致ち。圧あつ倒とう的な強さを持つ魔ま人じんの中でも、人外は愚おろか常識外とまで呼ばれるアウターたち。だがこの小さな軍師は、その派手すぎる強さこそを実用ではなく、真の切り札への目め眩くらましとして切っていたのだ。

「うん、じゃあそれはまだ置いておくとして……」

　なぜか動きが見えなくなっている、それら三人の魔人へ呼びかける。

「エルシアさん？　みーこさん？　カッコ？　どうしたの？　トーチカとか、みんなだったらばーっと！　どかーんて！」

《お腹なかが空すいたの》

　とエルシアから。

《腹が減ったよ》

　とみーこから。

《腹ぺこ～》

　とヴィゼータから。

　鈴蘭はがっくりと項うな垂だれた。その背中を、リップルラップルが元気付けるようにぽんと叩く。

「うん……、うん。わかってはいたけど、みんなわがまますぎるよね……」

《だって鈴蘭さんひどいっすよ！　あいつら塹ざん壕ごうの中であたしらに見せつけるようにおにぎりとか食べてるっすよぅ!!》

　クラリカまで。

《あ～、そんな話聞いてたらなんか俺まで腹が減ってきたぜ……》

　リュータまで。

《何でもいいが、この食欲魔人が本気で腹を空かせたら戦争ごっこがただの捕ほ食しよく殺さつ戮りく劇になってしまうぞ。いいのか鈴蘭》

　最後の貴瀬の言葉が、一番怖こわかった。

「あ～、もう、はいはい、わかった、わかりましたから……じゃあすぐにこっちもサンドイッチとか……」

《今はミルフィーユが食べたい気分なの。ロイヤルミルクティーと一いつ緒しよに。他ほかはイヤ》

　とのエルシア姫ひめのお言葉を皮切りに。

《じゃあじゃあ鈴蘭、ワタシはカツ丼どん大盛りナメコの味み噌そ汁しる付き～！》

《ああ、あたしもっす！　あたしエビの大きな天丼食べたいっすよぅ！》

《出先だしの。わしは手軽に食べられる寿す司しでよいよ》

《なら丁度いい、俺も簡単に摘つまんでおくとしよう。こっちに特上を十人前ほど寄こしてくれ、鈴蘭》

　めきっ。

　と。気付かぬうちに、鈴蘭は手にしたインカムをへし折っていた。

「……いい歳としした魔人と大人がヒヨコみたいにピーチクパーチク……」

《何か言ったかしら》

《鈴蘭、何か言った～？》

《何か申したかの》

「なんでもないですー……」

　まあまあ、となだめるように背中を叩たたくリップルラップル。

「ここまで、よく戦ってくれているの」

「……あ……ああ、うん、そうだよね……仲間に心理戦をしかけられた気分になっても仕方がない」

　こくこくと。

「わたしはチャーシュー並麵めん硬かため背せあ脂ぶら多め餃ぎよう子ざ付きで、よろしく頼たのむの」

　……。

《あー、あー、リリー、聞こえるか？　リュータだ。そういうことなら俺はフライドチキ》

「死ね」




　がんっ!!




　鈴蘭はへし折ったインカムをその場に叩き付けると、自身も昼食をとりに踵きびすを返したのだった。

　かくしてマジノラインの如ごとき工業区の境界線にて、戦線は一時の膠こう着ちやく状態に陥おちいる。
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　腹が減っては戦いくさはできぬ。

「さてさて、敵さんも遅おそめの昼食といったところでしょうかね……」

　モニターの映像を次々に切り替かえつつ、満足そうにアーチェスが言う。

　空腹による厭えん戦せん感情の蔓まん延えんなど、いつの時代のどこの戦場にもよくある話だった。尚なおのこと事前に用意していたこちらに比べ、敵は既すでに陣じんから遠く離はなれた部分にまで食い込んできている。延びすぎた兵へい站たん線は物資が届くまでに時間がかかり、また平時のレストランのテーブルであれ、それが戦場の土ど囊のうの裏であれ、食料が手元に届くことはそれ自体が心安まる瞬しゆん間かんでもある。

「救護室の方はどうですか？」

《回収した負傷者、二十五名を残し戦線に復帰できます》

　アーチェスは首しゆ肯こう。そして穏おだやかな表情のまま、マイクへ述べる。

「みなさん、今までよく耐たえてくれました。これより総攻こう撃げきに移ります。Ａ隊、Ｂ隊、Ｃ隊は攻撃を再開してください」

　それまで攻せめて来ぬ限りは攻撃するなと徹てつ底ていしていた命令、ここでその真価を発揮する。

　早朝からの苛か烈れつな進撃に腹を空すかせていた魔殺商会側の兵は、届けられた昼食にこれ幸いと、一いつ斉せいに舌した鼓つづみを打っていた。攻めてないんだから撃うってくるはずがない……と、勝手なルールまででっち上げて。そんな不意を突つかれて、混乱を来きたさぬ道理はない。

　そもそも、正午頃ころからおにぎりを食べているように見せかけていたのは、最前線の防衛部隊のみ。その他全すべての人員は、午前十一時頃より交代交代に食べ始め、正午までにはこのときのために、万ばん全ぜんの戦せん闘とう準備を整え終えていたのだ。
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「くそっ、卑ひ怯きような真ま似ねをしやがる……エルシア!?」

　カフェテラスでそうするように、もくもくとミルフィーユを食べている。

「ったくこのお姫様は……。……っと、なんだ!?」

　天てん嶮けんを誇ほこっていたトーチカが再び地中に潜もぐり込んだ。なぜその場所だけ可動式のトーチカで、砂ではなく砂じや利りが敷しかれていたのか……その答え、シートにくるまれた大おお柄がらな荷を積んだトレーラーがクラクションをけたたましく鳴らし上げ、リュータたちの率いる陣を猛もうスピードで突とつ破ぱしていく。

　バリケード代わりにされていた乗用四よん駆くやピックアップトラックごとき、車重数十トンを超こえるトレーラーの前では木の葉を散らすも同然であった。

「くそっ、行かせるかよ！　エルシア！」

　再度振ふり返ると、そうした強行軍の振しん動どうと混乱でカップがどうひっくり返ったのか、エルシアがミルクティーを頭から被かぶっていた。

　前まえ髪がみからぽたぽたと雫しずくを垂らしつつ、珍めずらしくこんなことを言う。

「……任せて」

　魔導書を開くことなく、びゅんと手の平をかざす。リュータは身を挺ていして彼女に飛びかかり、その手を下ろさせようとする。

「……どうして邪じや魔まをするの。あなたも消えて無くなりたいのかしら」

「消えて無くすなって言ってんだ!!　ああくそ、こんなことしてる間に……！」

　トレーラーは遥はるか彼方かなた。自然区の峠とうげ道を上り、森の木立に見えなくなっていく。そうする間にも再びトーチカが稼か働どう、攻めてくる歩兵部隊と合わさり、強力な援えん護ご射撃を浴びせてくる。不承不承なエルシアが魔導書を使い威い力りよくを落とした魔法を放つが、これまでと数が違ちがう。彼女から距きよ離りを置くようにして、左右から次々と突破されていく。

「くそっ、堪こらえきれねえ……本部！　リリー、聞いてるか!?　どうすんだ、攻めるのか守るのか!?」
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　各地で一斉にそんな状態になったものだから、魔殺商会側の司令部も不ふ祥しよう事じを出した企き業ぎようのように対応に大わらわ。

「聞いてるよ！　トレーラーに何積んでたって!?」

《わからねえよ、シートで隠かくしてやがった！》

　ノイズ混じりの声に、ショック弾だんの発はつ砲ぽう音と着弾音とが凄すさまじく混ざり込む。

《って、おい、エルシア、お前殺すなよ！　いいか、絶対に殺すなよ!?》

《……そう。期待しているのね》

《違うそうじゃねえ深読みすんな!!》

　結局彼女らは強すぎるが故ゆえに、その能力、真価を発揮しようとすれば取り返しの付かないことになる。核かくのように、強いは強いが現実的ではないのである。

《にゃ～!?　ワタシのカツ丼どんが！》

《あたしのエビ天に何するっすか～っ!?　最後まで楽しみにとって置いたっすよ!!》

《クッ……クククククッ！　この俺のイクラ軍ぐん艦かん巻きを吹ふき飛ばすとはいい度胸だ……さぁて、行くぞみーこ》

《そうだの。食べ物を粗そ末まつにするような連中には、食べ物の気持ちを身を以もつて思い知らせてやろうかの……！》

「待ったぁああああああ！　特に最後のヤバすぎますから!!　みーこさん落ち着いて!!　どうするのリップルラップル!?」

　こくこく。

　いつも通りの無表情ながら、リップルラップルは黒目がちな瞳ひとみでつぶさにモニターを観察し続けていた。

「……どうやら敵は、自然区を進撃の要よう衝しようと捉えた様子なの」

「うん……？　そういえば、トレーラーが走っていったのは自然区の方だけだったよね」

　他ほかの地点は投入兵力が増えてはいるが、歩兵ばかりだ。姿を隠していたという積み荷が不気味なことこの上ないが……。

「……だったらルートの一本ぐらい、くれてやるの。リュータとクラリカの部隊はセンター前広場まで後退、当初の予定通り防衛線を構築するの。みーこと貴瀬の南進部隊は商業区まで後退するの。第二派出しゆつ撃げきを急ぐの。三割は中央、七割は商業区に回して部隊を再編制後、南進部隊は前線を押し込むの」

「うぅ、せっかくいい感じで攻せめていたのに……」

　まあ、この失態は朝食はともかく、昼食のことまで気を配らなかったこちらの落ち度なのだが。

　一食くらい抜ぬいてもいいじゃん別に……。

「午前中に、うまく行きすぎただけの話なの。この状じよう況きようは、想定の範はん囲い内なの。即すなわち……」
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「……ようやく、予想したとおりの形になってくれたようです。鈴蘭様に付いている参さん謀ぼうが、思い切りのいい方で助かりましたよ」

　机き上じように広げられた都市の地図を指し示しながら、アーチェスは言った。

「面積が広く見晴らしもよいセンター前広場はお互たがいに戦力を投入しやすく、それだけに拮きつ抗こうするでしょう。第一次世界大戦における塹ざん壕ごう戦のようなものです」

　ヒデオもそんな話は聞いたことがあった。

　かつての大戦中、ヨーロッパの平野部では長大な塹壕が幾いく重えにも掘ほられ、そうした前線は一日に数メートル進めばマシというような、かといって壁かべとなるべきは人間しかない、凄まじい消しよう耗もう戦だったという。しかしこの都市における中央区は、互いの陣じん地ちを最短で結ぶ格好の進撃ルート。体てい裁さいを整えるかのように、壁となる兵力を注つぎ込むしかないのだ。

　かといって……。

「商業区は敵のテリトリーです。ここを突とつ破ぱするのはまず不可能と考えていいでしょう」

　あの組織のことだ、罠わなは言わずもがな。古くから渓けい谷こくを進むのは不利とされているが、林立するビルの無数の窓から狙そ撃げきされる事を考えれば被ひ害がいはその比ではなくなる。

　アルハザン側は、自然区を目標に定めたというよりは……まずはそこを行くより他、選せん択たく肢しがなかったのである。

「だからこそ……自然区からリュータ君たちの部隊があっさりと引き上げていったのは、向こうの指揮官も同じ考えに至ったからでしょう。向こうは、こちらの逆を狙ねらってきます」

　どこかの戦力を増強すれば、どこかは手て薄うすになる。アーチェスは地図上の、アルハザンを示す駒こまを自然区の方へ集め……魔殺商会を示す駒を、商業区へと集める。

　まるで巴ともえを描えがくような彼ひ我がの布陣。いかに切せつ迫ぱくした状況であるかを、その場にいる全員が思い知らされる。

「……ということは、こっちも商業区方面は切り捨てるのか」

　翔希の問いに、アーチェスは首しゆ肯こう。

「元よりアウターがその気になれば、防ぎきるなんて不可能な話です。貴重な兵力を防衛で失うよりは、得点の加算に回そうと思います。お互いに、肉を切らせて骨を断たつ形です。ここから先は、時間との勝負になります」

　どちらが先に相手の骨まで到とう達たつすることができるか。そしてまた、骨への到達を遅おくらせることができるか。

　ただ、高低差と複雑な峠とうげ道がある分だけ、北の自然区のルートは時間がかかる。向こうが自然区を放ほう棄きしたのは、同じ鼎かな陣えじんでも南回りの方に利があると踏ふんだからだ。

《本部、こちらＡ隊。目標の山頂を制圧した》

「了りよう解かいしました。準備完かん了りよう次し第だい、直ちに作戦を開始してください。敵の第二派が出るより早くです」

《了解！》

　いよいよこの司令室にも、戦いくさの雰ふん囲い気きが漂ただよい始める。マイクから向き直り、アーチェスは言った。

「それでは皆みなさんの方も、準備はよろしいでしょうか？」

　美奈子はエリーゼが作らせた濃のう紺こんの防護服にヘルメット、ミスリル製の防ぼう盾じゆんを装備した機動隊員のような姿で。翔希は現げん役えき時代に使用した近未来的なシルエットの鎧よろい姿で。そしてヒデオもまた、耐たい魔ま導どう性せいの繊せん維いを織り込まれた野戦服に身を包んでいた。

「……いつでも」

　ヒデオの言葉に、全員が力強く頷うなずいた。
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「……何の音？」

　鈴蘭は頭上から聞こえてきた、きゅるるるる、という風を切るような音に小首を傾かしげた。

　刹せつ那な。




　ドンッ!!　ドドドンッ!!　ドンッ!!




　本部を置いた屋や敷しきは大おお地じ震しんのような振しん動どうに見み舞まわれ、窓の外では巨きよ大だいなショック弾だん頭とうがもたらす青白い火柱が庭先を埋うめ尽つくしていた。

「わぁあぁあっ！　なっ!?　なに!?　何が!?　どうしたのっ!?」

《本部!?　総そう帥すい、聞こえますか!?　トレーラーの積み荷の正体は野戦榴りゆう弾だん砲ほうです!!》

　浅せん慮りよを悔くやむように、リップルラップルが扇おうぎをデスクに打ち付ける。

「早く第二派を出発させるの。このままでは、一いち網もう打だ尽じんにやられてしまうの」

「りゅ……榴弾砲って、自衛隊とかにあるあれ!?　おっきなキャノン砲のこと!?」

　こくり。

「予想しておくべきだったの」

　アルハザン側が歩兵たちに、ショック弾頭装そう塡てんの実じつ銃じゆうではなく、一いつ貫かんしてショックＢＢ弾使用のエアガンを持たせていた理由。軽量ゆえに携けい帯たいの妨さまたげにならない、大量の弾薬を持ち歩きしやすい等からそれを選んだのかとも思っていた。

　だが真の理由は違ちがうのだ。敵はその分のコストを全すべて、この陣じん地ち制圧用の弾薬に注ぎ込んできた。

「さっ……サバイバルゲームじゃないよ、こんなのッ……うひゃあ!?」

　ずしん、ずしんと、並の木造家屋であればそれだけで倒とう壊かいしてしまいそうな爆ばく風ふうと振動の雨あられ。いや、この屋敷自体、魔導皮ひ膜まくがなければいつ崩くずれ出したっておかしくないような威い力りよく。

　それでもリップルラップルは冷静に言う。

「大砲なんて構造自体は簡単で、言わば鉄の塊かたまりなの……材料も加工機材も、自前で用意できるエリーゼ興業だからこその荒あら業わざなの。全くもって、迂う闊かつだったの」

　商業区から工業区へは道も平へい坦たんで、わざわざ山さん岳がく地帯を上り下りするよりは短時間に攻せめ入りやすい。肉を切らせて骨を断つ時間との勝負、勝利は揺ゆるぎないものと思われていた矢先だ。

　現代戦がまず制空権確保から始まるように、より高所に陣取ることは古来の定石。そして敵は、それを最大限に発揮する兵器を用意していた。

《自然区から大型トラックです！　荷台には兵員多数！　間もなく居住区に到達します！》

「もうあったま来たぞ！　こっちも……！」

「まあ、待つの」

「でもっ……！」

「もちろん、このまま放ほうっておくわけにはいかないの。広場にいるエルシアとカッコを、砲台陣地に向かわせるの」

　通達。

　そして返信。

《いい加減、飽あきてきたわね》

[image: ]

《にゃ～、エルシア様もこう言ってるし、ワタシもめんどくさ～い～》

「みーこさんはっ!?」

《あー、だめだ鈴蘭。ちょうど昼ひる寝ねの時間だ》




　が～～～～～～っ!!




「覆ふく面めんタイツ隊！」

《……あの、総帥。お言葉ですけど全身タイツ隊ですよ？　覆面にタイツだけってどこのヘンタイですか》

　半分だろうが全身だろうが……いや、そんな議論をしている場合ではない。

「とにかく覆面ども、エルシアさんとカッコに縄なわくくって山の上まで連れて行けっ!!」

　……。

《死ねとッ!?》

「喜べ、成功した暁あかつきには総帥直々に一日デートしてあげるっ!!」

《ざ、ざざっ……ざーざー……。え？　なんですか総帥？　敵のジャミングですかねぇ、よく聞こえなかったんですけど》

「お前いま口でざーざー言ったろ!?　なあおい!?」

《やだなぁ、そんな器用な真ま似ねできるわけないじゃないですか。で、ご褒ほう美びに何くれるんです？》

　こいつぜってー後で殺す。

「誰だれでも好きなやつとデートさせてやるっ!!」

《みーこさんと!?》

《カッコちゃんと!?》

《クラリカさんと!?》

《ラトゼリカちゃんと!?》

《リップルラップルさんと!!》

「だからなぜに私の名前が出てこないっ!!」

　勢い、鈴蘭は無線機の載のったテーブルをたたき壊こわした。

「……いや、いまなんか最後にヤバイのが混じってなかった？」

《《《全身タイツ部隊、いつでもいけますッッッ!!》》》

「う……わ、わかった、とにかく行けッ!!」

《《《サー、イエッサー総そう帥すい閣下!!》》》

　たかが一つの命令を出すのに、鈴蘭はぐったり困こん窮きゆう。

　大体が貴瀬やカッコや、幹部連中があんなだから下っ端ぱまでわがままにつけ上がるのだ。一度、再教育した方がいいかも知れない。

　傍かたわらでリップルラップルが、じ、とこちらを見ていた。

「え？　なに？」

「……また随ずい分ぶんと、勝手な約束をしてくれたものなの」

「あー、いーのいーの。どーせ口約束だから。あんなもの信じる方が悪い、うんうん。あははははっ！」

「……。」

　本人が気付いていないだけで、幹部云うん々ぬん以前にそもそものトップからの企き業ぎよう体質なのだった。




　　　　◆




　同じ頃ころ、アーチェスは司令室を退去。エリーゼ興業本社倉庫に用意された、装そう甲こう板ばん付きのワンボックスカーに場所を移していた。

　センター前広場からの報告。

《作戦通りです。魔ま人じん二人がセンター前広場を離はなれ、自然区へと向かいました。しかしエージェント・クラリカとリュータ・サリンジャーは前線指揮官として留とどまったようです》

《Ｃ隊より本部、魔人みーこは動かず！　現在敵の増ぞう援えんが到とう着ちやくしつつあり、やはりこちらが本隊の模様！》

「……さすがにみーこ様までは動きませんか……。わかりました、Ｃ隊は予定通り存命を最優先に、適てき宜ぎ後退を開始してください」

《了りよう解かい！》

　チャンネルを変える。

「……ガーベス君、そちらはどうです？」

《問題ありません、アーチェス様》

「わかりました。では次の指示があるまで、そのまま待機していてください」

《Ａ隊は居住区に到達、敵てき陣じん地ちを捕とらえた！　これより突とつ入にゆうを開始する!!》

「了解です。武運をお祈りしますグツド・ラツク」

　万ばん全ぜん。

　アーチェスは頷うなずき、装甲指揮車の窓から顔を覗のぞかせた。

「調子はいかがです、ウィル子さん」

《にはは、にほほ、にほはははははっ!!》

　スピーカーから通されたウィル子の声はこの上なく潑はつ剌らつとして、その威い勢せいを示すかのようにアクセルをレーシング。野太い排はい気き音が巨きよ大だいな倉庫を、地鳴りのようにびりびりと震ふるわせる。

《アイドルアップ完了です！　いつでも行けるのですよーっ!!》

《こちらＢ隊、ライリーだ。さっきまでいた魔人二人のせいで大おお幅はばに戦力が削そがれている。敵車しや載さい火器の威力も強い。増援はまだか？》

「もう少しだけ待っていてください。あなた方の信ずるミスリル銀の女め神がみと、三人の優勝候補が既すでにそちらへ向かっていますので」

《ふふっ、たった四人が偉えらく豪ごう勢せいなメンバーに聞こえるな。期待しているぞ。オーバー》

　予想した通りの形に戦線はもつれ込み、一時は真っ向からの鼎かなえ陣じん同士であった。だが看過できぬ野戦砲ほうを最高の場所に設置したことで、拮きつ抗こうは崩くずした。敵移動要よう塞さいの誘ゆう導どうは成功した。移動できることが、ここに来て仇あだとなった。

　アーチェスはピットに対し、倉庫の開門を指示。最短をして敵陣へと食い込むルートが、これらウィル子が擁ようした切り札の前では無人の荒こう野やも同然。

「お待たせしました……それでは行きましょうか、ウィル子さん！　これより中央区センター前広場を奪だつ取しゆし、敵陣地までの最短ルートを構築します！」

《りょうかーい!!》

　耐たえに耐え、ひた隠かくしに隠してきた切り札、切るべき時は今！




　　　　◆




《敵は既に虫の息っすよーっ!!　どんどん進むっすー!!》

《頭を上げさせんな！　回り込め回り込め！　一人たりとも生かして帰すんじゃねえぞ!!》

　魔殺商会の指揮用四よん駆く車しやから、クラリカとリュータの威勢のいい声が流れ出す。

　隠れる場所もない広大なセンター前広場、両軍ともクルマ、土ど囊のう、ベンチ、ゴミ箱、ありったけのものをバリケードとし、あるいは即そく席せきで塹ざん壕ごうを掘ほりつつ激しい撃うち合いを繰くり広げていた。

　だが小規模の爆ばく発はつしか起こせぬエリーゼ興業の主兵装、ショックＢＢ弾に対して魔殺商会側はその大半が実じつ銃じゆうを用いるショック弾だん頭とう。中でもトラックに積まれたＭ60の五十口径弾の威力は大きく、ベンチ程度は軽く撥はね飛ばし、数機の火力を集中させれば土囊でさえも押し崩してくる。

　アルハザン側は今やリュータの指示通り、顔も上げられぬほどの劣れつ勢せいを強しいられていた。ザジは土囊の裏を頭を庇かばい姿勢を低く駆かけ、私兵隊長のライリーがいる次の土囊へ滑すべり込む。うんざりとした顔で、撃ち尽つくした四つの拳銃を装弾。

「なぁ、隊長さん……オヤジたちゃまだ来ないのかい？　ほんっと、こんなひどい戦いくさは久しぶりだよ。ヴェルダンのあたりを思い出しちまう」

「おいおい、第一次大戦のか？……いや、そうか、確かお前も魔人だったな」

「ああ。なんかフツーの魔人と違ちがって、こっちの方が性しように合ってるみたいでね」

　ザジは、ちらとだけ顔を覗かせると、あとは背中を向けたままの肩かた越ごしのブラインドショット。全弾が銃じゆう架かに付いた向こうの兵を打ち倒たおしていく。弾幕が途と切ぎれた瞬しゆん間かん、ライリーはアサルトライフルを土囊に載のせて掃そう射しや、すぐに代わりの人員が銃架に付くが、次の弾幕が来る直前に土囊に隠れる。

「ふふっ……カムダニアの時にわかってはいたが、つくづく魔人というものは敵に回したくないもんだ」

「オレたちだって、無む駄だに殺そうなんて思っちゃいないよ。でも、ま、無駄にチカラがあるのも事実でさ。暴れるのはやっぱ楽しいね。でもってこんな、後あと腐くされなく暴れられるゲーム思い付いてしまうんだから……うちのオヤジもすごいけど、あの鈴蘭って人はさすが大したもんだと思うよ」

　新たに私兵がその土囊裏へ駆けてくる。

「隊長、Ｂ３隊も壊かい滅めつしました。残るは我々、Ｂ１隊のみ」

　たんっ！

　銃声。そして青白い爆ばく炎えんがその私兵の頭で炸さく裂れつし、ベレー帽ぼうを吹ふき飛ばす。

「そう次から次に兵隊が転がり込んでちゃな！　指揮官がいますって宣伝してるようなもんだぜ！」

　真横、肉声が届くほど近くにまでリュータ・サリンジャーが接近してきていた。気付けば既にそれほどまでの劣勢。いよいよとどめを刺さしにかかってきたのだ。

　ライリーは転がり、ザジは跳ちよう躍やくでその場を回かい避ひ、仲間がいる後ろのバリケードへ後退する。

　しかし、

「斥せきっ!!」

　銀の小こ杖づえを向けたクラリカの一声で、そのバリケードは後ろに隠れていた全員もろとも、突とつ風ぷうに殴なぐりつけられたように吹き飛ばされる。

「いやぁ、たぁのしいっすねぇ～！」

　無防備に転がり出たアルハザン側の人員に対し、笑いながらモーゼルの弾たまを撃ち込んでいくクラリカ。

「……マジかよ姉さん……邪じや悪あくすぎるだろその笑い方。確かあんた、元神しん殿でん協会の人じゃなかった……？」

　言いながらザジは、十字砲ほう火かを浴びせてくるリュータとクラリカへ二丁拳けん銃じゆうで応戦。生き残っているライリーたちを、さらに後方へと逃にがしていく。

「ま、あたしは昔っからこんなだったっすけどねぇ。汝なんじ、無駄な抵てい抗こうをすることなかれ♪」

「てめえさえ倒せば、センター前広場はもうアウトだ……覚かく悟ごしやがれ！」

　瞬間、距きよ離りを詰つめたリュータが抜ばつ刀とう、峰みねに返して叩たたき付けてくる。

「ちっ!?」

　両手にしていた銃、その片やを叩き落とされザジは舌打ち。痛みに視線がぶれた一瞬、クラリカが叫さけぶ。

「天に召めしませッ!!」

「日本語がおかしいですッ!!」

　ばぁんっ、と鋼板の響ひびく音。モーゼルから放たれた大口径ショック弾頭は、ジュラルミン板のように銀光眩まばゆいミスリル製の防ぼう盾じゆんに防がれる。

「婦警さん、ようやっと来てくれたかい！」

「はい、間に合ってよかった……！　ここは本官が防ぎますから、あなたも早く後ろへ！」

　目を丸めたクラリカが、反則だと言わんばかりにまくし立てた。

「なっ……なんで機動隊っすか!?　みんな兵隊の格好なのになんで一人だけ機動隊っすかっ!?」

「警察官ですから！」

　……。

　……にへら。

「あーあ、また随ずい分ぶんと安易なキャラ付けっすねぇ……」

　ぶちっ！

「〝す〟で個性を発揮してるだけの〝す女〟のあなたに言われたくありません!!」

　びしゃーん!!

「天に召されて地じ獄ごくに堕おちろ本官女ぁああああああああああっ!!」

「侮ぶ辱じよく罪で殺す刑けいっ!!」

〝美奈子殿どの、美奈子殿……〟

　美奈子はなだめるような声の岡丸を振ふり回し、銃じゆう弾だんを盾たてに防ぎながらの猛もう突進。クラリカも負けず銃に魔ま法ほう、徒手格かく闘とうを交えての大乱らん闘とう。

「お、お～い、クラリカ～……って、聞いちゃいねえ……ったく」

　リュータが頭を搔かく。

　勝ち戦いくさにおいてどうしても生まれる余よ裕ゆう。図らずも美奈子とクラリカがもたらした、緩ゆるんだ空気。その隙すきを見み逃のがさない。

（……）

　ヒデオはただ無言のままドットサイトの光点をリュータに合わせ、ＭＰ５を狙ねらい定める。エアガン故ゆえに力はいらない。ストックを肩に、その瞬間息を止め、なんの感情もなく引き金を……。

「っ!?」

　だがそれが幾いく多たの実戦で培つちかわれた勘かんというもの。サイトのレンズに反射した光を視界の端はしに捕とらえた瞬間、リュータが反射的に身をかわす。さすが動きは速い。ヒデオは電動ガンの持つ連射力をして、引き金を引いたまま照準を追う。数発は捕らえるが、マントをして弾はじかれる。身体からだにまではショックが伝わっていない様子。

「……へへっ、まさかそっちから来てくれるとはな、ヒデオ！」

　見つかった瞬間、ヒデオは頭を低くしていた。見えてからでは遅おそいのだ。案の定、ひゅん、きゅん、と弾丸が空を切り裂さく音が頭上をかすめ飛ぶ。慣れた連中というのは、まるで呼吸をするように抜ぬき、狙い、そして撃うってくる。素人しろうと目には反応不可能なほどに速い。しかも向こうは実銃仕様。弾丸もまた、ＢＢ弾のように見えはしない。

「こっちの方はイマイチかい、優勝候補」

　右みぎ隣どなりのザジがくるくると回したリボルバーを、顔を出した瞬間向けて静止。クラリカとリュータへ速射。そしてカバー。

「動きを止めてくる。援えん護ごを頼たのむぞ」

　タイミングを計って左隣の翔希が飛び出した。数あま多たの弾丸が降り注ぐ中、まずは美奈子の加勢に入る。

「俺のことも忘れるなよ、クラリカ！」

「ま──────────た翔希さんっすか!?　強すぎるから嫌きらいっすよ！」

　堪たまらず飛び退のくクラリカの元へ、今度はリュータが加勢する。

「面おも白しろくなって来やがったぜ！」

「やるか、リュータ!?　俺は強いぞ！」

　翔希が屈くつ託たくない笑えみと共に向けた漆しつ黒こくの剣けんの腹、リュータは同じく日本刀の峰を向ける。

「噂うわさの勇者、一度サシでやってみたかったぜ!!」

　だがさすが勇者、わずかの一合、二合だけでリュータは劣れつ勢せい後退を余よ儀ぎなくされる。クラリカがリュータへと援護射しや撃げきすれば美奈子がそれを防ぎ、お返しとばかりにヒデオたちが弾たまをばらまく。

「どうした、そんなものかリュータ!?」

　翔希の言葉に、にぃっ、と確信犯の笑みが浮うかぶ。

「ああ、元から勇者に勝てるほどの自信はねえぜ!?」

　瞬間クラリカとアイコンタクト。二人で一気に飛び退き距きよ離りを置く。リュータはあからさまな劣勢を装よそおうことで、翔希たちに深追いさせたのだ。

「あっ……翔希さん!?」

「しまった……！」

　美奈子と翔希も瞬時に状じよう況きようを判断、背中合わせとなって美奈子は盾を、翔希は魔マジ導ツク障シー壁ルドを。

　ゴタゴタの間に外周を覆おおっていた魔殺商会の戦闘員らが、ぽつりと置き去りにされた二人へ向けて銃口を集中させていた。

「かませえっ!!」

　リュータの号令で一いつ斉せい射しやを開始。刹せつ那な、

「はい、残念賞～」

　突とつ如じよ空から降りてきたエリーゼが、光と共にミスリル銀のヴェールを全方位展開。数百発もの一いつ切さいの銃弾を防ぎきる。

　そしてヴェールを横に長く展開、完全無欠のバリケードを築き上げる。

「なんだそりゃ、卑ひ怯きようじゃねえか!?」

「はあ？　戦場に卑怯もクソもあるかバーカ。勝てばいいっつーの！　わたしが勝てば！」

　けたけたけた、とエリーゼがリュータの言葉を笑った。

「あ……あの社長、あんな笑い方する人だったっすか……。あたしあの時翔希さんに倒たおされて正解だったっすね……」

「くっそ、とりあえず一いつ旦たん下がるぞ！」

　冷や汗あせしながら、クラリカとリュータが魔殺商会側のラインまで後退していく。

　壊かい滅めつ寸前、再度工業区の手前まで追い込まれていたというのに。いや、その絶望的劣勢であったからこそ、兵士たち、その愛らしき女め神がみの姿に希望を見み出いだし、瞬またたく間に士気を取り戻もどす。

「助かりました、社長……！」

「お待ちしてましたよ！」

「社長がいれば百人力です！」

　ネズミのように隠かくれていたボロボロのバリケードや塹ざん壕ごうから一いつ気き呵か成せいに飛び出してきて、ヴェールの前に整列。真新しい、無欠の防衛ラインを構築する。ヒデオもまたその一員として、銃を構え直す。

「う～、悔くやしいっすぅ！　あと一息だったっすよ!!」

「……ま、いいんじゃねえか？」

　リュータが不敵な笑みを浮かべた。

「主力が出て来たって事は、いよいよ向こうも後がねえってことだ……。残念だぜ。なあ、ヒデオ」

「……」

「受付で会ったそのときから、俺はお前との一いつ騎き打うちを楽しみにしていたんだがな……どうやら、そんな吞のん気きな事はさせてくれないらしいぜ？」

　音。

　無数の音。

　無数のクルマの列。十台、二十台、三十台。それぞれに人員を乗せた魔殺商会側の軽車両、新たな増ぞう援えんが次から次へと広場に滑すべり込んでくる。しかも車しや載さい火器は今までの重機関銃ではなく、グレネードガン。手しゆ榴りゆう弾だんを自動で吐はき出し続けるような、悪あく魔まの口。各チームが個々の小銃の他ほかに、分隊支援用の軽機関銃を装備している。

「大人しく降参すれば、少なくとも痛い目は見なくて済むっすよ～。もっともあたし個人としては、地じ獄ごくのフチまで抵てい抗こうして欲しいっすけどね！」

　新たな弾だん倉そうを叩たたき込んだクラリカが、エリーゼに負けぬ笑みを浮かべる。

「結局のところ戦いくさは数……即すなわち戦は、火力だぜ。守りに来るにしても、数くらいは揃そろえてくるべきだったな……！」

　と、リュータが手を挙げる。敵は攻こう撃げきのために、それを見た味方は応戦のために、一斉に銃じゆうを構える。緊きん張ちようが走る。それが振ふり下ろされようとした刹那……。

「何勘かん違ちがいしてるワケ？」

　エリーゼが、さらに凶きよう悪あくな笑みで吐き捨てた。

「守りに来た？　へえ、バッカじゃないの？　わたしたちは攻せめに来たっつーの」

「なん……だって……？」

　気付いたリュータが口くち籠ごもる。

　聞こえてきていた。

　こちらの背後からも。

「な、なんすかこの音……？　地鳴り……？」

　ヒデオは深く安あん堵どする。

　大音量のスピーカーを通したウィル子の声が、通りの向こうから響ひびき渡わたった。

《戦は火力!!　なるほど、大いに結構なのですよー！　ならばこの電子の精せい霊れいが見せてやりましょう、真の火力というものをッ!!》

　ヒデオたちが命いのち懸がけで守った大通りの向こうに、それはゆっくりとその姿を現す。

「な……」

　巨きよ軀くにして異様。

「あ……アホだ……」

　鈍どん重じゆうにして堅けん固ご。

「あいつら、本気であんなもの……」

　しかして最強と呼ばれた、鋼鉄の虎とら!!

「っ!?　伏ふせろぉおおおおおおっ!!」




　ぱがぁんっ!!
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「……え!?　なに!?　リュータ、うるさくてよく聞こえないよ！　虎が出たって!?」

《タイガーだ！　ティーガーⅡ、ケーニヒス!!　あいつら戦車出して来やがったっ──!!》




　ぽろ、とインカムを取り落とした。




　慌あわてて拾い直し、

「さっ……サバイバルゲームだよっ!?」

《俺が知るかあいつらに言え!!》

　混乱し揺ゆれまくるカメラの映像には、確かにそのような巨きよ大だいなシルエット。しかも三台、猛もう火かを咆ほう哮こうし、人も車両もバリケードもみんなみんな蹴け散ちらしていく。

「どっ……努力と！　友情と！　勝利と！　あと……！」

《無理無理無理無理無理っ!!　とにかく逃にげ……うおわああああああっ!!》

　無線機がやられたのか、リュータ本人がやられたのか、轟ごう爆ばくの音と共に通信が途と絶だえた。

　だがそのとき吉きつ報ぽう走る。

《やりました鈴蘭様！　南進部隊は先頭集団が敵てき陣じん地ちへ到とう達たつ！　クリアです！　これより総攻撃を開始します！》

　しかして凶きよう報ほうも駆かけ抜ぬける。

《総そう帥すい、敵の攻撃部隊にラインを突とつ破ぱされました！　これ以上は侵しん入にゆうを完全には防ぎきれません！　増援をお願いします！》

「せっかくエルシアさんとカッコに、自然区の方を一いつ掃そうしてもらったのに……！」

　初得点は両軍ともにほぼ同時。屋や敷しきを取り囲む森林地帯の防衛ラインからは、先さき頃ごろからひっきりなしの銃声が響き渡っていた。山頂からの重じゆう火か砲ほう支し援えんは既すでに止やんでいたが、そのダメージはボディブローのように長く尾おを引いていた。消しよう耗もうした防ぼう御ぎよ部隊の回復は追い付かず、庭先には、クリアによって歓かん声せいを上げる敵プレイヤーらの姿が続々と現れ始めている。

　軍師は、じっ……と目を伏ふせていた。

「……アーチェスは、よくできた指揮官なの。さすがは、ゲリラ戦のプロというだけのことはあるの。かからざるを得ない陽動も、その隙すきに打って出るタイミングの読みも、全すべて、完かん璧ぺきだったの」

「じゃ……じゃあ榴りゆう弾だん砲ほうは囮おとりだったっていうの……!?　手て薄うすになったセンター前広場を陥かん落らくして、中央突破することが真の目的だった……!?」

　目的のためならば多少の犠ぎ牲せいは厭いとわない……なるほど、あの場で彼が述べた言葉は事実だったらしい。あれほどの威い力りよくを持った砲ほう撃げき隊たいさえ目的のためには使い捨ててしまう、その思い切りの良さ。

　だがこちらが向かわせた山頂の部隊を取って返させるには、今少し時間がかかる。しかしようやく敵陣に食くらい付いた貴瀬とみーこたちを、いま引き上げさせるわけにもいかない……！

《緊きん急きゆう報告!!　敵の第二派が中央区方面へ向け、エリーゼ興業本社を出発しました！　これが本隊だと思われます！　千人近い大部隊です!!》

「くっ……！」

　鈴蘭は歯は嚙がみする。このままではそれら津つ波なみのような怒ど濤とうが、一直線にここまで到達してしまう……！

　だが次の瞬しゆん間かん、リップルラップルがかっと目を見開いた。

「……この時を、待っていたの。そう……敵の主力が全て出で払はらう、この時を……！」

　扇おうぎを振ふりかざし、鈴蘭へ力強く告げる。

「こんなゲームにマジになっているのはお互たがい様だということを、今こそ思い知らせてやるの……！」

「うん！　その通りだよ！　私たちはいつだって真しん剣けんで、真ま面じ目めに卑ひ怯きようで、どうしようもなくそれを楽しんでいる悪の組織だ!!」

　鈴蘭は奪うばい取るように手にしたマイクへ向け、叫さけぶ。

「準備はいいか蚊かトンボどもっ!!」

《ヤー!!》

《いつでも行けます、総帥!!》

《待ちくたびれちまったところですっ!!》

　ああ、そうとも。勘かん違ちがいをするな、理想に燃えるゲリラ諸君。私たちはただの悪党の集まりではない。

　一から十までが一糸乱れぬ、悪の組織だ！

「お前たちが切り札ジヨーカーだ！　さあ、悪あく魔まの羽音をかき鳴らせ!!　ありったけの弾たまとプレイヤーを脳天から直じかに叩たたき込んでやれ!!　目標、敵陣地エリーゼ興業本社!!　ヘリコプター隊、全機発進ッ──!!」
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《にはは、あらかた綺き麗れいになったのですよー！　人がゴミのようでした!!》

『０１』とナンバーを振られた車両からの声。『０２』『０３』ナンバーの無人重戦車が鈍にび色いろの巨きよ軀くを揺らし、鋼鉄の無限軌き道どうを路面に刻みつけながら広場を蹂じゆう躙りんする。危機的であった敵車両による包ほう囲い網もうも、それら長大な主砲がただ数発吠ほえただけで片付いた。

「はあぁ……本官、戦車を見るのは初めてなんですけど、すごい迫はく力りよくですねぇ」

〝鋼鉄の騎き兵へいとは、言い得て妙みようでござるな……〟

「けどこれって確か、昔のドイツの戦車じゃなかったか？　どうせ一から作るんなら、なんでもっと最新の……」

　言う翔希の耳を、エリーゼがきりりと摘つまみ上げた。

「そんな最新の現行型の設計図がどこに流れてるって？　費用は誰だれが出してくれるのかしら？」

「いててててってっ！　わかった、わかったから放せ……！」

「ふん。大体ね、そうは言ってもこの三台は、現時点で世界最強の戦車なのよ。アルミとミスリルをたっぷり使ってるからオリジナルより二十トン近く軽いし、砲ほう塔とう旋せん回かいだって高速だし、弾は自動装そう塡てんだし、エンジンも最新のジーゼルターボで環かん境きように優やさしいし」

　ヒデオは、愉ゆ快かいそうにぐるぐる砲塔を回し、敵を探すそれらを見み詰つめながら。

「……形が、キングタイガーであるだけで。中身は別物」

「そういうこと。まあ問題があるとすれば、今の状態じゃウィル子にしか使いこなせないってことかしらね」

　時間がなく、戦車兵の経験者もいなかったので操縦デバイスは全て省略。代わりにウィル子が設計した電子制せい御ぎよユニットが搭とう載さいされ、三台ともがウィル子による操縦だった。

[image: ]

《これなら何十台かは楽勝です！》

　ヘリコプターすら、ラジコンで飛ばせる時代である。戦車など言わずもがな。今回はそれが、１／１のフルスケールだったというだけの話。聞けば操縦自体は、四輪を超ちよう高速でフル制御する聖魔グランプリの時のランエボよりも、ずっと易しいことらしい。

　走行、索さく敵てき、照準、ｅｔｃ……本来、戦車というものは何名かが協力して初めてその真価を発揮するものだが、ウィル子だからこそ全てを一いつ括かつで集中管理し、よく訓練された戦車隊のように連れん携けいさせて操あやつることが可能なのだ。

「しかし。それだけの、技術であれば。オリジナルで設計しても、よかったのでは」

　ヒデオが聞くと、エリーゼが肩かたをすくめた。

「ま、それもできるんだけど……オリジナルの戦車が二、三台あったって、誰も買わないでしょ？」

「いえ……オリジナルでなくても誰が買うんですか、こんなもの……」

　軽くひいた美奈子に。

「あたしの知り合いの精せい霊れいにね、大好きなのがいるワケよ。元々はその子に言われて、技術モデルとして試作してただけなんだけどね。もっときちんと作り込めば、その子ならアシの出ない値段で買ってくれると思うわ」

　精霊の世界も何かと広いらしい。

《一台くらいウィル子にくれないのですか～？》

「いいわよ。大負けに負けて一台二百億円」

　横で聞いていた美奈子と翔希が、休きゆう憩けいに飲んでいたドリンクを噴ふき出した。

《あー……現金でなければ、なんとかなりますが》

「だったら現金で寄こセ、この極ごく悪あく電子ウイルス。うちの会社の口座に泥どろ付けんナ」

　やがてガーベスの乗った車両を先頭に、彼が率いる突とつ撃げき部隊が続々と広場を駆かけ抜ぬけていく。

「んじゃ、オヤジ。俺もガーベスたちにくっついてくよ」

「ええ、よろしくお願いします」

　今後の展開を打ち合わせ、ザジと別れたアーチェスがやってくる。

「やあ、どうも。皆みなさんお元気そうで何よりです。大事はありませんか？」

「ふん、あんなザコばっかりじゃ話にならないわよ。ここから先はどうするの？」

　エリーゼが傾かたむき始めた日の加減を見る。

《午後三時を過ぎたのですよー》

「一参加者としては、そろそろクリアする態勢に入っておきたいところだな」

　翔希の言葉で、視線は指揮官、アーチェスへ集中する。

「ええ、ご安心ください。元より聖せい魔ま杯はい参加者である皆さんにはそうしていただくつもり……」

　言いかけたアーチェスが、眉まゆをひそめた。

　こんな晴天の日に、雷らい鳴めいが唸うなるようにドロドロと空が轟とどろいていた。

「なんですって……まさかっ……!?」

　彼と同じく、勘かん付いたライリーがその方角を睨ねめ付けながら言う。

「……何度聞いても嫌いやなもんだ、敵として現れるのは」

　戦場に身を置いた者たちだからこそ、聞き覚えがある。彼らだからこそ、それが戦場においてどれほど有効的で、恐おそろしいものかを、身を以もつて体験している。

　ビルの谷間を縫ぬうように現れたのは、大型の輸送用ヘリコプターの群れ。小型の双そう眼がん鏡きようを覗のぞきライリーが言う。

「Ｍｉ－８十機に、イロコイ二機……旧式だが東西の機体の混成団とは、全く目茶苦茶な連中だな。一往復三百点のタッチダウンだ。アーチェス、手はあるか？」

　軽く息を吞みながらかぶりを振ふる。

「……いいえ、ライリーさん。あれは想定外です。しかもタイガーを出した時点で、私の策は尽つきています」

《そのタイガーがあるのです！　ウィル子なら充じゆう分ぶん狙ねらえるのですよー!!》

　と、キングタイガー三機の主砲がＣＩＷＳにも匹ひつ敵てきする速度でその方角を振り仰あおぐ。ヒデオは咄とつ嗟さに言った。

「いけない。だめだ、ウィル子」

《なぜですかマスター!?》

　続けてアーチェスがまくし立てる。

「相手が航空機では話が別です！　あの高度から墜つい落らくさせたりすれば、少なからず死人が出てしまいますっ！」

《う……》

　あの組織のことだ、恐らくはそこまでも計算尽くなのだろう。

　のみならず速度は時速二〇〇キロから三〇〇キロ。道路も必要としないため、トラックなどとは比べものにならないほど速い。

　拠きよ点てんを空にしてから日にち没ぼつまでの時間を、極力少なく取ることだってできる。ゲーム終しゆう了りようの日没ギリギリまで粘ねばった防衛要員すら、使い捨てではなく勝利の旗として送り届けられるのだ。方々で行き倒だおれた者たちでさえ、トラックなどで走り回るよりも高速に回収し、エリアへと運び込むことができる。

　一同が良い案もなく手をこまねく中、いよいよヘリの一団は頭上を過ぎ去り、エリーゼ興業本社の方角へ。

「あ……小さい方が、こちらに戻もどってきますよ！」

「!?　身を隠かくせ、ミニガンを積んでいるぞ!!」

　ライリーの声で全員が走り出す。急降下で接近してきたイロコイ二機が、挟はさみ込むように広場の上を旋せん回かいし始める。こちらがトーチカに擁ようしていたトイガンではない。キャビンに積まれている本物のガトリング銃じゆうが地面を切り裂さくような猛もう火かをして、ヒデオの眼前を駆け抜ける。

「っ……！」

《マスターっ!?》

　あまりに至近距きよ離りだったため、目に光が焼き付いた。耳鳴りもひどい。だがとにかく立ち止まることだけはできないと判断したヒデオは、半ばのパニック状態のまま走り出す。

　しかしそれは仲間たちとはあらぬ方向。

「ヒデオさん、戻ってきてください！　こっちです!!」

　悲鳴のような美奈子の声も、執しつ拗ようにヒデオを狙ねらい始めたヘリの羽音、弾だん雨うの嵐あらしに搔かき消されてしまう。アーチェスが指揮車へと駆かけながら叫さけぶ。

「ここは見晴らしが良すぎます！　みなさん、居住区の方へ！　ヒデオ君が注意を引きつけてくれているうちに、敵のエリアへ向けて走ってください！　私が彼を拾ってきます!!」

「だったら本官が運転します！」

　同じく美奈子が指揮車両へと駆け込んだ。

《ならウィル子も……！》

　強い瞳ひとみでアーチェスは首を横に振る。

「先ほどエルシア様やヴィゼータさんたちが敵本ほん陣じんへ向かったという報告を受けました！　あなたは突とつ破ぱ力の要かなめです、このまま皆みなさんと一いつ緒しよに敵陣地を攻せめ落としてください！」

　美奈子も首しゆ肯こう。

「ヒデオさんのことは本官たちに任せて！」

《わっ……わかりました！　マスターを、よろしく頼たのむのですよー!!》

「はい、大だい丈じよう夫ぶです！　任せてください！　今度は本官が、ヒデオさんをゴールへと送り届ける番です……!!」

　ギアを叩たたき込み、アクセルを蹴けっ飛ばす！
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「はぁ、はぁ、はぁ……」

　気が付けばヒデオは、目指すべき方向とは大きく逸それた場所を走っていた。しかも最悪なことには、周囲に見えるのはビルの木立。方々で闊かつ歩ぽする魔殺商会側の兵員たち。ヒデオは、商業区の街並みの中をさまよい歩いていた。

　ゴミステーションの陰かげにうずくまり、狭せまい空を見上げる。ヘリの音が離はなれない。どうにか見失ってくれてはいるが、まだマークされているらしい。

「はぁ……はぁ……」

　たかがプラスチックのエアガンが重い。たかがバックパックが重い。厚手の野戦服が暑苦しい。

　全すべてうまくいっていたはずなのに、ここにきて、いざ敵陣へという肝かん心じんなときになって……何をやっているんだ、自分は。

　リリーを倒たおすことが目的ではなかったか。それこそが優勝候補という余よ裕ゆうの座をかなぐり捨ててまで、この小大会に首を突つっ込んだ理由ではなかったのか。

　もう、それどころの話ではない。

「いたぞ、川村ヒデオだー!!　こっちにいたぞー!!」

「くっ……」

　短機き関かん銃じゆうをトリガーを引いたまま薙なぎ払はらい、牽けん制せいしつつまた走り出す。時計を見るまでもなく、もはや日は朱しゆに染まり始めている。そうだ、休んでいる場合じゃない。

「追えー！　逃にがすなー！」

「撃うて撃て撃てー！」

「魔ま眼がんのヒデオを倒した者には、金きん一いつ封ぷうとの会長からのお達しだ!!」

　何が魔眼だ吹ふいていろ。

　負けるな。足を休めるな。集中しろ。弾たまを叩き込め。前へ、前へ、前へ進め。

「観念しろ、袋ふくろのネズミだ！」

「っ……」

　交差点を折れたところで、敵のバリケードに遮さえぎられる。

「はあ、はあ……」

　だが、いける。いけるはずだ。行かなければ。敵ももう大勢が得点のためにゴールへ向かい始めている。障害ではあるが、守りについているのはただ三人ではないか。後ろからはようやく五人。

（……まだ、やれる）

　否いな、やらなければ。

　ヒデオは背をかがめ、姿勢を低くしながらバリケードへ突とつ進しんした。何発かは喰くらう。だがエリーゼが仕立ててくれた、ミスリル銀混入織布の野戦服は重い代わり、そのショックをよく和やわらげてくれた。

　完かん璧ぺきではない。被ひ弾だんした場所は血流が滞とどこおったように重く痺しびれ、頭はぼうっとするが、おかげで余計なことを考えられなくなる。ただバリケードを飛び越こえ、その裏から守りの三人に弾を撃ち込み、追ってきた数人へ応戦する。

「はぁ、はぁ……」

　ＢＢ弾の強みだ。下手な鉄てつ砲ぽうでも、千発入りドラムマガジンのおかげでなんの気き兼がねもなく弾をばらまける。リロードの隙すきすらない。既すでに佳か境きよう、実銃仕様の敵は瞬またたく間に弾切れを起こし始めていた。ヒデオは背を向け、また走り出す。

　そうだ、まだ勝機はある。敵の障害が何重にあろうとも、いま突破できたではないか。なら次も突破できるはずだ。なら障害の数だけ、それを繰くり返せばいいだけの話だ。クリアまで続ければいいだけの話だ。

　気を、強く持て。

　もうあの日の自分ではない。気を強く持て。

　一ブロック進んだところで、今度はピックアップトラックが目の前の交差点に。後ろからは同じくワンボックスカーが。そして再び頭上に現れたヘリコプターに、捕ほ捉そくされる。

「はぁ、はぁ……」

　なるほど、楽しいわけだ……とヒデオは思った。映画や漫まん画がで、窮きゆう地ちに陥おちいった主人公やなんかが、ときとして不敵な笑え顔がおを見せる理由。

　笑うしかないのだ。あるいは……そんな逆境を乗り越えることを想像できれば、それは楽しいに決まっている。それに見合う強さを持ちあわせているのなら、そんな己おのれのあまりの誇ほこらしさに笑いたくもなるのだろう。

　だが自分は生あい憎にくと、生来の鉄てつ面めん皮ぴだ。訓練はしたが誇れるほどのものでもないことも、よく心得ていた。

　車上、重機関銃のトリガーに指をかけた覆ふく面めんが言う。

「愚おろかな選せん択たくだったな、川村ヒデオ！　大人しく鈴蘭様に従い、魔殺商会に与くみしていればよかったものを！」

　そうなのだろうか。自分は間ま違ちがったのだろうか。

（否……）

　考えるな。今はその時ではない。

「さらばだ魔眼！　裏切り者に制裁を!!」

　前後よりＭ60のトリガーが引かれようとした刹せつ那な。

「喰らいなさいっ!!」

　美奈子だった。ドリフト気味に滑すべり込んできた指揮車両が勢いよくピックアップに体当たりをかまし、

「ヒデオ君、早く！」

　後席のスライドドアを開け放したアーチェスの声に向かい、ヒデオはダッシュした。なりはワンボックスカーでも、装そう甲こう板ばんを施ほどこされた車体は堅けん牢ろう、掃そう射しやの嵐あらしを受けてもビクともせずにまた走り出す。

　ルームミラーに、美奈子の心配そうな視線が映る。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ヒデオさん……!?」

「はぁ、はぁ、なんとかっ……、しかし、ご迷めい惑わくを……」

「何をおっしゃいますか、ヒデオ君。あなたがああやってヘリの注意を引きつけてくれたおかげで、あの場にいた全員が無事に敵のエリアまで進むことができたんです」

　そうか。ならばよかった。

　結果的にだが、少しは役に立ったらしい。

　そのヘリコプターは、未いまだ上空にうるさく張り付いている。しかしショック弾による銃じゆう撃げきでは効果無しと踏ふんだのか、あるいはバルカンはものすごい勢いで弾薬を消費する。弾切れになっているのかも知れない。

　滴したたる汗あせを拭ぬぐい去り、ヒデオは聞いた。

「……戦せん況きようは」

「お互たがいに、千名前後がクリアしています。まだまだ予断を許さない状じよう況きようですが……敵も、もう策は残っていないでしょう。ここから先は各員の健けん闘とうを祈いのるしかない、と言ったところですね……」

　そうか。

　ヒデオはぐったりと息をついた。

　自分が思っていたより、ずっと長く逃にげ回っていたらしい。もう時間がなかった。このままゴールに向かわなければならない。

「……ヒデオ君。一つ、聞いてもよろしいでしょうか」

「何、か……」

　ヒデオがそちらへ向くと、アーチェスが俯うつむき加減に、夕日を反射する眼鏡めがねを押し上げた。

「これは……あなたが視みた未来なのですか？」

　小大会は終わりを迎むかえようとしている。

　美奈子の運転する指揮車は、閑かん散さんとなった街並みを夕日へ向かい、敵エリアのある西へ西へと進んでいく。

「……」

　あれだけの確信を持って臨のぞんだのに。クリアできなかった参加者は聖せい魔ま杯はい失格というルールからみて、ともすればここで優勝を決められるのではとさえ踏んでいたのに。蓋ふたを開けてみれば。自分のしたことと言えば。

　……責められるのも当然か。

「あ、いえ、気を悪くしたのならすみません。純じゆん粋すいな私の好こう奇き心しんからでして……」

　アーチェスが取り繕つくろう風に、慌あわてて手を振ふった。

「……あなたが私に味方してくれなかったら、そもそもこの小大会、勝負にもなっていなかったんですから。あなたには感謝してもしきれません」

（……）

　なら……。

　いいではないか。彼もこう言ってる。負けはしなかったのだから、いいではないか。

「……」




　……いいのか？




　負けなかったからなんだ？　負けないために参加したってなんだ？

「……リリーさん、たちは」

「それが、わかりません。先さき頃ごろヘリで陣じんを出たという報告はありましたが……こちらももう、防衛隊も偵てい察さつ隊もクリアへと向かわせてしまいましたので」

　空の上では、手は出せない……か。

　車しや載さいラジオからは、霧きり島しまレナの元気な実況が聞こえてきていた。

《さあ、この平和な都市を沸わきに沸かせ戦火の坩堝るつぼに叩たたき込んだクロスフラッグスも刻一刻と終しゆう了りようの時が近付いて参りました！　現在、魔殺商会チームは一一六四点、対するアルハザンチームは一二八七点とアルハザンチームが一歩リード！　ですがまだわかりません！　日にち没ぼつまで残り一時間にして両軍とも陣地を空にしたことにより、ここから先は、純粋にどれだけ多くのプレイヤーが敵エリアに辿たどり着けるかが勝負の鍵かぎと……》

　終わるのだろう、このまま。

　去来するのは敗者の心象。

　この都市を訪おとずれてより、幾いく度どとなく勝機を模も索さくし、勝機を見み据すえ、それを重ねてきた。だが今回初めて、それら全すべてが的を外した。

　強すぎる相手だからこそ、みんなで協力すればそこに勝機が生まれると思った。そして自分がかき集めたチームは、アーチェスも、エリーゼも、ウィル子も、みんなみんな、全力を尽つくしてくれた。

　だがそこまでしてなお、倒たおせなかったとなれば……やはり強いのか、聖せい魔ま王おうという存在は。いや、強いのだ。彼女が結束させた仲間たちの存在は。

（……）

　ならば読みは、自分の判断は何も間ま違ちがってなどいなかったのではないか。純粋に彼女たちの方が強かったというだけの話ではないか。

　ならば次に彼女たちと当たるとき。自分は、聖魔王を……あの鈴蘭たちを相手にどう挑いどめばいい？　考えなければ。聖魔王、名護屋河鈴蘭を打ち破る術。いつかまた干かん戈かを交えるそのときまでに、策を用意しておかなければ。

　とりあえず、今日はもう終わりだ。

　そうだ、焦あせっても始まらない。負けはしなかった。それでいい。それでよしとしなければならない。負けなかったんだから、次はある。

（……）

　疲つかれた。

　ヒデオはシートに全身を預けた。乗り込んでからも無意識のうちにずっと握にぎり締しめていた銃を、ようやく気付き、諦あきらめるよう膝ひざの上に……。

「きゃっ!?」

　大通りを居住区に入った途と端たん、美奈子が悲鳴と共に急ブレーキをかける。一機のヘリコプターが、突とつ如じよとして目の前に急降下してきたのだ。

　何事かと三人が固かた唾ずを吞のんで見守る中。

　ローターの暴風に髪かみを押さえながら降りてきたのは、肩かたからアサルトライフルを提さげたミラーグラスの女だった。

「さあ、始めようかヒデオくん!!」

「っ……」

　何を……？

　ヒデオは目を見張ったまま、呆あつ気けに取られていた。

（何をっ……）

　もうお互たがいにクリアすれば済むだけの話の中、彼女は何を言い出すっ……!?

「私も最初は勘かん違ちがいしていたんだ！　もし君と勝負することになったら、どう戦えばいいかわからなかった！　ひょっとしたら、君がアーチェスさんに味方した時点で、私たちはここまでなんじゃないかと思っていた！」

　でも、と。彼女は自じ嘲ちようがてらにかぶりを振る。

「でも違った！　だって私は、『宿命』なんて信じない！　私にあるのは、私が信じた先に生まれる『運命』だけだ！　一対一では、君の未来視に負けるかも知れない！　でもチーム対チームであれば、『宿命』なんてきっとチームという濃のう度どの中に平均化されてしまう！　だから私は思ったよ！　このクロスフラッグスは未来視っていう絶大なバックアップを持った君に対し、同程度の運命を整えて挑むことができる、唯ゆい一いつのチャンスなんだってね!!」

　そんな！

　それは、誰だれが言った言葉だった……!?

「君が視みた宿命、私たちは、私たちの運命で押し潰つぶしてみせる！」

　リリーが指を鳴らすと、ヘリのキャビンからはリュータが、エルシアが、クラリカが、ヴィゼータが。

　ヒデオは青ざめ、総毛立ち、震ふるえ上がった。

　そして彼女が投げ捨てたミラーグラスは、風に乗り、天高く舞まい上がり。

「こんなに楽しかった最高の小大会、私たちが戦わないなんて噓うそでしょ!?　だから、さあ始めよう!!　未来視のチカラを見せてみろ!!　クロスフラッグス、ラストバトルだっ──!!」
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　　　　⑦




「後退バツク!!」

　アーチェスの叫さけび声と同時、美奈子がギアを切り替かえアクセルを底そこ突つきさせる。だが同時、先ほど美奈子がそうしたように後ろから猛もうスピードで滑すべり込んできた車両がその動きを封ふう殺さつ。

「ディアブロっ!?」

　美奈子の声に応こたえたのは、犬歯を見せて笑う男。

「さすがにハチロクでなければ動きは鈍にぶいか、ダンシングクイーン!!」

「くっ！」

　美奈子が再度動きを見せようとする前に、黄色い悪デイ魔アブロはその場でスピンターン一発、距きよ離りを置いたところで貴瀬がＭＰ７を掃そう射しや。ショック弾だん頭とうではなく、実弾でタイヤを撃うち抜ぬく。

（その、ためにっ……）

　ヒデオは気付く。

　あのヘリからの銃じゆう撃げきは、偶ぐう然ぜんではなかった。狙ねらって自分だけを仲間たちから遠ざけた。執しつ拗ように付け回しながらも攻こう撃げきが緩ゆるかったのは、こうして待ち伏ぶせする機会を窺うかがうためだった。

　自分がリリーをこの小大会で倒たおそうと考えていた以上に、リリーは徹てつ底てい的に未来視というものをマークしていた……!!

「ヒデオさん、どうすれば……!?」

「ヒデオ君……！」

「……っ」

　いい加減にしてくれ！　ここまで来て自分は魔眼を演じなければいけないのか!?　ああそうだろう、ほんとに未来が視みえていればこの待ち伏せも見通していたんだろう、この先どうすればピンチを乗り切れるかもわかるんだろう、のこのこ現れたリリーをこれ幸いと返り討うちにもできるのだろう、そういう答えをこの二人は期待しているんだろう、だが自分は断じて未来視などではない!!

　ならば、そんなの全部噓っぱちでした、お願いですからどうか見み逃のがしてくださいとリリーに頭を下げるのか!?

　それでどうなる。どうにもなりはしない。

「……とにかく、このままでは身動きが取れません……！」

　見切りを付けたように、アーチェスは険しい視線で片手に長ちよう剣けんを、もう片手には煙えん幕まく弾だんを握にぎる。それは当然の判断だった。戦場において生き残るためには当然の拙せつ速そくだった。

（……）

　そんな些さ細さいなことで、ヒデオは自分に見切りを付けられたように感じてしまう。あたかも無視されたようにすら感じてしまう。無言で押し黙だまる己おのれを第三者の視点から想像してしまう。一点に落ちた暗い染しみが、どこまでも広がっていってしまう。そうして目に見えるもの全すべてを暗く映すフィルターとなり始める。

《助けに来ました、マスターっ!!》

　三台の戦車砲ほうがリリーたちのいる一団を砲撃。間かん髪はつおかずに跨こ乗じようしていた翔希、エリーゼ、ザジ、ガーベスらが一いつ斉せいに躍おどりかかった。

「今です！　美奈子さん、ヒデオ君、早く！」

　リリーたちの視界が遮さえぎられた隙すきに、アーチェスは車の周囲にスモークを焚たく。




　　　　◆




　コツ、コツ、コツ。

　レナが爪つま先さきを鳴らしていた。

　その傍かたわらには、ヒデオのプロフィールが記された書面。

　ライネーズは嘆たん息そくしそうになる自身を制し、レナに言う。

「……魔殺商会チーム、一五一二点。アルハザンチーム、一三八七点。魔殺商会チームが逆転しました。やはりヘリによる迅じん速そくな負傷者の回収、輸送が功を奏しているようです」

「……」

　コツ、コツ、コツ。

「レナ様。どうか、心労を重ねられませんよう……」

「いっつもヒヤヒヤさせてくれるよね。ヒデオくんたちってさ」

　機先を制するような声に、ライネーズは首しゆ肯こう。

「……ええ。ですがまだ時間はあります。先ほど入った報告ですが、居住区付近で双そう方ほうの主力集団が接せつ触しよくしたとのことです」

　一いつ旦たん動きを休めたレナが、コーヒーを一口。

「そう。どんな感じ？」

「それは……何分、魔殺商会幹部と優勝候補たちの大乱戦です。優ゆう劣れつは、まだ」

「そう」

　コツ、コツ、コツ。同じリズムで、時計の秒も進んでいく。

「……センター前広場において、クロスフラッグス打ち上げの準備を始めますがよろしいですか」

「うん、お願いね。鈴蘭様あたりは勝っても負けても、大はしゃぎだろうし」

「かしこまりました。では……失礼いたします、レナ様」

　返事はなく。

「勝てるといいな、ヒデオくん」

　コツ、コツ、コツ。
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　そうとも、彼女たちは勝っても負けてもいいのだろう。どうせ誰だれも死ぬことのないルールだ。鈴蘭たちには魔殺商会がある。エリーゼにはエリーゼ興業がある。アーチェスにしても、ザジやガーベスという慕したってくれる部下がいる。

　だからあんなにも嬉き々きとして戦い合える。

　だが自分には。

「見ぃ付けたっ♪」

「っ……！」

　塀へいの上から笑え顔がおを見せた鈴蘭が、Ｍ16をぶっ放してくる。ヒデオは隠かくれていた植え込みを転がり出て、応戦しながら、新たに隠れられる場所を探す。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　鈴蘭に完全マークされたヒデオは、今また仲間たちから孤こ立りつさせられ、主戦場を大きく離はなれたところをさまよっていた。鈴蘭の手によって、またしても仲間の群れから追い立てられていた。

　エルシアたちをあの場に揃そろえたのは、アルハザン側の他の主力全てをそこで足止めさせるため。そうまでして鈴蘭は未来視というものを付け狙ねらっていた。それこそが、ヒデオがこれまで戦ってきた参加者たちとの決定的な差さ違い。鈴蘭は、聖せい魔ま王おうは、優勝候補の肩かた書がきを、未来視を恐おそれはしなかった。そこまでするに値あたいする存在であると危き惧ぐしていた。

「っ……」

　これがツケだ。

　噓うそに噓を塗ぬり重ねて得た虚きよ飾しよくの栄光、そのツケだ。

「はぁ、はぁ……！」

　走る。そんな一人ぼっちの心細さが、なお一層ヒデオの心象に拍はく車しやをかける。怯おびえ。恐れ。そうして繰くり返される逃とう亡ぼう、遁とん走そう。

　ああ、なんだこれは。逃にげて、逃げて、逃げて、社会から、現実から目を背そむけ続けたあんなに嫌いやだった自分そのものなのに、どうして、どうして、どうして。東京の安アパートにいた自分に戻もどってしまう。

　大たい佐さに挑いどんだときのあの高こう揚ようは？　ハニ悪ワルに挑んだときのあの捨て身は？　聖魔グランプリでのあの自や棄けはどこに行った？

　変わったんだ。自分はもう変わったんだ。

　勝て、勝て、勝て、勝て、勝て！

　壊こわれたレコードのように自らへ言い聞かせる。

「くっ……」

　ヒデオは振ふり返りざまに銃じゆう弾だんを薙なぎ放つ。挑ちよう発はつ的な笑みのまま、横に転がり鈴蘭はかわす。起き上がりざま、アサルトライフルからのバースト三発、もろに喰くらう。這はいつくばり、なお地べたを這うように逃げ惑まどうヒデオに向け、彼女が嘲あざけりを浮うかべた。

「……お前、ほんとは弱いだろ？」

「っ……」

　心臓を冷たい手に摑つかまれるような心ここ地ち。

　いやだいやだいやだ、違ちがう違う違う、もうそんなではなかったのに、もうヒキコモリの負け犬ではないはずなのに、誰よりも成長したはずなのに、どうして、どうして、生まれ変わりたいのに、成長して生まれ変わったはずなのに……！

（僕には……）

　自分には何もない。負ければ何もなかった。帰るべき場所などない。居場所などどこにもない。負けたくない。負けたくない。負け犬はもう嫌だ。勝てなくてもいい、ただ負けたくない……！

「はあっ、はあっ……！」

　ヒデオはがむしゃらに銃を撃うつ。

　だがどれだけ撃っても、リリーには当たらない。当たっても倒たおれてくれない。かといって早撃ちで勝負をしようとか、他の何かで決着を付けようとかも言ってこない。逃げれば追い、止まれば情け容よう赦しやなく撃ってくる。小こ賢ざかしい策を割り込ませる余地もない。

　なら逃げるしかないじゃないか、ゴールへ向けて逃げるしかないじゃないか……！

　くそっ、くそっ、くそっ……！

　強いというのはこういう事か!?

　これが強いということか!?

　……それとも。

（っ……）

　やはり自分が弱いのか？




　負け犬は……所しよ詮せん、負け犬なのか……？




《離れてください、マスター!!》

　声に振り返るとリリーの肩かた越ごしに、爆ばく撃げきを受けたようにズタボロになった戦車が一台だけ現れた。ウィル子が追いすがってきたのだ。

　轟ごう砲ほうは。

「邪じや魔まをするでないよ」

　それまでずっと鈴蘭の後ろに付き従い、静かに見守っていたみーこによって遮さえぎられる。

《ひっ……!?》

　ウィル子の悲鳴。まるで夢物語。家さえも吞のみ込んでしまいそうな、巨きよ大だいな、真っ黒い管くだ虫むしが戦車の前に現れる。億千万の口と称しようされし、食欲魔人の眷けん属ぞく。あたかも混乱したようにウィル子が速射を開始するが、管虫は身じろぎもしない。それでも。

《……ウィル子はっ……！》

　ハッチを開けることすらなく、電子の精せい霊れいは虚こ空くうにその姿を描えがき出す。

「マスターを助けに来たのですっ！　邪魔をしないでくださいっ!!」

「……左様か。わしは鈴蘭の邪魔をさせたくないのだよ」

「っ!!　どかないとっ……!!」

　砲ほう塔とうにノイズが走り、変成する。主砲は筒つつではなく平行する二本のレールに。その付け根に挟はさみ込まれるように砲弾が現れる。

「一〇五ミリタングステン砲弾を初速七キロ毎秒で撃ち出すレールキャノンです！　これは、脅おどしではありませんっ!!　そこをどいてください!!」

「左様か」

「そのバケモノを引っ込めろと言ったのですっ──!!」

　言葉通り、ためらいなく、ウィル子がそれを発射する。常じよう軌きを逸いつした電力量による伝導体のプラズマ化、爆ばく炎えんは戦車砲のマズルフラッシュ以上。管虫のど真ん中を貫かん通つうせしめる。

「さあ、通してもらいます……！」

　みーこは表情を変えもしない。

　穏おだやかに微笑ほほえむまま、今度は両りよう脇わきにならぶ家屋を崩くずしながら新たに五匹ひき。天高くまで伸のび上がり、うち一匹が直上より戦車にのしかかった。ミスリル銀の装そう甲こうを口こう腔こうの喉のど奥まで続く無数の牙きばで嚙かみ砕くだき、咀そ嚼しやくし、磨すり潰つぶし、嚥えん下かしていく。

「そん、な……そんなっ……！」

「どうした、ウィル子や。まだたくさんおるよ」

　さらに五匹。今度は包囲するよう、ウィル子の背後に現れる。うねる巨きよ体たいに隠かくれ、ヒデオからは姿が見えなくなっていたが、

「そっ……それがっ……！」

　パートナーの、振ふり絞しぼるような鳴き声だけは聞こえていた。

「それがなんですかっ!!　ウィル子はっ、神になるのです!!　電子の神になるのですっ!!　マスターがそのチャンスを与あたえてくれたのですっ!!　この世界へ連れ出してくれたのですっ!!　だからウィル子は、マスターに報むくいなければならないのですっ!!　だから、だからウィル子はっ……!!」

「……左様か」

　慈じ愛あいのこもった、とても優やさしく、何よりも嬉うれしそうな声だった。

「ならばぬしは、きっとよいカミになるよ」

　そして何が起きたのかは……ヒデオからは、見えなかった。ウィル子の声は、それきり聞こえなくなっていた。虫たちが幻まぼろしのように消え去った後には、ウィル子はみーこの腕うでの中に眠ねむっていた。

（…………そう、か……）

　気付いた途と端たん、心が急激に醒さめていく。

　成長しよう、成長したんだと言い聞かせるようだった自分に比べ、誰だれの目にも明らかな成長を続けるウィル子を見て、漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえていた。今だってウィル子はあれだけのことをやったのに、それなのに自分には、聖魔グランプリの時のような負ふ荷かはまるでかからなかった。あれら一いつ切さい、彼女一人でやってのけたのだ。これから先、きっと彼女の望むよう、神さまにだってなれるのに違ちがいない。

　彼女は特別だ。こんなハチャメチャな世界の中でも規格外の存在だ。だから感かん染せんしたのが自分でなくても、きっとあそこまで成長できたのに違いない。

（でも、僕は……）

　自分は違う。ただのヒキコモリだ。明るく、強ごう引いんで、時に意地悪なウィル子でなければならなかったに違いない。彼女がこんな自分を引っ張ってきてくれた。負け犬に戻もどりそうになる自分を引き戻してくれたのは、いつだって彼女だった。今また彼女が、自分を取り戻させてくれた。

　勘かん違いに、今ようやく気が付いた。

　アパートに引きこもっていた自分と、この都市に来た自分の差。

　自分は何も成長などしていなかった。

　生まれ変わってなどいなかった。




　ただそこに、ウィル子がいてくれただけだった。




　くだらない。

「……」

　ヒデオは真っ向から鈴蘭の前に立ち、サブマシンガンを肩かた付つけに構えた。

「……覚かく悟ごはできた？」

　ああ、今ようやくできた。

　目が醒めた。心も醒めた。今ようやく、夢から醒めたのだ。

　走りすぎて膝ひざは震ふるえ、呼吸はまだ整わず、息するたびに照準はずれまくるが、それでも狙ねらう。

「うん、いい目になった」

　呼吸を整えていく。それを待っていたかのように、鈴蘭も得物を構えた。

　夕暮れ。

「終わりにしようか、ヒデオくん」

　何となくわかっていた。

　絶対的な宿運を負っているのは、いま目の前にいる彼女の方で。

　逃のがれようのない宿命に抗あらがっていたのは、自分だったと。




　ヒデオは最後に、大きく息を吸い込んだ。




　　　　⑧




　……。

　………。

「……あ……気が付きましたか、ヒデオさん」

　目を覚ますと、そこはいつもの病院の一室だった。身を起こすと傍かたわらには美奈子の、穏おだやかな笑え顔がおがあった。

　窓の外を見る。とっぷりと日は暮れ、空は暗かったが、センター前広場の方だけが明るく、賑にぎやかなどんちゃん騒さわぎの音が聞こえてきていた。

「ひひっ……。気分はどうだい？」

　ドクターが眼鏡めがねのスイッチを弄いじりながら、こちらを覗のぞき込んでくる。

「見た感じ、異状はなさそうだねぇ。鈴蘭から治ち療りよう費はいらないって言われているよ。ゆっくりして行くもいいし、お祭りに行くのもいいさ」

「……祭り」

　苦笑いで美奈子は言った。

「はい、クロスフラッグスの打ち上げということで……まぁ、私たちにしてみれば残念会、みたいな感じですけど」

〝ヒデオ殿どのも、惜おしかったでござるな……あのみーこ様を相手に食い下がったのでござろう。ウィル子殿も、本当に大した御ご仁じんでござるよ〟




　そうか。




　負けたか。




　……ここまでだったか。




「先生。……ウィル子は」

「命に別状はないんだけど、今日は随ずい分ぶんと頑がん張ばったみたいだからねぇ。もう少し寝ねかしておいてあげるといいよ」

　なら……それがいい。

　会えば、きっと辛つらくなる。

　駆かけ回った疲ひ労ろうは残っていたが、ドクターの言葉通り、身体からだに異状はなさそうだった。ヒデオはベッドから足を下ろした。

「あ、無理はしないでくださいヒデオさん。ウィル子さんのお部屋に行くんですか？」

「……いえ。手続きの方を、先に」

　敗退者手続き。

　それをもって聖せい魔ま杯はい参加者の責務は全すべて終しゆう了りようする。

「そう……ですか。実は本官もまだだったんです。ご一いつ緒しよしてもいいでしょうか？」

　断る理由も見つからない。二人で部屋を出ようとすると、ドクターが楽しげに言った。

「でもすごいねぇあの子、レールガンをその場で設計して作り上げたって？　しかもエネルギーまで自前で用意できたなんて、見たかったなぁ、ボクも。いひひひひっ……」

「……彼女は。神に、なれますか」

　すると彼もまた、みーこと同じように、我が子の誕生を祝うかのように嬉うれしそうに言うのだ。

「ああ、なるよ。間ま違ちがいない……みーこ様が喜んでいたくらいだもの。きっと、いいカミさまになるさぁ！」

　一つ頷うなずき、ヒデオは廊ろう下かに出る。

　うん。

　よかった。

　やはりウィル子には、もう自分なんか必要ないようだ。依より代しろなんてなくても、やっていけるに違いない。鈴蘭やエリーゼたちにも可愛かわいがられている。彼女たちと一緒なら、これからもきっと楽しく、幸せに暮らしていけるはずだ。

　だがその傍らにいるのが負け犬であってはならない。自分はいつかきっと、神となるべき彼女の足を引っ張ってしまうことになる。自分もまた、彼女といれば負け犬から生まれ変われると錯さつ覚かくし、甘えてしまうに違いない。




　決めていた。

　報むくいるべきウィル子の成長ぶりを見て安あん堵どした。

　だから鈴蘭と対たい峙じしたあの時、覚かく悟ごできた。

　負け犬は、勝てはしないのだと受け入れられた。

　分不相応な、夢だった。

　儚はかなくとも、素す晴ばらしい夢だった。




　全ては死の間ま際ぎわに見た、一時の夢だった──。




（……ああ。それでいい……）

　ここはもう、自分のいるべき場所ではない。

　現実へ戻もどろう。

　ウィル子と出会う前の、あの日に帰ろう。

　病院を出たヒデオは満天の星空を見上げ、一度涙なみだを拭ぬぐい去った。




　川村ヒデオ・ウィル子ペアはここに敗退する。

　聖魔杯開かい催さいより、二十七日目のことであった。
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　　　　①




　負けたことを負けたと申しん請せいしなければならない。まるで止とどめを刺さすような決まり事だと美み奈な子こは思った。

　センタービルへ向けていつも以上に口数少なく歩くヒデオの横、美奈子は少しでも盛り上げようと言葉を紡つむぐ。

「……それで結局、アルハザンチームは負けてしまいました。アーチェスさんも敗退されたそうです。あ、でもエリーゼ社長と翔しよう希きさんはさすがというか、やっぱり強いんですね、勇者とか、精せい霊れいとか。リュータさんとエルシアさんが勝ち残ったのは、正直悔くやしかったな……。ねぇ岡おか丸まる、あなたもビームが出たり、バリアーが張れるようになりなさいよ」

　おもむろに抜ぬいたそれを、美奈子はぶんぶんと振ふってみる。

〝……美奈子殿どの。それは既すでに十じつ手てとは似て非なるものでござるよ〟

　そうよねぇ、とかなんとか冗じよう談だんめかして苦く笑しようする。

　でも隣となりを歩くヒデオは俯うつむいたまま、いつものようにニコリともしない。思えば彼の笑え顔がおというものを、自分はまだ一度も見たことがなかった。

「あの……、ヒデオさん……？」

「……何か」

　聞けば応こたえてくれるのだが、瞳ひとみはじっと路面を見つめたまま。まるで魂たましいの抜けてしまったように陰いん々いん鬱うつ々うつとして、彼そっくりな人形が、操あやつられるように歩いているみたい。

「……そんなに落ち込むことありませんよ！　頑がん張ばったんじゃないですか、私たち！」

「……ええ」

　……せっかく、二人きりになれたのに。星空も綺き麗れいなのに。

〝……そっとしておくでござるよ……〟

　邪じや魔まなのが一本いた。

　でも、そっとしておきたくても、今の彼はあんまりに儚げなのだ。美奈子の目には、そのまま誰だれの前からも姿を消してしまいそうなほど、彼の姿が霞かすんで見えるのだ。その姿を何とか繫つなぎ止めておきたくて、言葉がまた自然と口をつく。

「あの……ヒデオさんは、この大会が終わったらどうするんですか？」

「……」

「あ、じゃあこの都市に来る前はどこに住んでいたんですか？　せっかくお知り合いになれたんですし、本官、今度遊びに行っても……」

　広場に差し掛かかると、ヒデオはそのきらびやかな会場から顔を背そむけるように、センタービルの方向へ足を向ける。

「……手続きが終わったら、ぱーっとやりましょうね！　吞のんで、食べて、そしたらきっと、嫌いやなこともみんな忘れて……！」

「おっ!?　ヒデオ！」

（……邪魔なのが）

　リュータだった。エルシアと一いつ緒しよにやってくる。

「本官たちの傷口に塩を塗ぬりに来たんですか!?」

「いや、なんだよ藪やぶから棒に。誰もそんなこと言ってねえだろうに……」

　美奈子が食って掛かる間に、エルシアはヒデオの前に立っていた。その瞳を覗のぞき込むように言う。

「欺ぎ瞞まんだったわね」

「……。……ええ」

「なにっ……!?　マジか!?　んじゃエルシアの言う通り、魔ま眼がんは噓うそだったってのか!?　ただ単に酔すい剣けんの達人だったってだけか!?」

　喫びつ驚くりするリュータへ、ヒデオが口元を弛ゆるめた。

　そうしてヒデオが初めて見せた笑顔は……とてもとても寂さびしげな、心底からの自じ嘲ちようだった。

「……ああ」

　啞あ然ぜんとするリュータへ向けて、エルシアが小首を傾かしげる。
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「だから言ったでしょう。とてもそんな風には見えない、って」

「……じゃ……お前、最初っから気付いてたってのか？」

「後にも先にも、未来視なんて能力を持っていたのは一人だけ。億千万の瞳をして視みえぬものなしと謳うたわれた、ただ一人だけ」

「予言者……か」

　頷うなずき、エルシアは肩かたに掛かった髪かみを払はらう。

「でも彼女の視た宿命は、名な護ご屋や河がわ鈴すず蘭らんの運命によってねじ曲げられた。仮に未来が視えたにしても、それが絶対ではないことを証明してしまったのがあの聖魔王なのよ。だからもう、この世界には厳密な意味での未来視は存在し得ないの」

　一息。エルシアは再びヒデオへと向き直る。

「残念だったわね」

　涼すずやかに微び笑しようし、彼女は踵きびすを返した。リュータが難しそうな顔で頭を搔かく。

「ったく、またよくわからねえことを……まあいいや。気を落とすなよ、ヒデオ。手続きに行くなら、俺たちあの辺りにいるからよ。後で一緒に吞もうぜ？　美奈子と岡丸も」

　彼が親指で指した方角、人波の向こうには、魔殺商会のメンバーらが集まっているようだった。

「あ、はい！　それでは本官たちも、後で合流させてもらいますね！」

〝お招き、有あり難がたく承うけたまわるでござるよ〟

「おう！　じゃあな！」

　告げて、リュータが戻もどっていく。

　だがヒデオはまるで、そうした祝勝を羨うらやむでもない。行き交かう人波の、何が楽しいのかも理解できないような目をしていた。そして一つの瞬まばたきの後、何事もなかったかのように、また無言のまま歩き始める。

「あ、ヒデオさん……」

　慌あわてて追う。

　方々からの囁ささやくような声は、美奈子にも聞こえていた。エルシアがああして言うまでもなかったのだ。

　本当に未来を見通すことができたなら、誰が負けるとわかった勝負に乗る。ならば敗退したことそれ自体、未来が視えていなかったことの証明ではないか……と。

　誰もが、そう嘯うそぶいていた。

「気にしちゃ、だめですよ」

「……」

「それは、本官も職しよく業ぎよう柄がら、噓はいけないと思いますけど」

〝……美奈子殿どのは正直すぎるでござる〟

「あんたうっさい黙だまって。と、とにかくこんな大会なんですから！　敵を欺あざむくことだって、立派な作戦の一つでしたよ……！」

　ヒデオは無言のまま。

（うく……）

　岡丸の言うとおり、少し自分は正直すぎるのかも知れない。あれはフォローになってなかったと思う。

　二人はセンタービルの、ガラス張りの入り口をくぐる。参加者はもちろん、役員も給仕や何やらで、みんな広場の打ち上げパーティーに出ているのだろう。しん、と静まりかえって誰だれもいない。

　ただ……その受付には珍めずらしく、二人が暮らすアパートの大家さんがいた。二人を見て、耳をピコピコ。ちっ、と小さく舌を鳴らす。

「……え？　あの、何で舌打ちを？」

「そでしたかニャ？」

　まあ表情は一いつ貫かんして、いつものにこにこーっとした愛あい嬌きようある笑え顔がおだった。

「でも皆みなさん表でお祭り騒さわぎですニャ。こんな日に限って、私ばっかり貧びん乏ぼうクジを引いてしまったのですニャ～」

　ぐったりと。それからからかうように意地悪げな目と声で。

「しかもお客さんが来たかと思えば、なんだかイイ雰ふん囲い気きのお二人さんですニャ。舌打ちの一つもしたくなりますのニャ？」

「え？　い、いやですよ大家さん！　本官たちは別に、何もそんなつもりでは……！」

〝美奈子殿、思いっきり顔がとろけて〟

　瞬しゆん時じに抜ぬいた岡丸を、カウンターの角に叩たたき付ける。

「お話は聞いてますニャ。というか、クロスフラッグスが終わってからこっち、その話題で持ちきりですのニャ。敗退者手続きで良かったですかニャ？」

　大家さんの確かく認にんの言葉に、美奈子は万ばん感かんを込こめて答える。

「……はい。お願いします」

　大会参加受付での、ヒデオやリュータたちとの出会い。ヒデオと共きよう闘とうしたのは、ジャバンのときが初めてだった。まだヒデオを誤解していた頃ころだ。リュータとリリーと一いつ緒しよに、ノルカ・ソルカ姉妹に捕つかまったこともあった。聖せい魔まグランプリは得意分野で楽しかった。エリーゼのおかげで最後は大変だったけど、今ではその彼女とも仲良くなれた。錬れん金きん術じゆつ師しのアカネとは、レナとウィル子と一緒になって馬ば鹿かなことを言い合ったりもした。

　他ほかにも、たくさん、たくさん。

　たくさん……。

「っ……」

　美奈子の目からは、自然と涙なみだが溢あふれ出る。

　本当に本当に、素す敵てきな一ヶ月だった。負けてしまったけれど、自分の持てる全すべてを尽つくし戦い抜いた。だから後こう悔かいなどあるはずがない。とても気持ちのいい涙だった。きっと一いつ生しよう涯がいで、何よりも代え難い一ヶ月だった。それが終わってしまうことだけが、ほんのちょっぴり寂さびしかった。

「……ヒデオさんも、それでよかったですかニャ？」

「……はい」

　彼は小さく呟つぶやいた。

　簡潔な一文。




『私は聖魔杯はいにおいて敗退したことを、ここに認めます』




　あとはサイン欄らんのみ。

　手間もない。そうして記入し終えたことで、二人の聖魔杯は真の意味での終しゆう了りようを迎むかえる。




　　　　②




　だが美奈子と違ちがい、ヒデオには、それを見ても何の感かん慨がいもなかった。そんなものを通り越こして、全ての覚かく悟ごを決めていたからだ。

　美奈子やリュータの心こころ遣づかいに笑顔で応こたえられないのが心苦しかったが、ヒデオは自身が弱い人間であることを、誰よりもよく理解していた。里心が付いてしまうような何一つ、残しておきたくなかった。だからこそ、誰よりもウィル子に会わずにここへ来た。

　傍かたわらのモニターに向かい、大家さんがキーボードから幾いくつかの事じ項こうを打ち込んでいく。カチャカチャ、淀よどみないブラインドタッチの小気味よい音が、センタービルの広大なホールに響ひびき渡わたる。

　カチャカチャカチャ……カチャッ。

　確定キーを入力し終えると、大家さんが腰こしを上げた。

「……そう言えば霧きり島しまさんが、最後にお二人とお話ししたいと言ってましたニャ」

　……なんだ？

　ヒデオは一瞬、何か違い和わ感かんのようなものを感じたが、それが何なのかまでは気づけない。

「レナさんが……ですか？」

　美奈子に対し、にっこり首しゆ肯こう。

「そですニャ。大会本部長からのご挨あい拶さつですニャ。というより、霧島さんはお二人とは特に仲良しでしたのニャ。是ぜ非ひ是非と言っていたのですニャ？」

「そうですね、そういうことでしたら……」

　美奈子がこちらを向く。

　正直、あまり会いたいとは思わなかった。

（……）

　いや、メッキの剝はげた無様な自分を、見られたくないだけか。ここまで来て体面を気にするような己おのれに、心底嫌いや気けが差す。

　ヒデオは少し逡しゆん巡じゆんした後、結局首肯した。今さらそんな体てい裁さい、どうでもいいじゃないかと。断る言い訳を考えるのも、面めん倒どうだった。

「それではご案内しますのニャ」

　カウンターを出た大家さんの後に続く。ホールの階段を上がり、吹ふき抜けの二階でエレベーターを待つ。




　……キヲツケロ……。




（……）

「……どうか、しましたか？　ヒデオさん」

　誰だれもいないし、何もない。

　キヲツケロ？　何に？

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　大会は終わった。もう勝負する必要はない。自分にはもう、何もない。何に気を付ければいい。

「来ましたニャ。乗って欲しいのですニャ」

　促うながされるまま、ヒデオは美奈子とエレベーターに乗り込んだ。柔やわらかいカーペットが敷しいてあり、ドアは音もなく閉とざされ、昇のぼり始めてもほとんど重力の変化を感じられない。

　どこまでもどこまでも上に昇っていく。

　到とう達たつした先は常じよう軌きを逸いつした高さを誇ほこる、センタービルという名の塔とうの最上階。

「わぁあ……夜景が！　ほらヒデオさん、空も地上も星の海です！」

　地上百階、廊ろう下かの窓から見渡す景色に美奈子が無む邪じや気きな歓かん声せいを上げる。

「霧島さんがお待ちですのニャ」

「あ……、そうでしたね。じゃあまた帰るときにでもゆっくりと」

「ソレガイイデスにゃ」

（……）

　なんだ。

　なんだというんだ、さっきから。何かおかしい気がする。わからない。理由がわからないのに、何か、おかしい感じがする。胸むな騒さわぎがする。

「ヒデオさんも、どうかしましたかニャ？　私もあんまり長いこと受付を離はなれられないので、少し急いで欲しいのですニャ」

「あ、そ、そうですよね。行きましょう、ヒデオさん」

　根こん拠きよがないので従うしかない。

　だが、おかしくないか？

　さっきから感じていた違和感。

　いくら貧びん乏ぼうくじだからといっても、カウンターにたった一人だけというのはおかしくないか？　大会本部長が挨拶するのに案内が必要とわかっているなら、なおおかしくないか？　受付を離れるのなら、すぐ外の広場にいる誰かに一声かければいいのではないか？　ホールに入ってきたときの彼女の舌打ちも、妬やいているというよりはただ鬱うつ陶とうしげではなかったか？　どうして今日に限って、彼女のにこやかな笑え顔がおがあんなにも機械的に見えるのか？




　……キヲツケロ？




　何に……？

「さ、ここですニャ」

　大会本部長室とプレートのある、両開きのドア。ノックするまでもなく、その両方が開かれる。

　左右には黒ずくめのスーツを着用した男女が整然と並び、その奥に、デスクの前にはいつもの制服姿で霧島レナが立っていた。

「……待ってたよ、ヒデオくん」

　その声、笑顔、左右に居並ぶ誰彼からの敵意と嘲ちよう弄ろう。

　本能的に背筋が震ふるえた。

　美奈子もいよいよ、何か不ふ吉きつなものを感じたのだろう。

「あのっ……」

「さっさと入ればいいのですニャ！」

　何事か尋たずねようとする前に、大家さんが二人の背中をドンと押す。すぐにドアは閉ざされる。ゆっくりとレナが歩み寄ってくる。その手に、革かわ手て袋ぶくろをはめながら。

「待ってたよ、ヒデオくん。残念だったね」

「……」

　そして美しくも冷れい酷こくな笑みを近づけてくる。

「ねえ……いじめられた？　ここに来る前に、広場のパーティー会場通ってきたんでしょ？　噓うそつき、っていじめられなかった？　大噓つきのペテン師野や郎ろう、っていじめられなかった？　何の実力もないくせに調子に乗るな、っていじめられなかった？」

　わからなかった。

　彼女は……、何を言って……？

「……そう。じゃあ、ボクがいじめてあげるよっ!!」

　瞬しゆん間かん。

　鬼おにのような形相になったレナの拳こぶしが、ヒデオの顔面を殴なぐりつけた。
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（殴……られた……？）

　ヒデオが痛む頰ほおを押さえながら目を開けると、そこにはひどく酷こく薄はくに笑うレナの瞳ひとみがあった。

「レナさん!?　あなた、一体何を……！」

　悲鳴を上げた美奈子が駆かけ寄ろうとして、控ひかえていた数人に取り押さえられる。

　レナが叫さけび、拳を振ふり上げる。

「ああ残念だよ!!　本当に残念だったよ!!　伝説の未来視がただのハッタリだったなんてね!!　騙だまされた!!　騙されたよヒデオくん!!　ヒデオ!!　川かわ村むらヒデオっ!!」

　殴る、殴り、殴り倒たおす。

「この大噓つきのペテン師野郎!!　何の家いえ柄がらもないただの人間だったなんて!!　何の取り柄えもないただのニートだったなんて!!　いい歳とししたただのヒキコモリだったなんて!!　親からも見放された社会のゴミだったなんて!!　よくもこのボクを騙してくれたよね!?　ああ!?」

　蹴ける、蹴る、蹴る。蹴って、蹴り飛ばす。

「せっかく気のあるそぶりを見せてやったのに!!　忙いそがしい中わざわざ出向いてちやほやしてやったのに!!　その恩に報むくいるどころか、未来視チカラ自体が噓っぱちのハッタリだったなんて!!　残念だよ!!　本当に残念だよ!!　おかげで計画が台無しだ!!　お前のせいで台無しになったんだよ!!　台無しに!!　お前の!!　お前のせいだっ!!　お前のせいで!!　お前のせいでっ……!!」

「もうやめてぇえええええええええええええええええええっ!!」

　美奈子の金切り声で、ようやくレナは顔を上げた。ヒデオの体を踏ふみにじったまま。

「……なに、美奈子さん？　どうしたの？　いいじゃん別に、こんな奴やつがどうなったって。あなただって騙されたクチでしょ？」

「あっ……あな、あなたは……、おかしいです……！　なぜですか!?　どうして!?　あなたは、本当にレナさんなんですかっ……!?」

「やだなぁ、美奈子さんこそどうしちゃったの？　まさかボクの顔忘れちゃったとか？」

　冗じよう談だん交じりの苦く笑しよう。その時には声も、笑え顔がおも、普ふ段だんのまま。悪意の欠片かけらさえもない。まるで仮面が切り替かわったよう。だからなお異常に映る。

「あっ……？」

　と、ノックもなしにドアを開けた誰だれかが言った。

「……あ～あ、ったく。やっぱやっちまったよ……」

　レナの足下でぐったりとしたヒデオを見付け、ザジが弱ったように髪かみを搔かく。

「ザジ……さん……？」

「ああ、悪いね美奈子さん。いきなりこんなんじゃ、わけわかんないと思うけどさ。おいライネーズ。ミッシェル。お前たちが止めなくてどうするんだよ」

　答えたのは、列の片かた隅すみにいた美少年だった。

「いっ……いえ、それは……私もわかってはいましたが、私では……ああなったレナ様をお止めすることは……」

　それから大家さんが変わらぬ笑顔のままで言う。

「怒おこった霧島さんは、とってもとっても怖こわいのですニャ。私は知りませんのニャン？」

「ったく、揃そろいも揃って……。おいアネゴ、殺したりしてねえだろうな」

　ザジが、もはや虚うつろなヒデオの目を覗のぞき込む。

「まさかぁ、そんなことするわけないでしょ。だってこれから、もっとヒドイ目にあってもらわなくっちゃいけないんだからね……！」

「……いいけどよ。あんた、オヤジに怒られるぞ、これ」

「どうして？　そんなわけないじゃない。だってボクはパパのためにやったんだよ？　だってそうでしょ？　こいつが悪いんじゃないか……こいつさえいなかったら!!」

　再び、鬼が顔を現す。

「そうだよ、お前なんかどうでもいいんだ!!　お前のせいでパパまで負けちゃったんじゃないか!!　お前さえいなかったら……!!」

「ったく、どうしてこうなるかね……！　おい、お前らもぼさっとしてないでアネゴ押さえろ！」

　喚わめき散らしながらなお暴行を加えようとするレナを、ザジたちが数人掛がかりでヒデオから引き剝はがしていく。

「……これは一体、何の騒さわぎですか」

　威い厳げんを伴ともなった静かな一言が、室に静せい寂じやくを取り戻もどさせた。彼の背後に従っていたガーベスが、足早に進み出る。

「レナ！　貴様という奴はまた……！」

「うるさいよガーベス！　ザジも！　みんなも！　ボクは……！」

　アーチェスが、諫いさめるようにかぶりを振る。

「レナさん。私は以前、言ったはずですよ。無意味な暴力はやめるようにと」

「……そんな、どうしてパパ？　なんで怒るの……？　無意味なんかじゃないよ？　こいつのせいでパパが負けちゃったんじゃない!?　ボクは一生懸けん命めい頑がん張ばったのに！　未来視のチカラがパパのためになるんだったら、こいつと結けつ婚こんしてやったってよかったのに！　それなのにこいつったら!!　このクズが!!　だからボクはっ……!!」

「レナさん！」

「っ……」

　怯おびえるように身をすくめたかと思えば、今度は幼子のように涙なみだをこぼし始める。

「ごめんなさい……怒らないで……怒らないで……パパ……ごめんなさい、ごめんなさい……」

　呪じゆ文もんのように、何度も何度も。

　それを見たアーチェスの小さな溜ため息いきには、かすかな諦てい観かんと、僅わずかな哀あわれみと。

「……いいんです、レナさん。今日は大きな大会でしたからね。あなたは少し、疲つかれているんです。さあ、もう休んでください。……ライネーズ、彼女を」

「は……はい、アーチェス様……」

　泣きじゃくるようなレナの背を抱だくようにして、少年は隣りん室しつへとレナを連れて行った。それから、倒たおれたヒデオの脇わきに片かた膝ひざをつく。
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「……大だい丈じよう夫ぶですか、ヒデオくん」

（……）

　すぐ目の前に、心配そうに覗き込むアーチェスの顔があった。

「すみませんでしたね……ですが私も正直、君にはやられたと思いましたよ。まさか信じられるはずがありません。ありとあらゆる種族、各方面の超ちよう一流だけが集つどうこの聖せい魔ま杯はいで……まさかただのはったりだけで、今日という今日まで勝ち残ってきただなんて。それも、優勝候補の座を堅けん持じしたまま」

「ぐ……」

　声を出そうとすると、ひどく背中を蹴けられたせいで咳せき込んだ。生々しい血の味がした。

「ヒデオさん、しっかり……！」

　解放された美奈子が、ヒデオの上体を抱き起こす。そうして苦痛に顔を歪ゆがめるヒデオを見み詰つめながら、アーチェスは続けた。

「あなたがクロスフラッグスに参戦していなければ、それはそれで手はあったんです。鈴蘭様を打ち倒す、より確実な手段が」

　それをガーベスが引き取った。

「……あんなものは虚こ仮けの会社だ。我々はたとえ勝負に負けようとも、聖魔王を討ち取る事さえできればそれでよかったのだ」

　そして肩かたをすくめたザジが言う。

「けど……あんたが参加してくれたせいで、それもままならないほどでかい小大会になっちまった。けどまあ未来視が付いてくれたんだ、普ふ通つうにやって勝てるんだったらそれで良かったよ。オレも銃じゆうは好きだけど、スナイパーライフルってのは趣しゆ味みじゃないしね」

　美奈子が息を吞のむ。

「討うち取る……狙そ撃げき……!?　まさか、暗殺……!!」

　それには答えず、アーチェスは眼鏡めがねの橋ブリツジを持ち上げた。

「しかし……残念ながら私たちは負けてしまいました。聖魔杯の優勝という、正規の道は閉とざされてしまった……。私たちは、より大きな犠ぎ牲せいを強しいる手段を取らざるを得なくなってしまった、ということです。あまり、使いたくはなかった手なのですが。その一点において、私は残念でなりません」

「あなたたちは何を企たくらんでいるんですか!?　この大会で、何を……!?」

　だがアーチェスは立ち上がり、背を向ける。

「申し訳ありません、美奈子さん。あなたもヒデオくんと一いつ緒しよに、そのための礎いしずえとなってください」

「っ!!」

　美奈子は咄とつ嗟さに岡丸を抜ぬき放つが、それより早く抜かれたザジの銃口がヒデオの眉み間けんを捕とらえていた。

「……言っとくけど、こいつの中身はもう実じつ弾だんだよ」

「卑ひ怯きよう者ものっ……！」

「さ、立ってくれ。オレたちの誰だれも、無む駄だな犠牲を出そうなんざ思っちゃいないんだ」

　美奈子は唇くちびるを嚙かみながらも……ヒデオの腕うでを肩に回し、立ち上がらせる。

「犠牲に、必要も無駄もあるものですか……！」

　部屋を出る直前、背を向けたままのアーチェスが言った。

「うまくすれば生き残れるかも知れません。もっとも……ただのヒキコモリだったというヒデオ君の方は、絶望的かも知れませんが」

（……）

　ヒデオはぼんやりとした頭の中で、考えていた。

　どうでもいい。彼らが言う何もかもなんてどうでもよかった。どうせ、そうと決めていたことだ。

　だが、一つだけ……心残りが生まれていた。

「…………」

　美奈子に引きずられるような去り際ぎわ、レナの消えていったドアを見た。

　人好きのする笑え顔がお。いつも潑はつ剌らつとした元気な声こわ音ね。衆目を前に楽しげに司会をこなし、誰彼をも惹ひき付けてしまうような人ひと柄がらの良さ。自分の渇かつ望ぼうする全すべてを兼かね備えた、霧島レナという彼女に憧あこがれていた。

　それがたとえ、嫌いや々いやの芝しば居いであったとしても。忙いそがしい中を、わざわざ出向いて来てくれた。こんな自分にちやほやして、気のあるそぶりを見せてくれた。こんな自分にも、束つかの間のときめきを与あたえてくれた。

　そんな彼女を泣かせてしまったことが、悲しかった。いついつまでも、憧れのままの明るい彼女でいて欲しかった。




　なんのことはない。

　……自分はきっと、霧島レナという彼女に恋こいをしていた。
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　数百メートルの上空で、何が行われ、何が目もく論ろまれているか、知る者はいない。

　ヒデオは後頭部にザジの銃口を突つきつけられ、美奈子の肩を借りるまま、廊ろう下かを歩いていく。

　美奈子が言った。

「……彼女は……レナさんは、いったい……」

　苦々しく口を開いたのは、監かん視しするように隣となりを歩くガーベスだった。

「……依い存ぞん症しようだ」

「依存……症？」

「あれはアーチェス様に依存しなければ生きられない女なのだ。我々アルハザンの構成員は皆みな、かつてアーチェス様に命を救われた者たちだ……だがあいつは中でも、最もひどい状じよう況きようの中を救われた。ならばあのお方の笑顔が、幼かったあいつの目にどう映ったかは想像に難かたくない。我々がアーチェス様を敬愛すべき父と仰あおぐ以上に、あいつにとってのアーチェス様とは、唯ゆい一いつにして絶対の神なのだ」

　後ろからザジの声。

「アネゴはオレたちの中でも、一等優ゆう秀しゆうなんだけどね……あればっかりが、どうにも治らない。普ふ段だんは何でもかんでも完かん璧ぺきなのに、なんかの拍ひよう子しにあんな風に壊こわれちまう」

「だからって、どうしてヒデオさんをこんな目に……！」

「話、聞いてただろ。アネゴは期待してたんだよ。川村ヒデオっていう、完全無欠の優勝候補にさ。未来視の魔ま眼がんをオレたちに引き込むことができれば、この先、何がよくて何がやばいかだって全部わかる。オヤジもきっと喜んで褒ほめてくれるに違ちがいない……そう思って突っ走り続けた挙げ句、裏切られたんだ」

　ザジが一度肩かたをすくめる。

「ヒデオが負けただけなら、まだよかったんだろうな。けど最悪だったことには、オヤジまでが道連れのように負けちまったってことさ……そりゃあ怒おこるよ。オレたちだって参ったぐらいだもの」

「勝手すぎます……！」

　憤ふん慨がいを、ガーベスが鼻で笑った。

「だが騙だましたのはその男の方ではないか。最初に言い出したのはヴェロッキアとかいう吸きゆう血けつ鬼きだったらしいが、違うのであれば違うと、ただ一言言えばいい」

　ザジが肩をすくめる。

「ま、さすがにあそこまでキレちまったのは初めて見たけどね……」

「おかげでこれは完全に無駄な手間だ。アーチェス様はお優やさしすぎるのだ。一度厳しく罰ばつせねば……あの様子では、いつ致ち命めい的てきな失態を犯おかすとも限らん」

「そう言うなよ。ギリギリなのさ、ガーベス。だからってオヤジが殴なぐりつけたりしたら、アネゴは本当にどうかなっちまう」

　それきり、二人とも押し黙だまってしまう。

「……大家さんも、あなたたちの……アルハザンの、仲間だったんですか……？」

「ああ、ミッシェルかい？　そうだよ。あいつだけじゃないさ、他ほかにも役員の中にたくさんいる。まだ勝ち残ってる参加者の中にもさ」

「何が目的なんですか……!?」

　ガーベスが立ち止まった。

「お喋しやべりの時間稼かせぎはここまでだ」

　二人が連れてこられたのは、ビルの中心部付近。ガーベスが廊下に面したなんの変へん哲てつもない壁かべに手を触ふれると、床ゆかの一部がせり上がり、エレベーターが現れた。

　鋭するどい瞳ひとみが振ふり返る。

「乗れ」

〝……！〟

　瞬しゆん間かん、それまで黙もくして気配を消していた岡丸が最後のチャンスとばかり、美奈子の腰こし元もとを離はなれようとした。だが瞬またたく間にザジによって押さえられ、元の鞘さや。

「……大人しくしときなよ、岡丸さん。この先ご主人様にゃ、あんたの力が必要になるはずだ」

　そして銃じゆう口こうがヒデオを小こ突づく。美奈子とヒデオは、エレベーターへと押し込まれた。

〝くっ……。まるで、地じ獄ごくへも通じていそうな口くち振ぶりでござるな……〟

「ふっ……地獄か。その形容は正しいのかも知れん」

「悪いね、美奈子さん。アネゴは川村ヒデオを制裁したかっただけなんだ。あんたは運が悪かった。あんなところを見られた以上、あんたも自由にはさせちゃおけない」

「しかし、まさか最後がこの男とは皮肉なものだな」

「ああ、全くさ。そういうわけだから、恨うらむならオレたちじゃなく、あんたが支えているその男にしてくれ。未来視なんて不相応なチカラを騙かたったその男を」

「勝手なことをっ……!!」

　叫さけぶ間に、ドアは閉とざされていく。

「全すべてが終わったとき……まだ生きていたならば、また会おう」

　ガーベスの言葉を最後に、箱は静せい寂じやくに包まれた。そのまま降下を開始する。

「……すみません、ヒデオさん。本官に……私に、もっと力があれば……」

　ヒデオは壁にもたれ、ゆっくりと首を横に振った。

「僕……の……、せい……で……」

　どこまで。

　全く自分という男は、どこまで他ひ人と様さまに迷めい惑わくをかければいい……。

　ましてやこれはルールに則のつとった勝負や何かではない。アーチェスたちの目もく論ろ見みは、聖せい魔ま杯はいという大会の枠わくを外れたところに焦しよう点てんがある。その彼らが、生か死かと告げた場所。これから向かう先は、何らの比ひ喩ゆではなく、まさしくの死地なのだろう。

　自分はそんな、いよいよ取り返しの付かない場所へ美奈子を巻き込んでしまった……。

（っ……）

　死ぬならば、自分一人でいいのに。

　それでレナの気も済むというのなら、元より決めていたこと……喜んで赴おもむいたというのに。

　自分は、ただ死ぬことさえできないのか……？

「……ヒデオさん、傷が痛みますか……？」

　本当ならば、男の自分が彼女を勇気づけなければいけないのに。

　どうして男の自分が泣いている。

「だ……大だい丈じよう夫ぶです！　本官だって、善良な市民の皆みなさんを守る警官の一人です！　何があっても、ヒデオさんだけは守り抜ぬいて見せますから！」

　涙なみだを拭ぬぐう。

　そうだ。

　だめだ。だめなんだ。今また、自分一人の問題ではなくなったんだ。悪魔の口に吞のみ込まれた自分たちが導かれるこの先……何が待ち受けているかわからないのだ。

　死ぬのはいい。だがそれは、傍かたわらの彼女を生き延びさせた後でなければならない。もう、さっきまでのような抜け殻がらであることは許されない。

　アーチェスたちは、美奈子と岡丸であれば生せい還かんの可能性があることを示し唆さしていた。ならば自分が足手まといとなって、美奈子を死なせてしまうようなことだけはあってはならない……。

（……）

「……よかった」

　と、美奈子が言った。いくらかの覇は気きを取り戻もどした、ヒデオの表情を見て。ヒデオが顔を上げると、彼女は安あん堵どを浮うかべていた。

「ヒデオさん……病院を出てからずっと、死人みたいでしたから」

（死人……、か）

　そうだ。

　自分はまだ、死んではいない。

　死を望んではいるが、まだ、生きている。




　　　　⑤




　魔殺商会連中の面々に、今度はエリーゼと翔希も加わって、リュータは飲み比べなど始めていた。エルシアは、そんな喧けん噪そうから少し離はなれたテーブルについていた。ベリーベリーベリーのタルトを、小鳥のついばむようにゆっくりと味わう。

「……お茶」

「「はい、エルシア様」」

　ノルカがティーポットを傾かたむける。ソルカが砂糖を一匙さじ加え、ゆっくりとかき混ぜる。

「「どうぞ」」

　一口し、エルシアは夜空を見上げる。開会式から何度目かとなるセンター前広場のパーティー会場。星を眺ながめたかったが、電でん飾しよくが少し鬱うつ陶とうしかった。

　それと、腹の虫が少しうるさかった。

「……給仕はもういいわ。あなたたちも食べてらっしゃい」

「「はい、ありがとうございますエルシア様！」」

　午後十一時。遅おそめの夕食を許可された姉し妹まいは料理の並べられたテーブルへ向け、小走りに駆かけていく。

「まぁすたぁ～～～～！」

　声がした。

「まぁ～すたぁ～～～～～！　どこへ行ったのですか～～～～～!?」

　全く新しい種類の精せい霊れい。川村ヒデオのパートナー、ウィル子だった。捜さがしているのだろうか。そう言えば、今日の彼は珍めずらしく彼女を連れていなかった。

　ふと視線が合う。エルシアのテーブルへ、ウィル子がすーっと近寄ってきた。

「ウィル子のマスターを見ませんでしたか!?」

「見たわね。少し前に」

「今はどこに!?」

「さあ」

　がっくりと項うな垂だれる。いつ見ても無表情なヒデオと違ちがい、随ずい分ぶんとわかり易い少女だった。
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「いよぉ～、ウィル子じゃねえか～ぁ！　ん？　ヒデオはど～したっ？　一いつ緒しよじゃねえのか、ひっく！」

　リュータというか、酔よっぱらいがやって来た。

「ますたーを！　リュータはそのマスターを見かけませんでしたか!?」

「いやぁ～、いつもふわふわ浮いてて可愛かわいいよな～お前ってやつぁ！　エリーゼ？　あれはだめだ、ツンデレのツンとか俺にゃ必要ねえっての……なあエルシア、お前もそんなお澄すまししてないであっちに行こうぜ～ぇ？　実は酔うとスゴイんだろぉ～？」

　だばー、と入れ立てアツアツの紅茶を頭からかけてやる。

「……。うおわちゃっちゃっちゃちゃちゃっ!?」

「酔いは覚めたかしら」

「てめえ何しやがるそりゃちょっとは俺が邪よこしまだったかも知れんけど日本の超ちよう一流リアクション芸人だってアツアツおでんが限度だって言うじゃねえかえぇコラ!?」

　言ってる意味はよくわからなかったが、少しはまともになったらしい。どうぞ、とばかりエルシアはウィル子へ視線をやる。

「えー、リュータ。ウィル子は聞いているのですよー」

「ああ、悪わりぃ悪わりぃ……そういやさっき、敗退者手続きしてから合流するって言ってたんだが……そこら辺に美奈子なんかと一緒にいねえか？」

　と、キョロキョロするリュータ。ウィル子も首を傾かしげる。

「いえ……婦警はウィル子も見かけていないのですが……」

「ん？……おかしいな。おいエルシア、ヒデオたちと会ったのって、もう一時間ぐらい前じゃなかったか？」

「ええ。そうね」

　そこにまた新たな人ひと影かげ。

「何か困りごとでしたかニャ？」

「あ、大家さん……マスターを見かけませんでしたか……？」

「ヒデオさんですかニャ。さっき敗退者手続きを済ませて、お帰りになりましたニャ」

「帰った、ではアパートに？」

　と。ワーキャットは表情を曇くもらせた。

「さあ、そこまではわかりませんのニャ。でもなんだか、随分と落ち込んで……というよりあれは、思い詰つめてる様子でしたのニャ……」

「っ……!!」

　何か心当たりがあるのか、ウィル子が血相を変えてどこへやら飛んでいく。

「マスタ～～～～!?　どこなのですか、マ～～スタ～～～っ!!」

　まるで親鳥を呼ぶ雛ひなのよう。声は段々と遠ざかっていく。

「……なんだってんだ、突とつ然ぜん……」

　リュータは難しそうな顔。ワーキャットもその場を離れていく。

　でも。

（……そうね）

　エルシアが最後に見た彼の顔。

　確かにあれは、そういう色だった。

　いつ何時でも咲さき誇ほこれるのが人の花。だが、同様、枯かれるとなればそれもまた一いつ瞬しゆん。死にたい者を、留とどめておくべき理由はない。それも含ふくめて人なのだ。

（でも……）

　枯れるには、少し惜おしい気もしていた。

　クロスフラッグスの前日に出会った彼の目は、素す晴ばらしい熱を誇っていた。未来は視みえるかと問うた自分に、勝つのは自分たちだと言い放った。あの熱。あれがよかった。

（……そう）

　だから自分はさっき、「残念だった」などと……柄がらにもないことを言ったのかも知れない。

　一人思し索さくにふけっていると、唐とう突とつにリュータが言った。

「……どうすっかなぁ」

「何が？」

　エルシアはカップに、手て酌じやくで新たな紅茶を注つぐ。

「アーチェスが負けちまっただろ」

　鈴蘭が徹てつ底てい的に川村ヒデオを付け狙ねらったというように。あの混戦の最さ中なか、リュータだけが一人、殺し合いを挑いどむかのようにアーチェスに食くらい付いた。そして日にち没ぼつの寸前まで戦いは続き……アーチェスと美奈子の乗った指揮車はエリアに届かず、自分たちが乗ったヘリは胴どう体たい着陸とも呼ぶべき強行でクリアを果たした。

「……あなたの中にけじめが付いたのなら、いいんじゃないかしら」

「なんだよ、散々脅おどしておいて……俺を殺さねぇのか？」

「ええ。勝っても負けてもどうでもいいと言ったはずよ。私はあなたの熱の終しゆう焉えんを見たかった。それは今日、充じゆう分ぶんに見せてもらった。そしてもう、あなたの中にはくすぶりすら残っていない」

「そう……か。ああ、こんな穏おだやかな気分は久しぶりだ」

　リュータが大きく伸のびをしてみせた。

「なんか、わかっちまったんだよな……今日のあれでよ。クロスフラッグスってルールの中だったが、俺がどんなに殺そうったってあいつは死ななかった。そしてあいつは殺そうなんてしてこなかった。結局、何度やってもその繰くり返しになるんじゃねえかと思ってな……」

　彼は顧かえりみるように嘆たん息そくする。

「ダンジョンで会ったときからそうだった。その後のリリーたちとの会食でもそうだ。俺は空回りするばっかりでよ。そのたびにあいつが俺のことを、申し訳なさそうに哀あわれむんだ。そう考えると、なんか……な」

「そう」

　言って、エルシアは自分で砂糖を足した紅茶を一口。

「熱を持ち続けてれば見み逃のがすはずのねえチャンス、結局俺には見えなかったんだな」

　知らずエルシアは、ぴたりと手を止める。

「……」




　ちょっと待て。




　そうだ。

　あの時自分は、なぜそんなことをリュータに教えてやったのか。何を前提にしてそれを伝えたのだったか。

　はっとするような気持ちでセンタービルの方を向く。

「どうした？　エルシア」

「……今日は、何組が負けたんだったかしら」

「あ？　だからヒデオと、美奈子と、アーチェスたちだけだろ？　それがどうかしたのか？」

　勝ち残っている五百組強、ほぼ全すべてが参加したにもかかわらず、敗退者はたったの三組だった。

（……）

　いや、まさか。みーこも葉は月づきも同意していたではないか。彼は決して未来視の魔ま眼がんなどではないと。あのリップルラップルなど、開会初日の深夜番組でそうと断言したらしいではないか。

「……俺は別に優勝を狙ってるわけじゃねえ。お前は目的のもんを拝めたってんなら……ここで解散か？」

「……いいえ」

　未来視など信じない。

　ただ、なんとなくそんな気がしたのだ。

「もう少し、面おも白しろいものが見られる気がするの」

「……？」




　　　　◆




（……）

　エレベーターは、本当に地の底までも潜もぐっていった。階数表示など出てはいない。だが、ホールから最上階へと昇のぼったよりも長い時間、下り続けていた。

　油断ない、鬼き気き迫せまる声で岡丸が言う。

〝……どうやら、到とう着ちやくするようでござるな。地じ獄ごくとやらに……〟

　彼には、その邪じや悪あくが感じ取れるのだろうか。

　ヒデオは緊きん張ちように固かた唾ずを吞のむ。

　そして到着する。扉とびらが開かれると、地熱を帯びた、まるで獣けものの吐と息いきのように生なま温ぬるい空気が流れ込んできた。どこまでも続くような地底の闇やみに、壁かべに施ほどこされた必要最低限のような明かりが続いている。

　どこへ導こうというのか。

「……センターの、地下迷めい宮きゆうみたいですけど……」

　左右に視線を配りながら、美奈子が言った。岡丸は既すでに手の内。二人が降りるとエレベーターのドアは即そく座ざに閉とざされ、役目を終えた箱は無情にもそのまま上へ帰って行く。

　そうしてヒデオが美奈子と共に、慎しん重ちように歩みを進め始めたとき……闇の中から、ふっ、と気配を感じた。

　何ら訓練も受けず、才気もないヒデオですら感じ取れる、濃のう密みつな気配。忽こつ然ぜんと現れた二人の生気を嗅かぎ付けたかのように、そこに闇がわだかまる。光を遮さえぎる真っ黒いガスが集まり、幾いくつかの姿を現し始める。

　鉄てつ槌ついを持った一つ目の鬼おに。長ちよう剣けんの一方、小こ脇わきに生首のように兜かぶとを抱かかえた無頭の甲かつ冑ちゆう。そして物語に出てくるような、背びれを持ち、角を生やし、鋼はがねのような爪つめと牙きばをした巨きよ大だいなトカゲ。

（……）

　いずれも、ゲームや、マンガや、アニメや、映画や、そういったものの中でしか見ることができない、本能的な恐きよう怖ふを与あたえる巨きよ軀くにして、身の毛もよだつ異様。有り得ないモノを現実に見た感動半分。

　勝てないだろうな。

　殺されるんだろうな。

　そして意外にも、こう思った。

　……死にたくないな。

「やあぁっ!!」

　迫せまり来た首無し鎧よろいの長剣を弾はじき上げ、美奈子が重い刺し突とつを喰くらわせる。分厚い板鎧は傷も付かなかったが、岡丸自身のチカラによって弾き飛ばすことには成功する。

　だがそのときには、一つ目鬼のハンマーが重々しく振ふり上げられていた。重々しいからこそ、ヒデオでも反応する余地があった。体当たりするように美奈子の身体からだを抱え、勢いのまま自身も転がる。

　振り下ろされたただ一振りの鉄槌が、洞どう窟くつを揺ゆらす。岩がん盤ばんに亀き裂れつを穿うがち、散らした石つぶてに全身を打たれる。次に目を開け起き上がったときには、人間など一吞みだろうドラゴンの凶きよう悪あくな口こう蓋がいが開かれようとしていた。その向こうには、また新たな黒い霧きり。新たな魔物の影かげ。

　なるほど、地獄だ。ここは地獄だ。自分は決して生き残れはしまい。

「ヒデオさん、下がって……！」

　前に出ようとする美奈子を、また魔物の現れようとする霧の向こうへ突つき飛ばす。

「ヒデオさん!?」

〝ヒデオ殿どの……！〟

　ヒデオは動かない。真っ向から魔物たちを睨ねめ付けた。

　死にたくない。死にたくないが、情けない自分ももううんざりだ。だから死ぬしかないんだ。せめて美奈子の足手まといにならぬよう。これが負け犬にできる最さい期ごだ。だから喰え。せめて跡あと形かたもなく喰らい尽つくして、この下らない自分を、人生を、この世から消し去ってくれ……！
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　応こたえるように、ドラゴンが咆ほう哮こうした。

　大きく開かれた喉のど奥おくに、業ごう火かの揺らぎが見えた。

　だが、それをよしとしない者たちがいた。




「切り開け、俺たちのヴィクトリーロード！　ジャバン・スラーッシュ!!」

　蒼銀色のメタリックスーツ。正義を象しよう徴ちようするように輝かがやく刃やいばが、幾つかの魔ま物ものと共にドラゴンの尾おを切断した。

「ふん、我に世話を焼かせようとはな……この借り、高くつくぞ！」

　黒い霧の渦うず巻まく中、流れ込んできた白い霧。白磁の牙を持つ闇の貴公子が忽然と姿を現し、また幾つかの魔物どもを鋭するどい爪の一ひと薙なぎで切り裂さいた。

「身を挺ていして女を助ける……それでこそ大やま和とだ魂ましい、なのさ……。ハニっ覇はァッ!!」

　大和やまとより蘇よみがえりし古いにしえの戦士が、一つ目鬼……サイクロプスのハンマーをクロスした腕うでに難なく受け止める。次の瞬しゆん間かん、お返しとばかり渾こん身しんの拳こぶしを下から振り上げ、その巨軀を天てん井じようまでも吹ふき飛ばす。

「少し来ない間に、この辺りもだいぶ淀よどんでいたようですね……エーゲの蒼あおに染まりなさい！」

　それより至る憂うれいの歌うた姫ひめが、高らかな美声と共に手をかざす。どこからともなく湧わき出した清せい浄じような津つ波なみが、際限ない黒こく霧むを押し流し、一面の空間を浄じよう化かする。

「果テシナイ宇宙ニカカッタ　大キナ架カケ橋……　ココデ落トサセルワケニハ　イキマセン」

　高度な叡えい智ちをした黒こく瞳とうの異星人が、光線銃じゆうを掃そう射しや。残った低てい俗ぞくな魔物は、アンデッドが陽光の前で塩に、灰になるように、それだけで消し飛んでしまう。

　最後にヒデオの前に残っていたドラゴンが、面々に向かって怒いかりの雄お叫たけびを上げながら突とつ進しんする。

　が。

「ダーリンをいじめるなんて許さないんだから！　喰らってー!!」

　茜あかね色いろの衣い装しようをした至高の錬れん金きん術師が、その大きすぎる口に爆ばく弾だんを投げ込んだ。鋼のような鱗うろこを全身にまとうドラゴンも、内側からの大爆発には抗あらがいようもない。轟ごう音おんと閃せん光こうのあとには、生焼けのドラゴンステーキが四散していた。

　美奈子が眼前に繰くり広げられた光景に呆あつ気けに取られるまま、岡丸を取り落とす。彼女が最も信しん頼らいするパートナーであり、またこの場においては命を繫つなぎ止めるはずであった得物を手放す……ヒデオにしてみても、事実それほどの衝しよう撃げきであった。

　窮きゆう地ちを助けに来てくれたのは、自分がこれまで幾いく多たの苦く闘とうの末に打ち破ってきた、数あま多たのライバル、百戦錬れん磨まの強きよう豪ごうたち。

　この地じ獄ごくを生き抜ぬいてきたというのか。誰だれも彼も泥どろと埃ほこりとにまみれ、生傷の絶えぬ様子であった。しかしその表情にはこれっぽっちも諦あきらめるような色はなく、むしろヒデオと美奈子という新たな仲間に希望を見み出いだしたかのような、覇は気きに溢あふれる笑え顔がおであった。

「……久しぶりだな。まさか君がここに来るとは思わなかった」

　視線を移せばそこに、オリーブ色の軍服とベレー帽ぼう。そこから見える、老いてますます盛さかんな二の腕。忘れようはずもない。彼こそが自分の、優勝候補としての運命を決定付けた。

「いや、その後の君の活かつ躍やくを聞くにつれ……君だからこそ、ここへ来るのではないか……とも思っていた」

　その自信に満ちた声。美奈子が驚おどろきと戸と惑まどいを隠かくし切れぬまま問う。

「どうして……これはどういうことなんですか……？　ここは一体……？　皆みなさんは……」

　彼は軽く肩かたをすくめた。

「命のかからぬゲームなど、やはり茶番だったということだ。そして真実を知り、アルハザンの陰いん謀ぼうを阻そ止しできるのは……この世界を救うことができるのは、皮肉にも我々、上の大会での敗退者だけだということだ」

　目を見張るヒデオに向けて、ジョージ・レッドフィールド大たい佐さはニヤリと不敵な笑みを浮うかべる。

「ようこそ、ヒデオ君！　歓かん迎げいしよう！　ここが戦場だ……!!」




　　　　⑥




　その夜。

　打ち上げパーティーの会場では、当然のように未来視、川村ヒデオの敗退に話題が集中した。虚きよ飾しよくの魔眼であった。欺ぎ瞞まんの未来視であったと。それらが築き上げた偽いつわりの伝説には、終しゆう止し符ふが打たれたかに思われた。

　だが、その僅わずか一ヶ月後……この都市に身を置いた全すべての者が思い知らされることとなる。その夜に流る布ふされた噂うわさこそが全て騙かたりであり、未来視は、真に実在するのだと。




　後に魔眼王と呼ばれし青年と、後に電でん神しんと謳うたわれし精せい霊れいの伝説は、今このときより始まろうとしていた──。







　あとがき




　担当からこんなメールが届きました。

「林さんてスポーツってなんかやってました？　（ちなみに私はバレーボールとラグビーです。）」

　……。

　なんじゃそりゃ。

　ああねえよ、これっぽっちもスポーツなんてやったことねえよ、だから毎日のようにアンタと『かみちゅ！』とか『陸上防衛隊まおちゃん』とか『ＣＬＡＮＮＡＤ』の議論ばっかしてたんじゃねーか暇ひまさえあれば仕事中に「『びんちょうタン』送りますよ」なんて強きよう烈れつにプッシュしてきやがって俺もしくは俺以上の完かん膚ぷ無なきまでの重度のアニメ依い存ぞん症しようだと思っていた俺が馬ば鹿かだった!!

　このっ……、スポーツマン！　スポーツマンめ!!

　依存症とスポーツマンは相あい容いれぬ存在と知った上でのカミングアウトか!?

　そんな健康的に表出て日の降り注そそぐ下で体動かし声かけあって正々堂々チームプレイに徹てつすることができるような明るく開放的な精神性それすなわちスポーツマンシップが備そなわっていたなら誰が毎日毎日引きこもってゲームとインターネッツに一人寂さびしく精を出すかあボケええええ!!　うわああああああああああああああああああああああああああああんっ!!




　と、ひどく裏切られた思いです。

　本作一巻目あとがきにおいて彼のことを『漢おとこ』と表現しましたが、撤てつ回かいします。ただのスポーツマンでした。遺い憾かんの意を表明すると共に、この場を借りて深くお詫わび申し上げます。

　よくいるんですよね、こういう隠かくれスポーツマン。アニメやマンガが好きなくせに、実は昔剣けん道どうやってたとか、実は空手の何帯だとか。皆みなさんの周りにも二人か三人、いませんか？　何もやってないこちらとしては、びっくりして一いち目もく置かされざるを得ないわけです。

　今これを読んで頷うなずいた人、同志。




　でもマンガ読むのに筋肉はいりません。アニメ見るのに反射神経はいりません。ゲームするだけならば脂し肪ぼうは邪じや魔まになりません（一部音ゲーと某ぼう社しや現行コンシューマ機を除く）。

　いいか、あれもこれもじゃない！　健全か、不健全かだ！　健全な人間が俺たちの聖域に土足で踏ふみ入ってくるな!!

　今ここを読んで頷いた人。あなた方だけが同志。




　大体が我が担当もですね、ワンフォーオール・オールフォーワンとか叫さけびながら肉体をぶつけ合っていたほどガチムチしているようには見えないんですよ。アニメもマンガもライトノベルも、尋じん常じようじゃない量をチェックしているにもかかわらず、ゲームだけは一切しないというのでおかしいとは思っていたのですが……。

　……これは、他の編集部員に関しても疑ってかかった方がいいのかも知れませんね。以後、留りゆう意いします。

　いえ、別にスポーツが悪いというわけではなく。そうでも思わないと他に取とり柄えのない我々は現実社会で生きていけないのでそっとしておいてくださいということです。




　さて唐とう突とつですが、本作品を「ザ・スニーカー」本誌においてご愛読くださった皆みな様さまにおかれましては、あのような形で連れん載さい終しゆう了りようとさせて頂いたことを深くお詫び申し上げます。

　理由は三つほどありまして、一つはこの後、シリーズを締しめくくるに当たっては連載で小出しにという形ではなく、文庫の形で一気に読み進めて欲しいという気持ちがありまして、これは単純に創作者としての色気です。もう一つは、それがどれくらいの文章量になるか目算が立てられず、にもかかわらず毎号の刊行ペースも、ページ数も決まった連載という形では、掲けい載さいにあまりに無理があると判断したためです。これは単純にスケジュールも立てられない作者としての力量不足です。申し訳ないです。

　しかしながら文庫のみ読まれている読者様におかれましては何の問題もございません。むしろ、たまには本誌の方もどうぞ。私の連載は終わってしまいましたが、話題のアニメ化作品他、面白い小説がいっぱい載のってますよ（余談ですが二〇〇八年十月号で、特集を組んでもらえるそうです）。




　……え？

　あんな終わり方になった三つめの理由？　うーん、これは完全に制作サイドの話なので、公にお伝えして良い類のものではないのですが……。

　わかりました。皆様がそこまでおっしゃるのであれば、あえて言いましょう！




『ヒデオたちの戦いはまだまだこれからだ！　ご愛読ありがとうございました！』みたいなキャプションをつけられたくなかったから。

『感動のフィナーレ！　だが、ヒデオたちの戦いはまだ終わらない!?』みたいなキャプションも、なんかヤだったから。




　ええ、それだけです。

　ただそれだけです。

　むしろそれが最大の理由です（←編集部にも言えない制作サイドの事情）。

　まさか歴史ある「ザ・スニーカー」誌上において、そんな某ぼう少年漫まん画が誌における十週打ち切り時常じよう套とう句くのようなもの書かせるわけにはいきません。さあどうする。どうするんだい、角川スニーカー編集部諸君！　この私の飽あくなき挑ちよう戦せんに対し、君たちは一体どう立ち向かおうというのだね!?　ああ担当、君の驚おどろき戸と惑まどい困り果てた顔が目に浮うかぶようだよ──!!




担当Ｗ「てめえふざけんなこんな終わりかた載せられるわけねーじゃねーか!!」

　俺　「……」

担当Ｗ「って正直ノドまで出かかりましたよ」

　俺　（…………お……おぅ、いぇ～……）




　載ってよかったですね、俺。向こうには掲載中止という伝家の宝刀があることをすっかり忘れていました。ここだけの話ですが、編集部には作者を急病にする禁断の呪法がありやなしや。




　というわけで、やりたいことを全部やって思いきり自己満足のうちに連載終了と相成りました。応おう援えん、ありがとうございました。かくしてストーリーは本巻書き下ろしを経て、いよいよ最終巻を残すのみとなります。

　開始当初より一寸先が闇やみの連載でしたが、なんとかここまで書いて参りました。つきましては、せっかくですのでラスト一巻、お待ちいただければ幸いです。




　二〇〇八年六月


林トモアキ　　
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